

[image: ]















冷徹旦那様との懐妊事情

～御曹司は最愛妻への情欲を我慢できない～

吉澤紗矢










目次




冷徹旦那様との懐妊事情～御曹司は最愛妻への情欲を我慢できない～


プロローグ

馴れ初め

決断

再会

偽りの婚約者

和倉家

ままならない日々

後悔　和泉 side

想いを伝える

誕生　和泉 side

エピローグ



特別書き下ろし番外編


幸福な家族　奈月 side

幸福な家族　和泉 side






あとがき
















冷徹旦那様との懐妊事情～御曹司は最愛妻への情欲を我慢できない～










プロローグ




　目の前にたたずむ端整な顔立ちの男性からは、強い拒絶の意思が伝わってきた。

　かつてはあったはずの優しさや情は欠片かけらも残っていないようで、離れた心は二度と戻らないのだと実感する。

　たとえ夫婦になったとしても、それは決して変わらないのだと。




　司し波ば和泉いずみは和わ倉くら奈な月づきにとって特別な存在だった。

　初めての恋人。キスもセックスもなにもかも彼が初体験。

　まるでとろりとした蜜に浸かっているように甘く濃厚な時間が、いつまでも続くのだと本気で信じていたけれど、別れは突然訪れた。

　あたり前のようにそばにあった温もりを失い、恋をあきらめるつらさを知り、その痛みはいまだに癒えず奈月を苦しめ続けている。

　彼を忘れる日はおそらくやってこない。まぶたを閉じれば、ふたりで過ごした幸せな日々の思い出が鮮やかに浮かぶのだから。

　けれど奈月の未練を知るはずもない和泉は、過去を切り捨てたような冷ややかな声で告げる。

「この結婚に感情はいっさいない」

　不快感を隠しきれなかったのか、彼の整った顔がわずかにゆがんだ。

　ひどい別れ方をしたのだ。結婚相手として歓迎されないのはわかっていた。

「はい。政略結婚だとわかっています」

　つらさを表に出さないようにすると言葉少なになる。しかし和泉は奈月も結婚に否定的だからだと受け止めたようだ。

「わざわざ言う必要はなかったようだな」

　そう皮肉げに言い捨て、別れの挨拶もなくその場から立ち去った。

　扉が閉まり、部屋は沈黙で満たされる。

　奈月は詰めていた息を吐きその場にしゃがみ込んで、膝に顔をうずめた。

　短いやり取りでも受けた痛みは大きい。

（和泉の……あんな冷たい目、初めて見た）

　突き放したような眼まな差ざしは、憎しみに染まっていた。

　愛情を惜しみなく伝えてくれていた頃の優しい瞳は、もう見られないのだ。

（覚悟はしてたけど……）

　悲しさが込み上げるのを止められない。

「うっ……」

　失った和泉の愛情がどれほど大切なものだったのかを思い知り、涙があふれた。

（和泉が好き……今も、この先も……）

　こんな気持ちで、感情のない結婚生活に耐える自信がない。だけど逃げ道なんてないし、悩み泣く資格もない。

（だって、私から別れるって言ったんだから）

　そして別れに納得しない和泉を、ろくな話し合いもしないまま突き放した。

　さんざん悩んだ揚げ句そうするしかないと決めて、出した答えが彼との別れだったのだ。

　このつらい状況は自業自得。

　でも本当は別れたくなんてなかった。ずっと和泉と寄り添って生きていきたいと願っていた。

　和泉に初めて会ったあの日から、彼だけを想っていたのだから……。










馴れ初め




　和倉奈月の働く和食器専門店『広ひろ川かわ堂どう』は昭和初期から続く老舗で、駅から徒歩五分の好立地に広々とした店舗を構えている。

　敷地内にはよく手入れされた楓かえでの木が並び、奥に進むと引き戸の出入口が見えてくる。

　全国の工房から取り寄せる器は人気が高く常連客がついていて、最近では海外からの観光客も立ち寄るので店内はいつも賑にぎわっていた。

　奈月の仕事は主に接客と商品管理だ。ひと言で接客と言っても、器についての深い知識が求められる。そのため学生時代にバイトとして始めた頃は、想定外の質問をされるたびに慌ててベテラン社員に頼っていたものだ。

　大学卒業後に正式に社員として採用され、八カ月が過ぎた。

　バイト時代と合わせて約三年の経験を積んだ今、ようやくひと通りの仕事をこなせるようになっていた。

　数多くの和食器は美しく、見ていると幸せな気持ちになる。とくに好きなのは青が美しい染そめ付つけの器で、この仕事に興味を持つきっかけとなったもの。

　お客さまに叱られ落ち込むときもあるが、職場の同僚は皆優しく居心地がいい。奈月はこの仕事が大好きだった。

「ありがとうございました。またのご来店をお待ちしております」

　東とう北ほくからの旅行中に立ち寄ったという老夫婦が、笑顔で店を出るのを見送った奈月は、喜びと充実感を味わいながら扉を閉めた。

　自分が薦めた商品を買い、満足してもらえるのはとてもうれしい。

　もっとがんばろうとやる気が湧いてきたが、ちょうど開店からの賑わいが一段落したところで、店内はガランとしていた。

（在庫の確認をしてこようかな）

　同僚にひと声かけてから店の奥に足を向けた。販売用の商品が並ぶ一画の先にはギャラリーがあり、取引のある作家の新作を展示している。

　テーマを設けて複数の作家の商品を並べる場合もある。お客さまが展示品を見て気に入れば注文につながるため、商品の魅力を引き立てる展示をするのは大事な仕事だ。

　三日前に同僚たちと設置した展示品を眺めながらさらに奥の倉庫に向かい、集中して在庫確認を始めた。

　ひと通り終えると昼の休憩時間に差しかかっていた。倉庫を出て従業員用の休憩室に向かう。

　その途中、この店の経営者である広ひろ川かわ社長に呼び止められた。

　彼は五十代半ば。広川堂の二代目で、器について深い知識を持っている。月に何日かは全国の工房に赴き、作家と直接話をして制作時点から関わるという熱心さがある一方で、細かい事務作業は苦手。例えばギャラリーを整えるための資材の仕入れや支払いなどは奈月たち社員に任せるタイプだ。

「奈月ちゃんちょうどよかった。連絡事項が」

「はい、なんでしょうか」

「急なんだけど明日、司波さまがいらっしゃるんだ。海外からのお客さまのアテンドらしい」

　奈月は「そうなんですね」と相づちを打った。〝司波さま〟は昔からのお得意さまだ。日本でも三本の指に入る総合商社『司波商事』を経営する富豪一族。

　和食器の収集を趣味としており毎年大量に商品を購入してくれる。最重要顧客のため、たいていは広川社長自ら接客していた。

「明日俺は工房に行く予定だろ？　だから奈月ちゃんに対応をお願いしたいんだ」

「えっ、私がですか？」

　広川社長が不在だからといって、奈月に司波家の対応が回ってくるなんて思いもしなかった。

「あの、私でいいんでしょうか？　友とも也やさんか深み雪ゆきさんの方が適任だと思うんですが」

　友也は今年三十歳になる広川社長の息子で、次代として豊富な知識を持っている。もうひとりの同僚、北きた沢ざわ深雪は勤務十年のベテラン。三十三歳で奈月とは十歳の年齢差があるが、姉妹のように親しくしてもらっている優しくて頼りになる先輩だ。

　どちらも少なくとも奈月よりは上客の相手をするのにふさわしいはず。

「そうなんだけどね。司波さまの連れが海外からのお客さまらしいから、英語ができる奈月ちゃんの方がいいだろう」

「でも英語といっても日常会話程度で……」

「十分だよ。友也と深雪ちゃんはいっさいだめなんだから。いつものように身振り手振りでってわけにはいかないでしょ。そういうわけでお願いするよ」

「は、はい。わかりました」

　うなずいたものの、緊張感でいっぱいになった。司波さまと直接話したことはないけれど、かなり気難しい方というイメージがあるからだ。

（失敗がないようにしなくちゃ。後で司波さまが好みそうな商品を確認しておこう）

　どんな質問をされても答えられるようにしておかなくては。

　奈月が固くなっているのを察したのか、広川はにこりと笑った。

「そんなに緊張しなくて大丈夫だよ。明日いらっしゃるのはご当主ではなく、〝いずみさま〟だそうだから」

「いずみさま？」

　誰だろうと、内心首をかしげる奈月の疑問を察したように広川が続ける。

「司波家の方だよ。何度か来てくださってるんだけど、奈月ちゃんはお会いしていなかったか」

「あ、そうなんですね」

「よろしく頼むよ。休憩の邪魔して悪かったね」

「いえ」

　広川社長は明日の視察の準備で忙しいのか、倉庫の隣の事務室に足早に入っていった。

（いずみさま……ご当主の娘さんかな）

　海外のお客さんを連れてくると言っていたし、〝彼女〟も司波商事で働いているのだろう。

　ハキハキした物言いのキャリアウーマン像が脳裏に浮かんだ。

（圧倒されてしまいそう）

　休憩室にあるロッカーに行き、薄手のカーディガンを手に取った。

　広川堂の制服は白いシャツにベージュのパンツと前かけだから、休憩で外に出るときは前かけを取りカーディガンを羽織るなどしている。

　奈月はふと思い立ち、身だしなみチェック用の姿見に映る自分をじっと見た。それから少し眉根を寄せる。

（このままじゃ、またバイトだと思われるかも）

　以前、年輩のお客さまに『バイトさん』と言われたのを思い出したのだ。海外からの観光客に子どもと誤解されたこともある。

　原因は身長一五五センチと小柄で、胸の膨らみがほとんどない薄い体型と童顔。

　目は大きいけれどやや垂れぎみ。鼻と口は小さく印象がなくて、なんとなく頼りない感じがする。

　ほとんどノーメイクであるのと、学生時代から変わらないセミロングのヘアスタイルも幼く見える要素かもしれない。

　これまで外見については清潔感があれば問題ないと思っていた。けれど、司波家の令嬢の対応をするにあたり、自分のやぼったさが目につき始めた。

　今から大変身は無理でも、一社会人として恥ずかしくないように、明日はいつもより少し身だしなみに気を配ろうと決心した。




　翌日。予定していた午前十一時の十五分前に、司波家一行がやって来た。

「いらっしゃいませ」

　待ち構えていた奈月は笑顔で迎えたものの、内心ひどく驚いていた。

（〝いずみさま〟って男の人だったの？）

　てっきりキャリアウーマンの令嬢が来ると思っていたのに、実際現れたのは、直視するのに緊張するような見目麗しい大人の男性だったのだ。

　年齢は二十代後半だろうか。一八〇センチはありそうな高身長に見合った長い手脚。

　すらりとしたモデルのようなスタイルで、ひと目で上質だとわかるスーツがぴたりとはまり似合っている。

　艶やかな黒髪が形のいい額を覆い、その下にある瞳はしっかりした二重でありながら、目じりが少し吊つり上がっていてすっきりとして見えた。

「予定より早く着いてしまい申し訳ない」

　心に響くような深みのある低いバリトン。声まで素敵なんだ、などと見入っていると彼が名刺を差し出した。

　奈月は受け取りすばやく目を通した。

〝司波商事株式会社　事業推進部部長　司波和泉〟と記載されている。

（いずみってこういう字を書くんだ。初めから漢字を知ってたら男の人の可能性も思いついていたかも。事業推進部ってどんな仕事をするのかな）

　短い時間でそんなことを考えながら、奈月も自分の名刺を差し出した。

「和倉奈月と申します。本日は広川に代わり商品説明をさせていただきますので、よろしくお願いいたします」

「和倉？」

　和泉がなぜか意外そうに眉を上げた。

「あの、なにか？」

「いや、なんでもないよ。こちらこそよろしくお願いします」

　彼は爽やかに微笑み、連れの外国人の紹介を始めた。

「彼は友人のアレン・ウイリアムズ。最近日本の食器に興味を持ったそうなんだ」

　紹介された彼は社交的な性格のようで、親しげな笑みを浮かべた。

「今日を楽しみにしていました。よろしくお願いします」

　日本語が堪能のようで、英語スキルはまったく必要ではなかった。

（私じゃなくても大丈夫だったみたい）

　ならば友也に接客を代わった方がいいだろうか。いやでも今さら代わるのも失礼だろうと思い直す。

「ウイリアムズさま、こちらこそよろしくお願いいたします。さっそくですが店内をひと通りご覧いただき、気になるものがあれば説明させていただくような形でよろしいでしょうか」

　つきっきりで一つひとつ説明するより、その方が落ち着いて選べるのではないかと考え提案した。

　和泉とウイリアムズはゆっくりと棚を端から見ていく。取引先のアテンドと聞いていたが、和泉が『友人』と紹介した通りふたりの様子は気安いものに見えた。

　長身で華やかな雰囲気のふたりは目立つのでほかの客の注目を浴びていたが、慣れているのかまったく気にしていないようだった。

　しばらく見守っていると和泉が奈月の方を振り返りスマートな仕草で手をあげたので、すぐに向かう。

「これはなにに使うのですか？」

「織おり部べ焼やきの豆皿といって、薬味や調味料用に使うという声を聞きますが、決まりはありません。好きに使ってくださっていいんですよ」

　深い緑の手のひらよりも小さな皿はとてもかわいい。自分用に欲しいくらいだ。

「僕にはもう少し大きいものがいいかな」

「でしたらこちらはどうでしょうか？　同じ織部焼の平皿です」

「いいね」

　その後ほかの商品についても聞かれ説明した。ウイリアムズは満足してくれたのか、すべて買い上げてくれた。

「ありがとうございます」

　接客が順調に終わりほっとしながら、丁寧に包装する。ウイリアムズはまだ気になるものがあるのかひとりで店内をウロウロしており、和泉が奈月の作業を眺めていた。

「司波さま、商品はどちらかにお届けした方がよろしいですか？」

「いやこのまま持って帰るよ」

「かしこまりました」

　包装の続きをする。手もとに向けられた視線に気づいているので少し緊張したが粗相はせずに済んだ。

「大変お待たせいたしました」

　手提げにしっかりとしまって差し出すと、ウイリアムズの代わりに受け取った和泉はつい見み惚とれてしまうような微笑みを浮かべた。

「ありがとう。いい物が手に入ってウイリアムズも喜んでいるよ。和倉さんの説明もとてもわかりやすかった」

「ありがとうございます。お役に立てたようでよかったです」

　こんなふうに面と向かって感謝の言葉をもらうとうれしくて高揚する。和泉が特別に素敵な男性なので照れているのもあった。

（顔が熱い……赤くなってそう）

　過剰に反応してさらりと流せないのは褒められた経験が少ないからだけれど、和泉はそんな事情を知らないのだから、あまり動揺していると怪しく思われそうだ。

　なんとか落ち着こうと呼吸を整えていたそのとき。

「和倉さん、よかったら昼食をご一緒していただけませんか？」

　和泉は奈月を驚かせる発言をした。

「えっ！」

　あまりに予想外だったので、素の声が出た。慌てて口を押さえながらも頭の中では疑問符が踊っている。そんな奈月を見た和泉が苦笑いになった。

「驚かせたのならごめん。和倉さんの話をもう少し聞きたいと思って誘ったんだ」

「……私の話ですか？」

　そう言われても戸惑う。彼と奈月の間に共通の話題なんてないと思うけれど。

「和倉さんの説明は素人にもわかりやすかったからね。最近、和の器に関心を持っている顧客と会う機会が多いから少し勉強しておきたいんだ」

「あ……う、器の話ですね」

　奈月は引きつった笑いを浮かべた。

（そうだよ、器の話に決まってるじゃない！）

　彼のような人が奈月に興味を持つわけがないのに。自意識過剰な勘違いが恥ずかしい。

　ますます熱を持つ頬を手で押さえながら、奈月はたどたどしく返事をする。

「あの、お店を抜けても問題ないか確認してきます。少しだけお待ちください」

　和泉の前から離れギャラリーの方にいる友也のもとに許可をもらいに向かう。社長がいない今は彼が奈月の上司にあたるからだ。ただ、彼がだめと言うわけがないとわかっていた。上客の司波家の依頼で、昼食といっても仕事のようなものだから。

　予想通り友也は簡単な事情を聞いただけで即了承し、和泉に挨拶をしたうえで奈月を店から送り出した。




　広川堂と同じ通り沿いにある高級和食店。奥の座敷に通されて席に着いた。

　長机の奥側に和泉とウイリアムズが並び、奈月は和泉の正面の席に着いている。

　机に並ぶのは色鮮やかな松花堂弁当。

　食事をしつつ彼らの質問に答える役目だと思っていたのだが、実際はほとんど世間話でなかなか和食器の話にならない。

　ふたりは同じ年の二十七歳で、和泉がイギリスに留学した際に知り合ったという出会いのエピソードから、和泉が最近はまっている紅茶の話。さらにはウイリアムズの妻の話題となり奈月は非常に戸惑っていた。

「僕の奥さんは日本人なんですよ」

　プライベートな話題となり戸惑うが、ニコニコと語られては相づちを打つしかない。

「そうなんですか。あ、では広川堂でのお買い物は奥さまへのお土産ですか？」

「いやこれは僕の趣味です。妻はこういうものに興味がないんです。バッグとかアクセサリーばっかり欲しがっていて。それも同じようなものをたくさんね」

　苦笑いをしながら言うウイリアムズに、奈月は一般論で応える。

「多くの女性はアクセサリーが好きですから」

「うーん。でも奈月さんは全然つけてないですね」

　ウイリアムズの視線が奈月の頭から首もとに移動する。彼の隣に座る和泉にも見られているのを感じた。

「私は……仕事中は身につけないようにしているんです」

　実際はプライベートでもほとんどつけないが。

「そうなんですね。奈月さんは綺き麗れいだから飾らなくても大丈夫ですよ」

「あ、ありがとうございます」

　ウイリアムズが真顔だからか、社交辞令だとわかっていても動揺する。

（いつの間にか奈月って呼ばれているし）

　まあ彼は海外の人だからファーストネームで呼ぶのが自然なのだろうけれど。

（それにしてもいつ器の話をするんだろう）

　まったくその方向にいく気配がない。これでは奈月が来た意味がないような気がする。

（いいのかな……）

　松花堂弁当に向けていた視線を上げると、和泉と目が合いドキリとした。

　彼がとても優しげな目を奈月に向けていたから。

「あ、あの……」

「奈月さん、さっき説明してもらった織部焼についてもう少し聞いてもいいかな？」

「は、はい、もちろん」

　居住まいを正しながらうなずいたものの、心臓がドキドキうるさく騒いでいた。

（司波さまの呼び方まで奈月になってる）

　いつの間に和倉から奈月に変わったのだろうか。気になりながらもツッコむわけにはいかず、必死で頭の中を仕事モードに切り替える。

「織部焼は十六世紀の終わり頃に現在の岐ぎ阜ふ県で生まれたのですが……」

　冷静に説明をしているつもりだけれど、声が上ずり苦労しながら言葉を続けた。

　なんとか無事に説明と食事を終えた後、和泉たちは奈月を広川堂まで送ってくれた。

「ありがとう。とても勉強になったよ」

「こちらこそいつもご贔ひい屓きにしていただきましてありがとうございます」

　腰を曲げて深く頭を下げる。

「そんなにかしこまらないで」

　和泉はくすっと笑いながら言い、「また来るよ」と言い帰っていった。

　ひとり見送った奈月はぼんやりした気持ちのままつぶやく。

「また……来る……本当かな？」

　そうだとしたらうれしい。そう思っている自分に気づき少し驚いた。

　それに妙にフワフワした気持ちになっている。

（私、また会えるのを期待しているんだ。あの人が来るとしても食器目あてで私に会いにくるわけじゃないのに）

　浮かれた自分に自嘲しながら休憩室に向かう。

　午後からもしっかり働かなくてはいけない。いつまでもぼんやりしていないで頭を切り替えなくては。

　でも、和泉の印象は強烈でどうしても消えてくれない。

　それは彼の容姿が特別際立っていたのもあるが、奈月にとても優しい眼差しを向けてくれたからだ。

　大学まで女子校で男性と出会う機会が少なかった。

　社交的な性格ではないうえに、家庭でのルールが厳しかったため、二十三歳だというのに恋愛経験がほとんどない。

　恋の思い出といえば、中学時代になにも行動しないまま終わった片想いくらい。

（仕事の関係以外で男の人と仲よく話すなんて初めてだったから）

　今日だって仕事だが、いつもの接客とは違い、和泉は奈月にとってすでに特別な男性になっていた。

　休憩室では先輩社員の深雪がくつろいでいた。

「ただいま帰りました」

「あ、おかえり奈月、大変だったで……」

　深雪は奈月に労わりの言葉をかける最中、ぎょっとした表情をした。

「どうしたんですか？」

　首をかしげる奈月に、深雪は気まずそうに答える。

「奈月、そのメイク……」

「メイク？」

「とにかく鏡見て」

　奈月は深雪に急かされ姿見の前に立った。その直後ひっと息をのむ。

　鏡に映る奈月の顔……頬に濃いピンクチークが真ん丸を描いてある。ほかの誰かがこのメイクをしていたら、ふざけているのかと疑うレベルだ。

　これならノーメイクの方がましだった。

「な、なんで？」

　たしかに今日は学生アルバイトと思われないようにしっかりメイクをしてきた。でももっと自然な雰囲気だったはず。

「店を出る前にメイク直ししたでしょう？　明かりをつけなかったんじゃない？　暗いところだと想像以上に濃くなるのよ」

「そ、そういえば」

　たしかに昼食に出る前にさっと直したが、和泉たちを待たせてはいけないと急いでいたので電気をつけなかったような気がする。

（ああ……最悪）

　チークのインパクトが強いが、それだけでなくアイメイクも濃すぎて目力が強すぎて怖い。こんなひどい顔を和泉たちに見られていた。そう思うと恥ずかしくてどうかなりそうだ。

（なにか言ってくれたらよかったのに）

　彼らとしては気を使って触れなかったのだろうが、それは失敗したと気づかれているからだ。

　奈月がほのかな憧れを抱いていたとき、彼は化粧に不慣れなあか抜けない女だと認識していたなんて。

「はあ……」

　がっかりして大きなため息が漏れた。

「そ、そんなに落ち込まなくても。初心者にはよくある失敗なんだし」

　深雪に励ましてもらったが、なかなか立ち直れそうになかった。

　それでも仕事はしっかりこなし午後八時に仕事を終えた。

　帰り支度をしている途中に深雪が声をかけてくる。

「友也さんたちと飲みにいくんだけど、奈月は厳しいかな？」

「あ……はい。ごめんなさい誘ってくれたのに」

　気まずさを覚え眉を下げる。

「いいって。奈月の家が厳しいのは知ってるから。また今度行こう、前もって誘うから」

「はい。ありがとうございます」

　楽しそうに出かけていく同僚のグループを見送ってから、奈月はひとりで駅に向かった。

（私も一緒に行きたかったな）

　職場のみんなと過ごすのはとても楽しい。ただ奈月には、仕事帰りその日の気分でふらっと出かけられない事情がある。

　仕事中は忘れていられる自分の家庭環境を思い出し、気持ちが沈んだ。

（……帰りたくない）

　奈月にとって家庭は温かな憩いの場ではなく、冷たくて気を抜けないところだった。

　常に気を使い、不快な思いをするのに備えて心に防御壁をつくっている。

　それは子どもの頃からの習性だ。そうしなければ生きてこられなかったから。

　地下鉄に乗り十五分。奈月の暮らす家は都内の高級住宅街と言われる地域にある。

　区画の中でも大きめな土地に建つ日本家屋。和倉の表札が掲げられた屋敷は奈月の祖父母が建てたものだ。

　奈月は十歳になる前に両親を事故で亡くして祖父母に引き取られ、以降この屋敷で暮らしている。

　この窮屈で憂鬱な場所で。

　引き取られた当初はまだよかった。両親を失った悲しみはなかなか癒えなかったけれど、祖父母が親身になって支えてくれていたから。

　けれど今は……。

　引き戸の扉を開く直前、気持ちがずしりと重くなる。吐き出すように深く息を吐いてから家に入り、誰も出迎えない広く寒々とした玄関で靴を脱いだ。

　そのまま一番北の端にある自分の部屋に向かう。意図的に隔離されたような位置の私室はシンとしていて、日中でも日あたりが悪いせいかどこか寂れた雰囲気が漂っていた。それでも奈月にとっては、この狭い部屋だけが家の中で唯一心を休ませられる場所だった。

　ずっと自室で過ごしていたいけれど、帰宅後は欠かせない義務があるため、仕方なく自室を出る。

　奈月の部屋から離れた屋敷の中心。二十畳ほどの居間は楽しそうな笑い声であふれていた。淹いれたてのコーヒーのいい香りが漂うそこには温かな家族の団らんの光景があった。

　しかし奈月が入室するとぴたりと笑い声が消え、代わりに冷え冷えとした空気が漂い始める。

「ただいま帰りました」

「……あら奈月さん、おかえりなさい」

　ブラウンの革張りソファにゆったりと座っていた女性が、興ざめしたような声音で答えた。

　続いて白髪交じりで痩せ形の男性と、奈月と同年代の女性が視線を向けてくる。

　この三人が今の奈月の家族。

　男性の名前は和倉豊ゆたか。奈月の叔父で、祖父から継いだ『和倉百貨店』の社長を務めている。常に不機嫌そうに眉をひそめており近寄りがたい印象があるが、奈月以外の家族の前でだけは笑みを見せる。

　その隣に座る奈月に声をかけてきた女性が和倉豊の妻の和倉忍しのぶ。四十をいくつか過ぎているはずだが、そうは見えないほど若々しい容姿を保っている。誰が見ても美人と言う整った顔立ちの華やかな女性だ。

　そしてふたりとは離れた一人掛けのソファに座るのが和倉愛あい理り。豊と忍の娘で奈月とは従妹の関係になる。

　年齢は奈月のひとつ年下の二十二歳。両親から溺でき愛あいされて育ったからかわがままな性格で、たびたび無理を言っては奈月を困らせる。

　今は学生だが新年度からは和倉百貨店で働く予定になっているそうだ。もちろんコネで入社後も優遇されるのは確実だろう。

　奈月が祖父母の家で暮らし始めてすぐに彼らも越してきて同居するようになり、今に至っている。

　しかし奈月と叔父夫婦の関係は初めからあまりいいものではなかった。

　彼らは奈月を目の上のたんこぶとでも思っているのか、祖父母の目がないところでは邪険に扱った。

　祖父母が亡くなってからはその傾向が顕著になった。家をリフォームした際奈月の部屋を屋敷の端に遠ざけたのだ。まだ学生だった奈月は不満でも口に出す勇気は持てず、誰かに相談するなどの行動も起こさなかった。

　日に日に悪くなっていく待遇をただ黙って受け入れ、口には出さないけれど、叔父家族と自分は他人なんだと思うようになっていった。

　彼らには期待してはいけない。できるだけ関わらないようにした方がいい。

　そういう心構えで距離を置き生活してきた。

　しかし彼らは奈月を邪険に扱いながらも、完全に放っておいてはくれず、毎晩リビングに顔を出し挨拶をするのを強要する。

　言いつけを守らなければ途端に不機嫌になり、結果面倒事が起きるのをこれまでの経験で知っているため、奈月は今のところは言いつけに従っている。

「変わったことは？」

　叔父が不機嫌そうな声を出した。

「ありません。いつも通りに仕事をして先ほど帰宅したところです」

　誰も奈月に座るように勧めない。『コーヒー飲む？』などと聞く者もいない。

　業務報告のようなこんな交流にいったいなんの意味があるのだろうと、初めは不可解だった。けれどある日、叔父家族が話しているのを偶然耳にした。

　彼らは奈月に幸せな自分たち家族の姿を見せつけたいと言っていた。祖父母が亡くなりひとりきりになった奈月が孤独を思い知るようにと。

　なぜそんな嫌がらせをするのかわからないが、初対面のときから嫌われていたのだから、奈月の態度に問題があるのではなく、ほかに理由があるのだろう。

　ただ今さらその理由を聞き出す気にはならない。叔父家族との関係改善はとっくにあきらめていた。

「明日も通常通りの勤務です。では失礼します、おやすみなさい」

　意味のない報告をひと通り終えたのでリビングを出ようとした。この後はキッチンで食事を用意して、自分の部屋に持ち帰り食べる。

　けれど今日に限って愛理が呼び止めてきた。

「待って！」

　愛理はよほど楽しいことがあったのかキラキラした目で奈月を見つめている。

「……どうしたの？」

　嫌な予感を覚え身構える奈月に、愛理はソファに沈めた身を乗り出すように告げた。

「冬休みは地中海に行くでしょう？　一週間ほどのんびりする予定だったけどそのときにセレブのメイソンと会えるんですって！」

（メイソンって誰だろう……セレブって言ってるし、海外の俳優さんなのかな？）

　よくわからないけれど、かなりの有名人と会うのだというのは理解できた。

　叔父家族は長期休暇に海外旅行をするのが定番だ。

　奈月は一度も誘われたことがない。しかし一週間彼らが不在にする間気楽に過ごせるので、奈月にとっても楽しみな家族行事だ。

「いいでしょう？　奈月も連れていってあげたいけど仕事があるもんね」

　愛理は残念そうな表情を浮かべる。本心なのかそれともただ自慢したいだけなのか判断しかねた。でもなんと答えればいいのかは長年の経験でわかっている。

「うん、残念だけど。地中海旅行、楽しんできてね」

　予想通り愛理は奈月の返事に満足したようでにこりと笑った。

「任せて。奈月の分まで楽しんでくるからね」

　奈月は相づちを打ってからキッチンに向かった。食欲は失せていたけれど、少しは食べないと明日の仕事に障りそうだ。

　残っているものをチェックして適当に料理をして自室に戻った。

（早くこの家から出ていきたい……）

　奈月にとって一番の願いは、冷たい家族から解放されて自由になること。

（アパートを借りて、好きなものに囲まれて暮らすの）

　自由に時間を使う。仕事帰りに急に誘われても、断らなくていい。好きなだけ夜更かしをして、時には昼までゆっくり眠ったり。気に入った器を少しずつ揃そろえて飾り自分だけの部屋を作る。そんな生活に憧れていた。

　バイト時代から少しずつ貯金は続けており、ある程度まとまった金額になってきているから引っ越し費用などはなんとかなる。

　ただ、叔父と叔母が世間体をひどく気にして奈月が家を出るのを許さない。

『和倉家の娘が狭いアパートでひとり暮らしをしているなんて、誰かに知られたらどうするの？』

　家の恥になるような行動は許さないと、叔母にきつく申し渡された。だけどひとり暮らしがなぜ恥になるのだろう。

　どんな家に住んでいようが真面目に生活していればなんの問題もないはずなのに。

　許可が出ないのなら黙って和倉家を出てしまえばいいのだろうが、奈月がいなくなった後、彼らが怒ってなにかするんじゃないかと不安がある。

　叔母はヒステリーを起こすだろうし、叔父は職場にまで来て迷惑をかけるかもしれない。

　そう考えると、いまだに勇気を持てないでいた。




　地中海クルーズに旅立つ叔父家族を見送った奈月は、今年もひとりきりで新年を迎えた。

　祖父母と過ごした正月を思い出すと寂しくなるけれど、叔父家族と過ごすよりは気楽で快適な時間だった。

　ひとりで初詣に行ったり、普段は作らない凝った料理に挑戦したり、わりと充実した休日を過ごし、三日からは広川堂での勤務が始まった。

「明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いします」

　広川堂の従業員同士で恒例の新年の挨拶を交わしてから、接客に入った。

　世間はまだ冬休み。初詣帰りなのか、カジュアルな服装の人の姿が目立つ。

　店頭には深雪とアルバイトのスタッフが出ているので、奈月は奥のギャラリーで翌週から展示する器の確認をしていた。

　今回の展示品は先日広川が足を運んだ工房の作家の作品だ。

　初めての作家のもので、素朴なフォルムが奈月の好みだった。自分用にもひとつ欲しいななどと考えていたら背後から呼びかけられた。

「奈月さん」

　低くなめらかな男性の声にドキリとする。

（この声は……もしかして）

　ひとりの人物を脳裏に浮かべながら振り返る。

「司波さま」

　予想していた相手なのに、心臓がどきどきと鼓動を打つ。

　彼とはひと月と少しぶりの再会だ。今日の和泉は先日のようなスーツ姿ではなく私服姿。髪は自然に流しており額が見える。

　先日よりも若い印象だが、見惚れるようなかっこよさは変わらない。

　あの日彼に感じたときめきが瞬く間に蘇り、咄とっ嗟さに言葉が出ずに慌てる奈月に、彼はくすりと笑った。

「久しぶり。そんなに驚かれるとは思わなかった」

「あ……申し訳ありません。司波さまがいらっしゃるとは知らなかったものですから」

　朝、従業員でミーティングをしたが、広川社長はなにも言っていなかった。

「ああ、広川さんに連絡していないからね。プライベートで近くに用があったから立ち寄ったんだ」

「そうなんですね」

　ほかのお客さまと同様、初詣の帰りだろうか。

　同行者はいないのかと彼のうしろに目を向ける。さりげない動きのつもりだったが、すぐに和泉に気づかれた。

「どうかした？」

「いえ、誰かご一緒なのではと思いまして」

「今日はひとりだよ」

　和泉はやわらかく微笑んだ。あまりに優しい表情に奈月の胸は落ち着かなくなる。

（綺麗な笑顔……）

　ドキドキしてこれ以上は直視できない。

（お客さまにときめいてどうするの？）

　少し、いやかなりかっこいい男性が来ただけで浮つくなんてプロ失格だ。

　冷静に冷静にと自分に言い聞かせてから、和泉に問いかける。

「本日はどのようなものをお探しですか？　よろしかったら何点かお持ちしますが」

　ようやく普段の調子を出せたと思う。姿勢もしっかり伸びている。以前失敗した化粧も今日は問題ないはず。

　和泉の返事を待っていると、彼は口を開く代わりに奈月との距離を詰めてきた。

「え？　あの……」

　戸惑う奈月に彼は声を潜めて言う。

「また奈月さんと食事をしたいと思って。休憩は何時から？」

　奈月はますます動揺した。

（どうして私を食事に誘うの？）

　目の前の男性は名門・司波家の御曹司。

　わざわざ奈月を誘わなくても、彼と食事をともにしたい相手は列をなしていそうだ。

（あ……もしかして器の話をしたいのかな？）

　以前食事をした際、彼は熱心に奈月の話を聞いてくれた。

（そうだよね。私を誘うというより、広川堂の従業員に声をかけてるんだ）

　個人的に誘われたと思い込むなんて、あまりに図々しい。

　自意識過剰な考えを恥ずかしく思う一方、気持ちがしゅるしゅると萎んでいくような残念さを覚えた。

「……申し訳ありません。今日はもう休憩を取った後なんです」

「えっ、もう？」

　和泉は驚きの表情を浮かべた後、時計に視線を向ける。

　時刻は正午。広川堂は午前十時の開店だし、前回は休憩に入っていなかった時間なのでまさかもう休憩済みだとは思わなかったのだろう。

　実際はそれほど珍しいわけじゃない。開店は十時でも従業員は八時三十分に出勤しているし、客足の状況やパートのシフトの都合で変動するから。

「はい。せっかくお誘いいただいたのに、申し訳ありません」

　頭を下げて謝罪する奈月を、和泉は慌てて止めた。

「謝らないでくれ、突然来た俺が悪いんだから」

「ですが……」

「少しがっかりしただけなんだ。奈月さんと話すのを楽しみにしていたから」

　彼が奈月の目を真っすぐ見つめながらいうものだから、落ち着きかけていた心がまた騒めき始めた。

（どうしていちいち舞い上がってしまうの？　楽しみにしていたって言うのは社交辞令なのに）

　真に受けて過剰に反応するのは、きっと経験の少なさからだ。

「あの、器のお話ですよね？　司波さまがよろしければ、今、させていただきますが」

　これは仕事なのだ。そう自分自身に言い聞かせるためにも提案してみた。

　しかし和泉は首を横に振った。

「いや、せっかくだけど今日は帰るよ」

「……そうですか」

　迷う様子もなく断られ、奈月は肩を落とした。

（私……がっかりしてる）

　胸が高鳴りまともな会話ができなくて。気恥ずかしさで居たたまれない一方、彼ともっと話したいと思っている。なんとも矛盾した感情。

　落胆している奈月に、和泉はさらに声を潜め、まるでささやくように告げる。

「でも次の約束をさせてもらえるか？　奈月さんの都合のよい時間を知りたい」

「え……約束……」

「ああ。そうだな、明後日はどう？　何時なら空いてる？」

　彼の距離が近いのもささやき声なのも、ほかの客が来たときのことを考えているからだろう。そうわかっているのに冷静さを保てない。

「明後日は……午後一時過ぎからなら大丈夫かと」

　シフトを思い浮かべなんとか答えると、和泉はとてもうれしそうに微笑んだ。

「わかった。その頃に来るから」

　彼はそう言い残し、踵きびすを返しギャラリーを出ていく。

　すらりとした長身、ぴんと伸びた背筋の凛りんとしたうしろ姿を見送った奈月は、緊張から解放されたように大きく息を吐いた。

　和泉はなぜ奈月を昼食に誘ったのだろう。器の説明を聞くのなら実物を目にできる店内の方がいいのに、彼は外に誘い出したそうな気配だった。休憩時間というものにもこだわっているようにも見えた。

　そんな態度を取られたらさすがにほかに用事があると察しがつく。しかし目的はわからない。

（司波さまはどういうつもりなのかな）




　彼と奈月が会うのはこれで二回目で、店員と上客としての関係すらほとんど築けていない。仕事の話があるのなら、ただの従業員の奈月よりも広川社長に話を持ちかけた方がいいはず。かといって個人的な話となるとますますわからなくなる。

　彼が奈月のような平凡な人間に関心を持つのだろうか。驚くくらい気が合い初対面から会話が弾む、なんてわけでもなかったし。

　延々と考えたけれど、結局見当がつかなかった。

　だけど和泉の笑顔と声は奈月の記憶に鮮明に焼きつき、二日後彼と再会するまで、彼のことばかり考えていた。

「奈月さんは食べられないものはないと言ってたね？」

　和泉は約束通りの時間に迎えにきて、奈月を連れ出した。

「はい、好き嫌いはありません」

「よかった。車で十分ほどのところにあるフレンチの店を予約しているんだ」

「車で？」

「ああ、向こうに待たせてある」

　彼に促され一時停車していた黒塗りの車に乗り込んだ。

　外観も内装も高級で、車に詳しくない奈月には車種まではわからないがかなり高価なものなのだろうとうかがえる。

　運転席には和泉と同年代の男性が座っていた。落ち着いたダークカラーのスーツ姿だが彫りの深い顔立ちのためか、華やかな印象を受けた。

「奈月さん、彼は俺の友人の五い十が嵐らし晋しん也や。司波商事の社員でもある」

「五十嵐です。今後顔を合わせる機会が増えると思います。よろしくお願いします」

（友人で同僚？）

　彼は仕事とプライベート、どちらの立場でここにいるのだろうと考えながら挨拶を返す。

「和倉奈月です。こちらこそよろしくお願いします」

　ひと通り挨拶を終えると晋也は車を発進させた。これから和泉の言っていたフレンチレストランへ行くのだろう。

（五十嵐さんも一緒に食事をするのかな）

　友人と紹介されたからその可能性を考えたけれど、彼は外で待機しているらしい。

　奈月と和泉は店内の奥に位置する個室に案内された。テーブルを挟み向かい合って着席する。

　オーダーは和泉に一任した。彼がスタッフと会話をしている間、奈月は所在ない気持ちに陥っていた。ここにきてまた例の疑問が浮かんできたから。

（どうして私を誘ったの？）

　オーダーを終えた和泉が奈月に目を向けた。しっかりと視線が重なった瞬間、ドキリと胸が高鳴り思わず逸らしてしまった。

（こんな態度じゃ感じが悪いと思われそう）

　内心ひどく慌てているのに、フォローする言葉が出てこない。

（ああ、どうして私って……でも司波さまが素敵すぎるのが悪いと思う）

　そんな人にかまわれては、平然としていられない。

（だって勘違いしちゃうような、思わせぶりな態度なんだもの）

　広川堂に迎えにきたときから和泉の眼差しは優しく、奈月に好意を持っていると誤解してもおかしくないものだから。

（でも……そんなわけないよね）

　彼の周りには美しく優秀な女性が大勢いるに違いない。それに初対面のときのひどい顔。

（むしろ避けられてもおかしくない。変に期待しても虚しくなるだけ）

　悶もん々もんとひとり悩んでいる中、和泉がくすりと笑った気配を感じた。恐る恐る顔を上げると、やはり彼は奈月を見て笑っていた。

「あ、あの？」

「ああごめん。奈月さんがあまりに表情豊かだからつい」

　顔からぼっと火が出そうになった。そこまで顔に出ていたなんて。

「す、すみません。私こんな高級なお店初めてだから緊張していて」

　素敵なあなたと同席しているから緊張するとは言えなかった。

　和泉はおや？とでも言うようにやや首をかしげた。

「初めてではないだろう？　和倉家の令嬢なんだから」

「……え？」

　さっと熱が引いた気がした。それほど和泉の言葉が思いがけないものだったのだ。

「……司波さまは私の家をご存知なのですか？」

　そういえば初対面で挨拶をしたとき、和倉の名前に反応していた。その後社長に聞けば奈月の身元はわかるだろう。

（もしかして、私を誘うのは和倉家が関係しているの？）

　高揚していた気分を吹き飛ばすほどの不安が襲ってきた。

　そんな奈月の事情を知らない和泉はごく自然に答える。

「もちろん。和倉百貨店は有名だからね。司波家と和倉家は祖父の代から交流もしているんだけど、奈月さんは知らなかった？」

「はい……あの、今日誘ってくださったのは私が和倉家の者だからですか？」

「え？」

　和泉が怪け訝げんそうにする。

「司波さまは広川堂の扱う器を気に入ってくださっていると思っていたんです。私に声をかけてくださったのもそれでかと。でもお店は関係なく家の話でしたら私は……」

　失礼したいですと言おうとする奈月に、和泉は焦ったように口を開く。

「待って、そうじゃない、落ち着いて」

「私は落ち着いています」

「いや、和倉家の話をしてから急に顔色が変わったし、焦っているように見える。気に障る発言をしてしまったか？」

「いえ、そうではないんです。ただ……家の話はあまりしたくなくて……広川堂でも一部の人にしか事情を言っていないんです」

「ああ。職場で秘密にしている事情はわかるよ。広川堂は和倉百貨店に出店しているからね。和倉家の令嬢が働いているとなったら周りが気を使う。それは避けたいんだろう？」

「はい」

　和泉の言うことは間違っていない。社長や深雪にはそのような事情で口外しないでと言ってあるのだから。

　ただ自分の惨めな生活を知られたくなくて、家庭環境だけは誰にも言っていない。

　広川堂の人たちも和泉も、奈月が自由を制限されて孤独に暮らしているなんて思いもしないだろう。

「気遣いのない発言をして悪かった。個室だからと油断していた」

「いえ……私こそすみません。驚いて過剰に反応しました」

　和泉は目を細めて微笑んだ。

「気にしないで。それから誤解を解かせてほしい」

「誤解、ですか？」

「そう。奈月さんを誘ったのは和倉家とは関係ないんだ。共通の話題になればいいとは思ったけどね」

「では広川堂の商品の件ですか？」

「それも違う」

　奈月は目を瞬いた。

「あの、ではどうして……」

「理由をつけてデートに誘いたかった。でも君にとって俺は初対面のようなものだろう？　仕事抜きで付き合ってほしいと言っても断られるかと思ったんだ」

「……え、デート？」

　和泉の発言に、奈月はあぜんとして彼の言葉をオウム返しにつぶやいた。

（もしかしてって思ったのは勘違いじゃなかったの？）

「そう、デート。なにか用があるんじゃなくて、ただ奈月さんと過ごしたかった」

「ど、どうして？」

　奈月と過ごして彼が楽しくなるとは思えない。

　困惑する奈月を見て和泉は困ったように眉を下げた。精せい悍かんな彼がそんな表情をするのは意外だった。

　和泉はまるで緊張を紛らわすかのように小さく息を吐く。それから奈月を真っすぐ見つめた。

「俺は奈月さんが好きなんだ。初めて見たときから君のことが頭から離れない。ひと目惚れになるんだと思う」

「ひと目惚れって、私にですか？」

　思わず高い声が出た。こんな洗練された男性が平凡な自分にひと目惚れをするなんて信じられない。

「初めてお会いしたのは先月ウイリアムさまといらっしゃったときですよね？　あの日の私は、好意を持ってもらえるような姿をしていませんでした」

　忘れもしない、ひどい厚塗りメイク。彼と別れた後に鏡を見た瞬間のショックを今でもまだ覚えている。

「頬だって子どもみたいにピンクになってたし……」

　ついそうこぼすと、和泉はしっかり覚えていたたようで「ああ、あのメイク」と思い出し笑いをし始めた。

「わ、笑わないでください」

「ごめん。でもばかにしているわけじゃないよ、かわいかったなと思い出したんだ」

「嘘！　あんなのかわいいわけないのに」

　顔を赤くして反論する奈月を見て和泉は機嫌よさそうに目を細めた。

「俺にはどんな君だってかわいく見えるんだよ。それに、初めて会ったのはあの日じゃないんだ」

「え？　そんなはずは……」

「初めて見たのは二年くらい前だったかな。君は客から難しい質問をされたようで、困っているように見えた」

　二年前はまだ大学生で広川堂の仕事もバイトだった頃だ。

　今ほどの知識はなく、ツッコんだ質問をされると答えられなくて深雪に助けを求めていた。そんなところを彼に見られていたというのだろうか。

「でも、それで好きになるのは変じゃないですか？　むしろ頼りなく感じてマイナスイメージだと思うんですけど」

「困りながらも一生懸命対応しているところに好感を持った。広川堂を訪れたときは奈月さんの姿を探すようになっていた。毎回会えるわけじゃなかったけどね」

「バイトの頃はシフト勤務でしたから。でも司波さまが何度も来店されていたのは知りませんでした」

　少し驚きながら奈月は答える。まさか自分が誰かに注目されていたなんて。

「ときどき父に付き合って来ていただけだからね。広川社長が対応してくれていたし、奈月さんと直接関わる機会はなかった。君は仕事中で俺の視線に全然気づかなかった。熱心に働いているところを邪魔はしたくなかったから、声をかけなかったんだ」

　和泉はいったん言葉を切り、なにかを思い出すように目を細めた。

「だけど去年の春先に奈月さんが広川堂近くの桜並木のそばで休憩してるところを偶然見かけた。美しい花を眺めて幸せそうに微笑んでいたな。優しそうな君の表情から目が離せなかったよ。それで自覚した。俺は君をすごく好きなんだって。もともと好ましく感じていたけど、完全に落ちた瞬間だった」

「落ちた……そんな……」

「本当だよ。その後に仕事で海外に長期滞在していたんだけど、離れていても君を忘れた日はなかったんだから」

　男性に面と向かって好意を伝えられるなんて初めてだ。恥ずかしさのあまりどうすればいいのかわからなくなる。

　落ち着きなく視線を彷徨さまよわせる奈月に、和泉はもう一度はっきりと告げた。

「俺は君が好きだよ」

　迷いない彼の言葉に、奈月の心臓はドクドクと鼓動を打つ。

「で、でも司波さまは私の人柄とかそういったところはほとんど知らないですよね。まともにお話しするのはこれで二度目ですし」

　彼がどうして奈月を気に入ったのか具体的に聞いた今でもピンとこない。接点が少ない相手に恋をするなんてあるのだろうか。

　奈月の指摘に和泉が怯ひるんだ様子は見られない。

「そうだね。でも俺は奈月さんを好きになった。君の表情や仕草、声、話し方、なにもかもが好ましい。こうして向かい合っている今も強く惹ひかれている。理由は自分でも解明できていないが、そもそも恋愛は頭で考えるのではなくもっと感覚的なものじゃないのか？」

「感覚……そうなのかもしれません……」

　はっきりしない奈月の返事に、和泉は眉を上げた。

「奈月さんは理性で相手を選ぶタイプ？」

「いえ。そうじゃないとは思うんですけど、私恋愛経験がほとんどないから断言はできなくて」

「そう。奈月さんは俺をどう思ってる？　第一印象は？」

　心なしか和泉の機嫌がよくなったように感じた。

「第一印象は……驚きました」

「なぜ？」

　予想外の答えだったようで、和泉が目を丸くする。

「あの、実は私、司波さまのお名前を聞いて女性だと思い込んでいたんです。だからゴージャスで仕事のできる女性がいらっしゃるんだと想像していて。それなのに司波さまが現われたから驚きました」

「俺が……女？」

　ポカンと口を開けた和泉は、直後、はあとうなだれた。

「そうか。奈月さんは俺という存在すら認識していなかったんだな」

「……すみません。司波さまが大切なお客さまだというのはもちろんわかっていたんですけど」

「いや、謝る必要はない。正直に言ってくれてよかった」

　和泉は気を取り直すように姿勢を正した。

「それで男だってわかった後は？」

「あの、素敵な方だと思いました。緊張してうまく話せなくて戸惑いました」

「よかった、意識してくれたんだ」

　奈月は気恥ずかしさでいっぱいになりながらうなずく。

　それは間違いない。別れた後も何度も彼を思い出したし、ほんのりとした憧れの感情も持っていた。

　ただ住む世界が違う人だと思ってあえて期待はしないようにしていたけれど。

　それにしてもなぜ告白のような流れになっているのだろう。和泉のペースに乗せられてつい本音を話しているなんて。

（なぜか正直に話してしまう。恥ずかしいのに……）

　和泉の眼差しが奈月をおかしくさせるのだ。恋愛経験がなくてもわかる好意。情熱。話せば話すほど、それは強くなっている気がする。

　彼は奈月を見つめたまま口を開く。

「今はどう？」

「正直言って混乱しています。だって司波さまのような人が私を好きだなんて、いまだに信じられません」

「俺は本気だよ。言葉で信じられないのなら行動で示していく。振り向いてもらえるまであきらめないよ」

　熱のこもった眼差しを向けられ、奈月の頬はおそらく真っ赤になっている。

　しっかり考えないといけないのに、頭の芯から茹ゆだったように思考が働かない。

　なにも言えないでいるうちに、和泉が選んだコース料理が運ばれてきた。

（胸がいっぱいで空腹感なんて消えちゃった）

　目の前の上品で洗練された物腰の男性が、奈月をずっと想っていたなんて。熱烈な告白をしてくれたなんて。

（行動で示していくって言ってたから、これからも会う機会があるんだよね？）

　彼が広川堂に来てくれるのだろうか。

（私、どんな態度を取ればいいの？）

　胸の高鳴りが治まらないし、目が合えば泣きたいくらい恥ずかしい。

　頭の中が彼でいっぱいになっている。

　そんなふうに混乱する奈月に和泉は紳士的に接し、食事後は広川堂まで送り届けた。

「また来るよ」

　少しかすれたような低い声が耳をくすぐる。

　待っています。そう答えそうになり、奈月は慌てて口を閉ざし頭を下げて和泉を見送った。










決断




　その後、和泉は予告通り積極的に奈月に関わるようになっていた。

　客として広川堂を訪れるだけでなく、プライベートの食事に何度も誘ってくる。

　それはランチからディナーへと変化し、いつの間にかお酒の席にまで発展した。

　といっても奈月の家庭の事情から長居はできず、短い時間に限られていたけれど。

　和泉は成人しているとは思えないほどに厳しい奈月の門限について理解があった。帰宅時間を伝えれば必ず間に合うように送ってくれる。

　そうやって和泉と過ごす時間は短いながらも、奈月にとって初めてと言えるほどの楽しいひとときだった。

　心の距離がだんだん近づき、自然に〝司波さま〟から〝和泉さん〟と呼び方が変わった。初めは戸惑いながら受けていた誘いを、気づけば待ち望むようになっていた。

　憧れている相手に積極的に迫られ、大切にしてもらっている。

　恋心を自覚するのは時間の問題で、満開の桜の下、勇気を出して彼に素直な気持ちを伝えた。

「私、和泉さんを好きになりました」

　彼は驚いたけれど、すぐに満面の笑顔に変わり奈月を抱きしめた。

　そのとき初めてキスを交わした。そっと唇が重なる優しい触れ合い。

　それからは会うたびに彼に抱き寄せられ、キスを交わした。

　いつしか和泉の情熱が伝わってくるような激しいものへと変化していき、彼から与えられる甘く深い陶酔感に奈月は夢中になった。

　そして、叔父家族が夏の海外旅行に出た週に一泊旅行に出かけ、その夜に初めて体を重ねた。

　和泉はそういった行為が初めての奈月をそれはそれは大切に抱き、触れ合う喜びを教えてくれた。

　深い関係に進むごとに彼への気持ちが増していく。

　もうひとときも離れていたくない。いつだって彼を感じていたい。それは和泉も同じ気持ちのようで、だんだんと別れのときに名残惜しそうな態度をするようになっていった。




　時は流れ、ふたりで過ごす二度目の夏。

　旅行先で七夕祭りを楽しみホテルに帰る途中、満天の美しい星の下で和泉は奈月にプロポーズをした。

「奈月、俺と結婚してほしい」

　和泉は優しく穏やかな目で奈月を見下ろし答えを待っていた。

　もちろん答えはイエスだ。けれど「はい」と口にした瞬間、涙がポロリとこぼれ止まらなくなってしまった。

　もっと喜びと感謝を伝えたかったのに。

「うっ……」

　感極まり泣く奈月を和泉は優しく抱き寄せ、涙を拭う。

「ありがとう。必ず幸せにする」

「わ、私も……」

　あなたを幸せにしたい。うまく声にできなくても彼はわかってくれたようで、想いがこもったキスが降りてくる。

　触れ合う体は温かく、お互いの鼓動が混じり、怖いほどの一体感があった。

　どうやってホテルの部屋に戻ったのかあまり覚えていない。

　気づけば広いベッドで彼と抱き合っていた。

　和泉は奈月をベッドに組み敷き、性急に唇を重ね体に触れてきた。

　いつもは恥ずかしがり和泉の愛あい撫ぶに身を任せたままでいる奈月も、今夜は自ら彼に触れずにはいられなかった。

　大きな背中に腕を伸ばし、決して離れないとでも言うようにすがりつく。

　その行動が和泉の勢いに火をつけたのか、苦しいほど強く抱きしめられた。

「どうしようもないくらい愛してる」

　低く、それでいて甘い声が耳をくすぐる。

「和泉……私も同じ気持ちだよ、大好き」

　ぎゅっと抱きしめ返しながら告げると、和泉が「うれしいよ」とかすれた声で言い、奈月の耳にキスをしたものだから、思わずびくりと震えた。それでも和泉は止まらず耳から首筋、それから胸もとに唇を這はわせ、時折きつく吸い上げる。

「あ、ああ……」

　ぞくぞくとする震えが体の奥から湧き上がり、力が抜けていく。和泉のキスが胸から下に下りていくのに気づいた奈月は、彼の逞たくましい肩に手を添え声をあげた。

「ま、待って和泉、私……」

「どうした？」

　和泉が奈月の肌から顔を上げる。その動作は気だるげでそのぶん色っぽく、奈月は小さく息をのんだ。体の奥が切なくなる。

「あの……さっき言えなかったから。私も和泉を幸せにするから。だからずっと一緒にいたい」

　和泉は目を見開き、それからとろけるほどに幸せそうな笑みを浮かべた。

「ありがとう……本当にうれしいよ。ふたりで幸せになろう。家族になって、いつか子どもが生まれて、年をとってもずっと一緒だ」

「……うん」

　幸せで涙をこらえられない。こぼれる雫しずくを和泉がキスで拭ってくれる。

「家族になろう」

　家族……。今までの奈月にとって縁遠かった絆きずなだ。

「うれしい……和泉と家族になれるなんて」

「ああ……でも俺は恋人でもありたいから」

　和泉はそう告げると、奈月の唇をキスで塞ぐ。

　肌を重ねる恋人同士なのだと奈月に刻みつけるように、深く濃厚で奈月は体を震わせながらそれに応えた。

「あっ……和泉……」

　奈月の中に入った和泉は、じれったくなるほどゆっくりと動き奈月の反応をうかがっている。

　もう触れていないところはないと言えるほど執しつ拗ように唇を這わせ、奈月の体を熱くさせた。

　蓄積していく感覚に、奈月はたまらなくなり和泉の体にすがりついた。

「ああ！　和泉、私もう……」

　この濃密で息もできないようなもどかしさから解放してほしいと声をあげれば、彼は答えるように律動を速める。

「愛してる、これからもずっと俺には奈月だけだ」

「やっ……ああっ」

　和泉の情熱に翻弄されて気が遠くなりそうだった。

　だけどもっと抱いてほしいとも思う。彼と抱き合っている今この瞬間の幸福が永遠に続けばいい。

（私、もうなにもいらない……）

　こうして彼とつながっていられるなら。

　その夜、ふたりは夜が更けるまで甘く激しい時を過ごした。




　和泉からプロポーズをされてから一週間。怖いほどの幸福感に奈月は舞い上がっていた。毎日が楽しくて、仕事も順調。

　閉店後の従業員用控室で着替えをしていると、深雪に話しかけられた。

「奈月の今日の売上すごかったね」

　ベテランの深雪が褒めるほど、最近の奈月の成績は上がっていた。

「はい。常連の志し藤どうさんがいらっしゃったんですけど、今日は今まで価格が折り合わずに購入を悩まれていた染付の大皿を買っていただいて」

　染付の大皿は有名作家の一点もので、広川堂の商品の中でもかなり高額な部類だ。

「あーあれは簡単には手が出ないよね。ニコニコしている奈月を見てたら気分が上がって勢いがついたのかな」

　深雪はそう言い、いたずらっぽくにやりと笑った。

「幸せって滲にじみ出るものなのねー」

「え、そんなことは……」

「隠してもだめ。和泉さんにプロポーズされたんでしょう？　最近お店を出る前に指輪をするの知ってるのよ。エンゲージリングなんでしょう？」

「うっ……」

　仕事中も家でもつけられず、せめてそのほかの時間は身につけていたいから仕事が終わるとすぐにはめていたけど、バレていたとは。

　深雪をはじめとした広川堂の仲間には和泉との交際を話してあった。頻繁に迎えにくる和泉に皆が気づかないわけがなく、隠すわけにはいかなかったからだ。

　信頼できる同僚たちだから安心して話せたのもある。皆驚いていたけれど、応援してくれていた。

「それで、結婚式はいつの予定？」

「式ですか？」

「そう。司波家に入るんだから式を省略なんてわけにはいかないでしょう？　奈月の家との関係だってあるだろうし」

　現実的な深雪の言葉に、奈月の心はずしりと重くなった。

（そう……なんだよね）

　和泉のプロポーズは飛び上がるほどうれしかったけれど、結婚に進むためには叔父夫婦に彼との交際を打ち明けなくてはならない。

　彼らは毎年恒例の海外旅行から一昨日おととい帰国した。生活リズムも落ち着いてきたようなのでそろそろ言わなくては。

　そうはわかっていても憂鬱だった。どんな反応をされるのか予想すると、よくない結果しか浮かばないからだ。

　憂鬱さが表情に出ていたのか、深雪が励ますように肩を叩たたく。

「もしかして家族に話してないの？」

「はい……言いづらいのもあって」

「そっか。でもなるべく早めに話しなよ。先延ばしにしてもいいことなんてないんだからね」

「そうですよね」

　和泉も、できるだけ早く段取りを済ませて奈月の叔父に挨拶と説明をしたいと言っていた。挨拶後は式を待たず一緒に住もうとも。そのためにふたりで暮らすマンションを探してくれるそうだ。彼は確実に動いている。

（怖いけど、私も逃げないで勇気を出して話さなくちゃ）

　今日、彼らが在宅していたら打ち明けよう。嫌な顔をされるだろうし、嫌みを言われる可能性が高いが気にしないようにする。

　そう決心して帰宅した奈月は、普段通り叔父夫婦の集まるリビングに向かった。

　長期旅行でリフレッシュしたからか、叔父一家の機嫌はかなりいい。

　奈月に対してのあたりも比較的やわらかかった。

（これなら大丈夫かも）

　少しほっとしながら、「話があります」と和泉との結婚を打ち明けた。

　その瞬間、和気あいあいとしていた空気は凍りつき、突き刺さるような視線が奈月に注がれた。

　初めに声を荒らげたのは叔母だった。

「結婚って、あなた、司波和泉さんと付き合っていたの？」

　あきらかに怒りがこもった声音だった。

　交際を黙っていたのがそれほど不快なのだろうか。怪訝に思いながら返事をする。

「はい」

「いつから？」

「……一年以上前からです」

「聞いてないわ！」

　叔母がヒステリックに叫んだので、奈月はびくりと肩を震わせた。

「お前、司波家がどのような家かわかっているのか？」

　叔父の声は忍とは違い不気味な静かさがあった。

「司波商事の創業一族です」

「そうだ。彼は司波家の跡取りだ。お前が結婚できる相手ではない」

　底冷えするような冷ややかな目で睨にらまれ、背筋が冷たくなるのを感じた。

（どうしてこんなに怒るの？）

　愛理よりも先に結婚することについて嫌みを言われるのは覚悟していた。奈月が幸せになるのを不満に思うだろうとも。だけど叔父叔母揃ってこれほどの怒りをぶつけてくるとは。

（私の結婚が不満というより、相手が和泉だから？）

　奈月が名門の資産家に嫁ぐのが気に入らないのだろうか。

（でもそれだけでこんなに怒る？）

　長年の冷遇によって、奈月は叔父夫婦に反抗しないようになっていた。

　嫌みを言われても黙ってやり過ごすのが、結果的に一番被害が少ないのを経験で知っているからだ。

　だけど今はだんまりを続けても解放されないような気がした。

　叔父夫婦の怒りが普段とは別のものに感じられるのだ。

（どうしよう……和泉が挨拶に来るから時間をつくってほしいなんて、とても言い出せない）

　黙ったままの奈月に、叔父がうんざりした表情で手をヒラヒラ振った。

　まるで害虫を追い払うような仕草。それは当然奈月に向けたものだ。

「顔を見たくない。出ていけ」

　あまりに理不尽だと思った。怒りの理由を言わないまま追い払うなんて。

　けれどその感情を口にする勇気は出ず、奈月はリビングを出て自室に向かった。

　沈んだ気持ちでノロノロ歩いていると、荒々しい足音とともに声が聞こえてくる。

「奈月、待ちなさいよ！」

　不遜な声かけは確認するまでもなく、愛理だとわかる。

　彼女と話す気分ではなかったが仕方なく足を止めて振り返る。愛理は叔父夫婦同様に、怒りにあふれた目で奈月を睨んでいた。

（愛理まで……）

　愛理は勢いよく距離を詰めてきた。

「なんであんたが和泉さんと付き合ってるの？　どうやってすり寄ったのよ！」

「すり寄ったって……私はそんなことは」

「どうせ卑ひ怯きょうな手を使ったんでしょ？　和倉の名前を出したとか？　そうじゃなかったら和泉さんが奈月みたいな冴さえない女と付き合うわけがないじゃない？」

　愛理は腕を組み、忌々しそうに眉根を寄せる。

「ねえ知ってる？　和泉さんはね、私と婚約の話が進んでいるのよ！」

「え？」

　奈月は目を見開いた。

（嘘、そんな話和泉は言ってなかった）

「どうして驚いてるの？　少し考えればわかるでしょ？　あの司波家の御曹司に婚約者がいないはずがないじゃない！」

「で、でも、和泉はそんな話は……」

　思わず漏れた声に、愛理がかっと激高した。

「図々しく呼び捨てにしてるわけ？　信じられない、親子揃ってあまりに厚かましい！」

「親子？」

　奈月の両親のことだろうが、なぜこの話の流れで出てくるのか。それに厚かましいとはどういう意味かわからない。

　困惑する奈月に、愛理はぐっと威嚇するように顔を突き出してきた。

「奈月と和泉さんの結婚なんて許さない！　絶対に認めないから！」

　愛理は過激に宣言すると踵を返し、荒い足音を立てながら去っていく。彼女のうしろ姿からは怒りがあふれ出て、この家中に充満していくような気がした。




　翌日はいつも通り出勤し仕事をしたものの、昨夜の叔父一家の態度が気になり気分は塞いだままだった。

　なんとか表に出さないように一日の勤務を終えて帰宅し、誰にも会わないように急ぎ自室に入った。

　着替えをしながら重いため息をつく。叔父たちと顔を合わせたくない。昨日のように責められるのは間違いないだろうから。だけど関わりを絶てばさらにひどい状況になるとわかっている。

（行くしかない）

　嫌な予感でいっぱいだけれど、気力を振り絞って自室を出ようとしたそのときに突然扉が開き、奈月は驚き体をこわばらせた。

　ノックもなしにドアを開けたのは叔父だった。

「……叔父さま？」

　一瞬にして警戒心が込み上げる。叔父のいつもと違う行動だけでも不安なのに、彼のこわばった表情を見てさらに事態の深刻さを感じた。

「あの、なにかあったのですか？」

　奈月に対して怒っているのはわかっているが、わざわざここまでやって来る理由に心あたりがない。それもたったひとりで。

「話がある」

　叔父はそう言い、奈月の許可を得ずに部屋に押し入ってきた。

　初めて来たから物珍しいのかもしれない。ぐるりと部屋を見回した叔父は、その後奈月のベッドにドスンと乱暴に腰掛ける。

　奈月は込み上げる不快感に顔をしかめた。

　ほかに座るところがなかったのだろうが、生理的に受け入れられない。

「叔父さま、どのようなお話でしょうか？」

　一刻も早く出ていってほしい。そんな気持ちが現われたのか早口になった。

「司波和泉との結婚をあきらめろ」

　叔父の方も世間話をする気はないようで、前置きなく返ってきた。

　奈月はぐっと唇を噛かみしめる。

　昨夜も強く反対されたけれど、今日ははっきり『あきらめろ』と言われた。

　どうあっても奈月と和泉の結婚を妨害する気なのだ。

「それは……司波家には愛理を嫁がせるつもりだからですか？」

　叔父は意外そうに片眉を上げた。

「知っていたのか？」

「知りませんでしたけど、昨夜愛理から聞きました」

　口が軽い娘に対する苛いら立ちを覚えたのか、叔父が小さな舌打ちをする。

「でも和泉さんはそんな話があるとは言っていませんでした」

「婚約は家と家で結ぶものだ。私は司波家の当主と話をしている」

　叔父はばかにしたような目つきを奈月に向ける。

（司波家の当主って、和泉のお父さまよね）

　広川堂を訪れたところを何度か見かけた。厳格な雰囲気で少し怖い印象だった。親子だけれど和泉とは顔も雰囲気も似ていない。

「まだ具体的な話はまとまっていないが、いい方向へ向かっているところだった。それをお前は横から入り込み、いたずらにかき回している」

「いたずらにだなんて、違います。私たちはその縁談が持ち上がるより前から……」

「黙れ！　もし先に付き合っていたのだとしても和倉家にとって害だというのがわからないのか？」

　忌々しそうに吐き捨てられて胸が苦しくなり、奈月はそっと目を伏せた。

（私たちの関係が害だなんて……）

　本当に真剣に彼を想っている。彼の立場を理解しているし、自分ではつり合いが取れないとわかっているけれど、それでも一緒に生きていきたいと思ったのに。

（和泉が好き……罵倒されたってあきらめられない）

　ぐっと手を握りしめ、奈月は叔父に向き直った。

「叔父さま。私は和泉さんとの結婚をあきらめるつもりはありません」

　奈月が反抗したのが許せなかったのか、叔父の顔が怒りで赤くなった。

「これまで育ててもらった恩を忘れて逆らうつもりか？」

「違います……でもこれだけは譲れないんです。ほかにはなにも望みませんから」

　両親が亡くなったとき、保険金とある程度まとまった金額の相続があった。

　未成年だったため祖父母が財産管理人になり、祖父母が亡くなった後は叔父がその役割を引き継いでいる。

　手て続つづきの際は不正がないように第三者が入っており、奈月が成人した際にはかなりの資産を受け取る予定だった。

　しかし手続上はそうでも実際は違う。奈月が二十歳を過ぎても社会人になっても、資産は叔父が握ったままで任せてもらえなかった。

　法的にも税務的にも問題があるだろうが、何事にも抜け道はあるそうだ。きっとこれから先も渡してはもらえないのだろう。

　でもそれでもよかった。奈月が欲しいのは、和泉との自由で幸せな未来だけなのだから。

　叔父は奈月の決意が固いのを察したのか、口を閉ざした。

　それまでの激高は鳴りを潜め、虚ろな目で奈月を見つめている。

　沈黙が続き、奈月は息苦しさを覚え始めた。

「お前の両親も俺の頼みを聞き入れてくれなかった」

　叔父がふいにつぶやく。

「……お父さんとお母さんが？」

　なぜ急に亡くなった両親の話になるのだろう。

（そういえば昨日愛理も、突然お父さんたちの話をした）

　考え込みそうになったが、叔父のきつい声が邪魔をする。

「そうだ。正義感ばかり強くて家族への同情心がいっさいなかった。俺は昔から兄を憎んでいたんだ。当然その娘のお前も不快な存在だ」

　強い憎悪を感じ、奈月は思わず後ずさった。

　嫌な予感がする。暗い負の気配が部屋の中に充満しているような気がして、これ以上この場にいたくない。

　逃げ出したい。そうはっきり感じたそのとき、叔父が低い声で唸うなるように告げた。

「従わないならこちらにも考えがある。広川堂はうちに出店していたよな」

　奈月は目を見開いた。

（そんな！　まさか）

　広川堂は和倉百貨店内に店舗を持っている。売上は悪くはないけれど、百貨店側がぜひ出店してほしいと頭を下げるような相手ではないはず。

　だとしたら嫌がらせで追い出す可能性もゼロではない。

（どうしよう……みんなに迷惑をかけたくない）

　和泉と別れるなんて絶対に嫌だ。それでも叔父の脅しは奈月にとって恐怖でしかなく、決意が揺らぐ。

　不意に叔父が笑い声をあげた。

「お、叔父さま？」

「結局お前は従うしかないんだから、あきらめろ」

　悔しいけれど、叔父の威圧感に恐怖を覚えて反論できない。首を横に振るので精いっぱいだった。

「強情だな。俺に従わないなら司波和泉が傷つくことになるが、それでもいいのか？」

「……え？」

　予想もしていなかった言葉に、奈月はあぜんとした。

「傷つくって？　和泉になにかする気なんですか？　でも彼は愛理の結婚相手として考えているって……」

「愛理を選ばないのなら価値はないだろ？」

　どこまでも冷酷な目は、彼の本気をうかがわせる。

　けれど和泉が黙って叔父の好きにされるわけがない。家の力だって司波家の方が上なのだから、卑怯な手を使って陥れるなんて不可能だ。

（どんな嫌がらせをする気なのかわからないけど、和泉は大丈夫）

　そんな考えを見透かされたのか、叔父は嫌らしく笑った。

「奈月、捨て身になった人間はなんでもやるんだ。お前の両親も最後はあっさり亡くなったじゃないか」

「お父さんたちは今の話とは関係が……」

　ないと言おうとした瞬間、ぞくりと背筋が冷たくなった。

　突然の事故に叔父が関係していたのだとしたら？

　信じがたいが、今の叔父の不気味さを見ていると、なんらかのトラブルがあったのだとしてもおかしくないと感じる。

（私を従わせるために言ってるだけ……でもどうして無視できないの？）

　そんな脅しは通じないと突っぱねることができない。限りなく低い可能性だけれど、もし和泉の身になにかあったら？

（そんなの耐えられない）

　自分が原因で和泉が恨まれ、ひどい目に遭うなんて、絶対嫌だ。

　それくらいなら、あきらめて身を引いた方がいい。

「奈月、これは最終警告だ。よく考えて結論を出すんだ」

　迷う奈月とは対照的に、叔父は余裕を取り戻していた。

　彼は来たときとは打って変わって機嫌よく奈月の私室から出ていった。

　その夜は眠れなかった。

　頭の中には和泉と過ごし幸せだった日々、それから両親との優しい思い出がよぎり、悲しくなる。

　もしも和泉が両親のようにいなくなってしまったら。

（それだけはだめ、でも和泉と別れるなんて……）

　ぐるぐると同じ考えを繰り返し、結局一睡もできないまま朝を迎えた。

　ベッドから出てカーテンを開け、朝の光のまぶしさに目を細める。

　爽やかな朝なのに気分は果てしなく沈んでいた。

（和泉が好きだけど、これ以上付き合うのは無理だよね）

　長い時間考え続けた奈月は心を決めていた。和泉との結婚はあきらめると。

　叔父の過激な発言がただの脅しだとしても、奈月と結婚するのは和泉にとってマイナスでしかないとはっきりわかったからだ。

（私には一生叔父さまの存在がついて回る）

　すべてを捨てて遠くに逃げるくらいしか、解放される方法がない。でも和泉にそんな真似をさせるわけにはいかない。

（和泉は私と別れても大丈夫）

　彼なら奈月よりもよほど素晴らしい女性と出会い、幸せになれるだろう。

　叔父を怒らせなければ広川堂に手を出される心配もなくなる。

（私があきらめればすべてうまくいく……）

　ほかに選べる道はない。奈月は心からそう思っていた。




　その日の夜。奈月はいつも通り仕事を終えて自宅の自分の部屋に戻り、スマートフォンをバッグから取り出した。

　和泉から何度か着信があったが、出ていない。

　反応がない奈月を心配したのか、だんだんと着信の頻度が増してきていた。

　このまま逃げていたら、彼は家まで来るかもしれない。

　早く連絡しなくてはと焦るが、これから自分が口にする内容を思うと吐き気がするほど憂鬱になる。

（でも、やらなくちゃ）

　奈月は意を決して和泉の番号にコールする。

　彼は奈月からの連絡を待っていてくれたのか、コール音二回で慌てたような声が聞こえてきた。

《奈月!?》

　心配そうなその声を聞いただけで胸が痛くなり、込み上げるものをぐっとこらえた。

　泣いたら声で和泉に気づかれる。そして理由を追求される。

　あくまで冷静に、そして淡々とした態度でなければ嘘はあっさり見抜かれるだろう。

　叔父から脅されているのだと気づかれるわけにはいかない。知ってしまえば彼は叔父に抗議して争いになる。奈月の事情に巻き込まないと決心したのだから、それだけは避けなくては。

《奈月、どうしたんだ？》

　黙ったままの奈月を、和泉がじれたように呼びかけてくる。

「……和泉、ごめんなさい電話に出られなくて」

　返事をしたからか和泉がほっと息を吐いたのが気配がした。

《いいんだ。仕事が忙しかったのか？》

　あくまで奈月を気遣う声。それだけで決意が揺らぎそうになったけれど、ぐっとこらえて言葉を発した。

「和泉に話があるの」

《話？　改まってどうしたんだ？》

「私……和泉と別れようと思う」

　電話の向こうで彼が息をのんだのがわかった。怖くなるほどの沈黙が続き、やがて少しかすれた彼の声が聞こえてくる。

《冗談だよな？》

「ううん、本気だよ」

　痛む胸を押さえながらはっきりと告げる。

《どうして！》

　和泉が声を荒らげた。彼がこんなふうに激高するなんて滅多にない。それほど今の奈月の言動は突然ででたらめなのだ。

《結婚しようと約束したばかりだろう？》

「……気が変わったの」

《気が変わったって……嘘だ。奈月はそんな女じゃない。なにか事情があるのか？》

　はっきり意思表示をしたにもかかわらず和泉は信じられないようだった。そこまで奈月を信じてくれているのだと思うと、たまらない気持ちになった。

　だけど、和泉を納得させるにはもっとひどいことを言わなくてはならない。

「事情なんてないよ。ただ……和泉より好きな人ができたの」

　和泉が絶句する。

「だから別れてください」

　その言葉を言った途端にくらりと目眩めまいがした。心臓がドキドキと脈打ち、途方もない不安感に襲われる。

（本当にこれでよかったの？）

　昨夜からたくさん考えた。そしてこれが最善だと決めた。けれど、自分は取り返しのつかない間違いを犯してしまったのではないか。我に返ったように後悔の気持ちが襲ってくる。

　動どう悸きが激しく呼吸が苦しくなる。思わず立ち上がり窓辺に寄った。日あたりの悪い窓になにを求めたのか自分でもわからないけれど、居ても立ってもいられないのだ。

　混乱する奈月の耳に、和泉のそれまでとは違った低く冷ややかな声が届いた。

《本気なのか？》

　彼の強い怒りを感じ恐怖を覚えた。だけどもう引き返せない。機械のように同じ言葉を繰り返す。

「はい、だから別れてください」

　和泉は答えなかった。重い沈黙が耐えられず奈月は言葉を続ける。

「和泉は私と別れてもすぐに次の相手が見つかるでしょう？　それにもともと私ではつり合いが取れてなかったんだし、周りの人からも別れてよかったって言われると思うよ。結果的に和泉のために……」

《言いたいことはそれだけか？》

　冷酷な声に遮られ、奈月は声を失った。

《俺の気持ちは何度も言葉と態度で伝えてきている。そのうえで今の発言なら、俺はお前に失望する》

　失望という言葉が胸に突き刺さった。

　ダメージが大きく体から力が抜ける。自分の方がよほどひどい発言をしているのに。

（和泉にこんな言い方をされるなんて）

　これまで彼は決して奈月を否定するような発言はしなかった。いつだって奈月の味方でいつも優しさを与えてくれた。

　どんなときも彼の愛情を感じていた。それはどれほど心強く幸せなことだったのだろう。

「私……」

　言葉がうまく出てこない。毅き然ぜんとしようと思っていたのに、予想外の反応をされて動揺し、一瞬で立場は逆転した。

　しばらく無言の状態が続いた後、和泉が発言した。

《明日の夜九時にいつもの場所で待っている》

「え？」

《電話一本で簡単に別れるような関係じゃないはずだ》

　彼はこの短い時間で冷静さを取り戻したのか先ほどより落ち着いた声音だが、奈月は依い然ぜんとしてうまく頭が回らない。

《顔を見て話し合いたい》

（顔を見て？）

　ドクリドクリと血液が体を巡る。

（無理よ。顔を見て冷静に話せるわけがない）

　きっと泣いて本当の事情を打ち明けてしまう。そして和泉に迷惑をかけて、それどころか彼を危険にさらすようになる。

「和泉、私は……」

《明日、待っている》

　和泉は奈月の否定の言葉を聞き入れず、通話を終わらせた。

　きっとこれ以上話してもらちが明かないと判断したのだろう。

　奈月は通話を終えたスマートフォンを持ったまま、その場に崩れ落ちた。

「行けないよ……」

　本当は今すぐにでも和泉のもとに行きたい。だけどそれはできない。

　ぽろぽろと涙があふれてくる。

　どうして自分は幸せになれないのだろう。

　両親に続き祖父母もいなくなり、叔父夫婦が現われてから奈月の人生はままならないことの連続だった。

　それまで当然のように与えられていた豊かな生活は取り上げられ、働きに出るまでは自由のない抑えつけられた日々。いつも暗い顔をしていたせいか友人もなかなかできなくて、楽しいと感じることは滅多になかった。

　だけど好きな仕事を始めて生活が変わった。相変わらず自由は少なかったけれど、仲間もできたし仕事はやりがいがあって楽しかった。

　そして和泉と出会えて、これからは幸せになれるんだと思っていたのに。

（こんなことになるなんて）

　この先、心から笑える日なんてこないのだろう。

　自分で選んだ道なのにつらいし怖い。

　心に突き刺さったとげのような痛みは、これからも奈月を蝕むしばんでいく。

　暗い絶望が広がり、苦しさに目を閉じた。




　翌日。奈月は朝から落ち着かない気持ちで過ごしていた。

　和泉が気がかりで、気づけば時計を眺めている。

『明日の夜九時にいつもの場所で待っている』

　彼の声が頭から離れない。

　いつもの場所とは、ふたりでよく日向ぼっこをした川沿いの遊歩道にある休憩所だ。

　春には美しい桜並木が楽しめるそこで、ふたりで穏やかな水面を眺めながらのんびりする時間が心地よかった。

（ひとりで待たせてしまうなんて……）

　強い罪悪感を持ったけれど、行くわけにはいかない。

　その代わりに帰宅後すぐに叔父のもとに向かい、和泉と別れたと告げた。

　彼はあからさまに喜び、珍しく奈月を褒めた。

「少しは賢くなったようだな。よし、お前の次の相手は俺がうまい具合に選んでやるからな」

　叔父の話が耳に届かないまま、奈月は無言で部屋を出た。

　部屋に戻った後は、無気力でただぼんやりと過ごした。

　かなりの時間をそうしてから、怖くて見られなかったスマートフォンをバッグから恐る恐る取り出す。

　着信がきても心が揺れないようにサイレントにしていた。

　今は午後十一時。九時の約束からもう二時間が過ぎている。

　ごくりと息をのみ、画面をタップする。そして奈月は顔をゆがめた。

「なにも……ない」

　もう涸かれたと思っていた涙があふれ出した。

　自分勝手な奈月は和泉から連絡がきていると思っていたのだ。それは怒りを訴えるものだろうが、アクションはあるはずだと。

　けれど現実は違った。毎日続いていた彼からの連絡が初めて途絶えた。

　それは和泉が奈月に見切りをつけた証なのだろう。

　ふたりの別れが成立したのだ。

（和泉と本当に別れたんだ）

　自分で決断したのに、つらくて立ち直れそうにない。

　ベッドに突っ伏したまま顔を上げられなかった。




　午後七時に閉店をし、その後片づけや事務処理などで一時間ほどを過ごしてようやく一日の仕事が終わる。

　奈月がノロノロと着替えをしていると、深雪に声をかけられた。

「ねえ奈月、なんか嫌なことでもあった？」

「え？」

　深雪は着替えを終えており、腕を組んで奈月を観察するように見ていた。

「最近様子がおかしいよ。元気がないし、お昼だってほとんど食べてないでしょう？」

「大丈夫です。なにもないから……」

「ないって言うのは無理があるよ。前は張りきっていた接客にも力がないし」

　仕事のときは沈む気持ちを表に出さないようにしていたつもりだけれど、深雪に悟られたのだからまったくうまくできていなかったのだろう。

（私ってだめだな……）

　和泉と別れて十日が経つのに、気持ちが楽になる気配はない。

　毎晩ベッドに入ると必ず和泉との思い出が浮かび、苦しくてなかなか寝つけない。ようやく眠れても今度は夢に見て、朝泣きながら目覚めるような毎日だ。常に体がだるくて食欲が湧かなかった。

「深雪さん、気にしてくれてありがとうございます。心配をかけてごめんなさい」

　どんなにつらいときでも、人の優しさはうれしいものなのだと実感する。

「そんなの気にしなくていいんだけど、本当に大丈夫？　この前常連さんからかなりきつめの叱責を受けていたでしょう？」

「はい」

　先週接客をした客とトラブルが起きた。もともと気難しい客なうえに当日の機嫌が悪かったためか、希望の品が揃っていないことを責められた。

　理不尽な叱責だったが、接客業であれば問題のある客にあたる場合があると覚悟している。

　広川堂は落ち着いた客が多く、トラブルは稀まれだ。だからクレームは目立ちやすいが奈月としては割りきっている。それに先日は和泉との件で頭がいっぱいで、正直言って怒鳴られた記憶はもうかすんでいる。

「あの件はもう気にしてないから大丈夫です。ただプライベートでいろいろあって少し落ち込んでいたんです」

「そうなの？　先日の件を気にしてないのはよかったけど、プライベートの方も心配ね……私でよかったら相談に乗るけど」

「ありがとうございます、でも大丈夫です」

「そう……でもため込むのはよくないわよ。ストレス発散した方がいいわ。ちょうどこれから友也さんと飲みにいくんだけど、やっぱり無理？」

「……いえ！　私も行っていいですか？」

　深雪はやや驚いた様子だった。

「誘っておいて聞くのもどうかと思うけど、家の方は大丈夫なの？」

「はい。私もたまには深雪さんたちと出かけたいので」

「そう。わかった、行こう！　ぱあっと飲んで愚痴を言ったら気分もすっきりするものだしね」

　深雪は早く着替えろと奈月を急かす。

　奈月は急いで着替えをし、深雪の後について夜の繁華街へ向かった。




　叔父たちの了承を得ずに思いつきで遊びにいくなんて、これまでの奈月には考えられない行動だ。

　和泉との別れで投げやりになっているからだろうか。

　ジョッキに入ったビールをぐいっと流し込む。

「奈月、飲みすぎはだめよ」

「はい、でも飲みたい気分で」

　あきれた様子の深雪に言われいったんジョッキを置く。

　すると友也が首をかしげた。

「嫌なことでもあったの？」

「奈月、たまには愚痴を言った方が楽になるよ？」

　深雪も奈月が話すのを促してくる。

　ふたりとも決して興味本位でなく奈月を心配してくれているのは、長い付き合いでわかっている。

　だからためらいを感じながらも、思いきって打ち明けた。

「私、和泉さんと別れました」

「えっ？」

　ふたりの顔に驚きょう愕がくの色が浮かぶ。

「どうして？　ついこの前までうまくいってたじゃない」

　深雪が眉をひそめる。

「司波さまの方から別れたいと言ってきたのか？」

　友也もあぜんとした表情だ。

「いえ、私からです。いろいろ考えたけど、このまま付き合っていくのは無理だろうと思って」

「どうして？　彼を好きなんでしょう？」

　深雪がじれったそうに言う。奈月は静かにうなずいた。

「好きだけど続けられなくなったんです」

　ふたりの物言いたげな視線がつらくて、再びジョッキを手にしてビールを流し込む。

　このまま酔っぱらって現実逃避をしたい。だけどこんな気持ちのときに限って酔いがまったく回ってこない。

　奈月にとって気まずい沈黙が続いた後、友也がしみじみと言った。

「俺は奈月ちゃんの気持ちが少しわかるな」

「え？　友也さんなに言ってるの？」

　驚く深雪に、友也はゆっくりとした口調で答える。

「恋愛と結婚は違うよ。あまりに立場の違うふたりだと価値観のずれは大きくなるばかりだと思う」

　深雪は、はあとため息をついた。

「友也さんの言う通りなのかな。奈月がしっかり考えたうえで決めたんだから、余計なことを言うのはやめるわ。でも本当に我慢しすぎないでよ？　抱えられなくなる前に相談してね」

「深雪さん、ありがとうございます」

　彼女の温かさが心に染みる。

「困ったときは支えるから」

　友也の頼りがいある言葉に、奈月は小さくうなずいた。

　広川堂で働いていてよかったと思う。好きな仕事というだけでなくこんなに素敵な仲間がいるのだから。

　奈月にとって大切な仕事。それだけは続けていきたいと思った。










再会




　和泉と別れてふた月が過ぎた。

　喪失感と痛みは消えないけれど、和泉がいないことを心が少しずつ受け入れ始めているのだろう。夜に眠れなかったり泣きながら目覚めたりはしなくなっていた。

　ただ、ふとした拍子にどうしようもない虚しさに襲われる。足もとが崩れるような不安感。

　働いているときだけは忘れていられたから、奈月はますます仕事にのめり込むようになっていた。

　秋の気配を感じ始めた九月二十日。

　奈月と深雪は営業時間終了後にギャラリーで展示品の片づけをしていた。

　今展示しているものは今日で終わり、数日後に別作家の作品を展示する予定を組んでいる。器に問題がないか確認していた深雪が口を開いた。

「奈月、今度社長と工房に行くんだってね」

「そうなんです。北きた関かん東とうの工房の新人作家さんと展示品の打ち合わせをしてきます」

　奈月にとって初めての出張だ。友也と深雪はときどき工房や和倉百貨店を含む他店舗に行くけれど、奈月はバイト時代も合わせて店外で働いた経験がない。

　しかし先週ついに、社長がそろそろ工房に行ってみようかと声をかけてくれたのだ。

「最近の奈月、熱心に取り組んでたもんね。勉強もしているみたいだし」

　奈月は笑みを浮かべた。努力を認めてもらえるのはうれしい。

「再来月の展示になる予定だそうです。だから来月早めに行くと思います」

「そう……帰りが遅くなると思うけど家の方は大丈夫？」

「大丈夫です。最近は前ほどうるさく言われなくなったので」

　奈月が身を退いたから安心しているのもあるだろうが、最近の叔父家族は多忙そうで奈月にかまっている暇はなさそうだ。

　いったいなにをしているのかわからないけれど、放っておいてもらえるので助かっている。

（ずっとこの調子だといいのに）

　奈月は頃合いを見て家を出たいと思っている。

　今の環境から抜け出して新しい気持ちでやり直すつもりでいた。




　仕事を終えて帰宅し、いつも通り自室に向かった。

　叔父家族に帰宅の挨拶をする習慣は変わらないが、ここ最近は会話もなくすぐに解放されるのでゆっくりできる。

　外はとても寒かったので野菜たっぷりのスープでも作ろうかと考えながら、叔父たちが集まるリビングに向かった。

「ただいま戻りました」

　挨拶後早々にリビングを出ようとすると予想外に呼び止められた。

「奈月」

「……はい」

　内心眉をひそめながらも立ち止まり振り返る。

　叔父も叔母も愛理も、怖いほどの笑顔だ。

「お前に報告があるんだ」

「はい」

　叔父家族は上機嫌だが、奈月には関係のない話か、下手したら悪い知らせの可能性がある。

　なにを言われてもいいように覚悟をして言葉を待つ。

「司波家との縁談がようやくまとまりそうだ」

　叔父の口から出た言葉を聞いた瞬間、取り繕えないほどの衝撃を受けた。

「えっ！」

　叔父の顔がにやりとゆがんだ気がした。

「もちろんお前ではなく、愛理と和泉の縁談だ。来週末に顔合わせを行い、できるだけ早く話を進めるつもりだ。家のしきたりなどを学ぶため結婚式を待たずに愛理は司波家に入る。愛理がこの家で過ごせるのもあと少しだな」

　叔母も誇らしそうに目を細めた。

「寂しくなるけど仕方ないわ。ね、愛理」

「ええ。でも毎週里帰りするから心配しないで。和泉さんは穏やかな人柄だと聞くし、私のお願いを聞いてくれると思うの」

　愛理はそう言いながら、奈月の表情をうかがうように流し目をした。

　奈月がショックを受ける姿を見たいのだと察したけれど、無反応ではいられなかった。どうしても心の苦しさが表情に出てしまう。

　そんな奈月の態度に、叔父がしかめ面をする。

「いつまでも暗い顔をするのはやめなさい。司波家との縁談が落ち着いたらお前にも結婚相手を用意してやるから」

「え？」

「それなりに話はあるんだ。俺が厳選して決めるから待っていろ」

（私の結婚相手？　そんなのいらないのに）

「叔父さま、私は……」

　愛理が奈月の言葉を遮り、叔父に問いかける。

「お父さん、どんな人が候補なの？」

「有力なのは大おお山やま家と柿かきノの木き家だ」

　どちらも奈月の知らない名前だった。たとえどんな相手だとしても結婚など考えられないが。

「あら、大山家に年頃の男性はいたかしら？」

　叔母が首をかしげる。叔父は含み笑いをした。

「年頃とは言えないな。今年四十歳だ。だがそれくらいの年齢差などよくあるだろう」

「ええっ、私はちょっと嫌だわ」

　愛理がおもしろそうに言う。もう誰も奈月を見ていなかった。




　奈月はふらふらとリビングを出て、自室に戻った。精神的に疲れ果てベッドにどさりと倒れ込む。

（和泉と愛理が……）

　ショックで胸がズキズキと疼うずく。

　いつかふたりが結婚するかもしれないと覚悟はしていたけれど、こんなに早く話がまとまるなんて。

　予想よりも早い展開を知り、気持ちが重く沈んでいく。

　今の環境のままふたりが結婚したら、嫌でも夫婦になったふたりを見ることになる。

（そんなの無理）

　きっと自分は耐えられない。早々に家を出て、ふたりと会わずに済むよう生活圏が重ならないところに行かなくては。

　ただ、円満に家を出るのは不可能になった。

　叔父は奈月の結婚についても考えていると言っていたから。

　きっと和倉家にとって条件のいい相手が選ばれる。人柄なんていっさい考慮はない。

　彼らにとって結婚後に奈月がどうなろうが関係がないのだから。むしろ不幸になるのを期待していそうだ。

（無理やり出ていくしかない）

　ただそうなると広川堂ではもう働けない。

　大学を卒業して自活できるようになってから今日まで家出をしなかったのは、仕事を捨てられなかったからだ。

　祖父母の影響で興味を持ち始めた仕事だけれど、とても大切な場所だった。

　和泉と別れてもなんとかやってこられたのは、好きな仕事があり仲間がいたから。それらを失ってひとりで生きていけるのだろうか。

　これから先の不安に目の前が暗くなるようだった。




　あっという間に七日が過ぎ、和泉と愛理の見合いの日を迎えた。

　叔父家族は支度があるとかで朝早くから出かけたけれど、奈月は通常通り広川堂に出勤した。

　今頃和泉と愛理が和やかに会話をしているのかもしれないと想像すると、居ても立ってもいられない気持ちになる。

（今すぐ逃げ出したい）

　今日家に帰るのが怖い。聞きたくもない和泉の情報を知らされ、傷つくのが目に見えているのだから。

　でも家を出る準備は少しも進んでいない。仕事を辞めるとも言い出せていなくて、広川社長に工房視察の日程を伝えられたときは『わかりました』とうなずいてしまった。

　どう動くのが最善なのか判断できない。

　自分にとってあまりにままならないことが短い間に次々と起きたせいか、思考能力が低下しているようだ。

　なにもかもが八方塞がりで、残された選択肢は少ない。

（しかも、どんどん悪い方に向かってるみたい）

　おそらく自分は間違えたのだ。

　どこでかはわからない。だけどもう戻れない過去に選択を誤った。

　今のつらい状況はその結果なのだ。

　重い足を引き摺ずるような気持ちで帰宅した。

　予想される攻撃に心をえぐられないようにと自分に言い聞かせる。

　誰もいない玄関で靴を脱いだとき、激しく扉を開く音がして、叔父家族が飛び出してきた。

　驚き固まる奈月に、叔父が鬼の形相で怒鳴る。

「お前、裏切ったな！」

　先日の上機嫌と真逆の不機嫌さ。いや不機嫌なんてものではない、憎悪の目で奈月を睨んでいる。

（どうしたっていうの）

　和泉との見合いがうまくいかなかったのだろうか。

（でも、裏切ったって）

　話が見えず困惑する。叔父夫婦は奈月が家に上がるのを遮るように仁王立ちし、威圧感を与えてくる。

「あの……どうしたんですか？」

　恐る恐る尋ねた途端、愛理のヒステリックな声が返ってきた。

「和泉さんに断られたのよ！　奈月が彼になにか吹き込んだんでしょう？」

「え……」

　それは司波家というより、和泉自身が愛理との結婚を拒否したということだろうか。

（政略結婚でも私の従妹は受け入れられなかったのかな）

　疑問、それから安あん堵どが胸を満たす。

　叔父家族は怒り狂っているけれど、奈月にとってはほっとする結果だった。

「なに笑ってるのよ！」

「笑ってない。それに和泉……和泉さんとはもうずっと連絡をしていないし、連絡先自体を消してあるの。私は関わってないから」

　奈月の言葉に叔父は顔をしかめた。

「そうだな、お前が和泉と会っていないのは確認している」

（確認している？　まさか私の動向を調べていたの？）

　ぞくりと寒気が襲ってきた。そんなふうに行動を監視されていたなんて。

　青ざめる奈月を叔母が睨む。

「会ってなくても別れるときに約束していたんじゃないの？　ほとぼりが冷めたら復縁しようって」

　奈月は目を見開いた。

「まさか、そんな約束していません！」

　血を吐くような思いで別れたのに、そんなふうに悪意にまみれた言い方をされるなんて。

「だったらどうして司波家は愛理でなく、あなたを結婚相手にと言い出すの？」

「……え？」

　叔母の言葉がすぐに理解できなくて、奈月は目を瞬いた。

（私が結婚相手？）

　混乱していると、苛立たしげな舌打ちが聞こえてきた。

「信じがたいが、司波家の当主から和泉の結婚相手は奈月しか認めないと条件をつけてきた。もちろん抗議したが受け入れられなかった」

「司波家当主の……」

　広川堂で見かけた気難しそうな老人の姿が頭に浮かんだ。他人を寄せつけない雰囲気で、社長も気を張って対応していた。

　奈月とは一度も接触がないから、仕事ぶりを見て選んでくれたなどという可能性はない。

（それならどうして？）

　政略結婚なら叔父に大切にされている愛理の方が適任のはずなのに。

　いったいなにが起こっているのだろう。

（和泉は反対していないの？）

　彼は身勝手な理由で裏切り別れた奈月に対して、強い怒りを覚えているはずなのに。

「こうなった以上、拒否はできない。こちらから申し出た話を断ったら司波家との関係が悪化する。奈月ではだめだと主張できる根拠もない。奈月、お前が司波家に嫁ぐしかない」

　身勝手な叔父の発言に、あぜんとした。

「そんな……無理です！　和泉と別れろと言ったのは叔父さまなのに今度は急に司波家に行けだなんて、今さらどんな顔をして彼と顔を合わせろって言うんですか？」

　愛理と和泉が結婚するのは嫌だったけれど、自分が代わりたいとは思わない。

　今でも和泉を愛している。だけどもう昔のような優しい愛情にあふれた関係には決して戻れない。

　信頼、誠実さ、約束。そういったものをあの日すべて手放したのだから。

「それに司波家のご当主が決めたとしても和泉が受け入れるとは思えません。別れるときにもめたので私は嫌われているでしょうから」

　許されるわけがない。

　しかし、叔父はそういった心の問題はいっさい考慮するつもりがないようだ。

「和泉も納得しているから話が進んでいるんだろう？　お前に拒否権はないからさっさと用意をしろ」

　反論しようとしたとき、叔母が不満そうな声で割り込んできた。

「あなた！　やっぱり奈月が愛理を差し置いて司波家に嫁ぐなんて我慢できません。先方ともう一度話し合ってください」

　叔父はうんざりとした様子でため息をついた。

「無理だ。交渉しての結果だからな。こうなった以上、奈月を送り込んだ方がいい」

「でも！」

「奈月は愛理と違ってマナー教育を受けていないし、社交も経験がない。司波家で暮らしてしばらくしたら彼らも間違いに気づくだろう」

　叔母ははっとした様子で奈月を見つめる。

「そ、そうね。そうかもしれないわ」

「司波家の連中が後悔した頃合いに愛理を送り込む。時間はかかるが当初の予定通りだ。司波家と縁ができれば、傾いた和倉家は復活できる。不満はあると思うが今は従うんだ」

「ええ」

　叔母と愛理は真剣な表情でうなずく。奈月はぼうぜんとその様子を眺めていた。

（私の意思はいっさい通じない）

　叔父家族がいなくなってからも、奈月は玄関で立ち尽くしていた。




　翌朝。奈月は重い足取りで職場へ向かっていた。

　奈月は六日後に司波家に入る段取りだという。その日奈月は強制的に、長く住んだ和倉家を追い出される。

　司波家に嫁ぐという決断はできていなくとも、どこかへは転居する必要がある。住まいを変える以上、会社に住所変更の届け出が必要になるため広川堂の皆に黙っているわけにはいかない。

　広川社長は出張中なので、友也と深雪にひとまず事情を話そうと決めた。

　仕事後に時間をつくってもらい、友也の行きつけの店に行った。

　彼が個室を予約してくれていたので、安心して打ち明けられた。

　しかし奈月の話を聞いたふたりは、ショックを受けたように顔を曇らせた。

「なにそれ！　信じられない……そんな状況になってたなんて」

　眉をひそめ腕を組み黙り込んでいた友也が、ゆっくりとうなずいた。

「和泉さまとの別れを強要されたときに、彼に正直に打ち明けるべきだった。せめて俺たちにもっと早く相談してくれていれば。どうしてここまで抱え込んでしまったんだ……」

　今の奈月にとって耳に痛い言葉だ。

「相談したら迷惑をかけそうで怖かったんです。叔父さまはとても怖い人で」

　友也はすぐに首を横に振った。

「脅しに従う必要はなかった。だいたい、ひとりで抱えてどう解決するつもりだったんだ？」

「それは……」

　冷静に考えればそうなのだけれど、決断のときになぜかわからなかった。

　その結果が今なのだ。

（私、どうして……）

　うなだれる奈月を見た深雪が、慌てた様子で本気で苛立つ友也をなだめる。

「友也さんの言う通りだけど、奈月の立場では正常な思考ができなかったんだと思う。だって子どもの頃からひどい親戚に抑えつけられて育ったんだもの」

　友也はため息をつく。

「……そうだな。ごめん奈月ちゃん、言いすぎた」

「い、いえ。友也さんは心配して言ってくれたんだってわかってます」

　深雪がふうと頬杖をついた。

「それにしても困ったね」

「はい……仕事は辞めます。これ以上いたら、きっとお店にまで迷惑をかけてしまうので」

　残念だけれどほかに方法がない。

「いや、仕事は辞めない方がいい」

　友也が奈月の考えを否定した。

「え？」

「和倉家が理不尽な営業妨害をしたらたちまち噂うわさが流れて、和倉家の評判が落ちる。奈月ちゃんの叔父さんがとんでもないばかじゃない限り下手な行動はしないよ」

　奈月は目を瞬いた。

「でも和倉百貨店の支店は？」

「契約を切られたら別のところを探せばいい。それで俺の考えだけど、奈月ちゃんが司波家に嫁いだ方が状況がよくなると思う」

「どうして？」

　奈月も深雪も衝撃に声をあげた。

「叔父家族から身を守る一番の方法は、それ以上に強い力を持つ者の庇ひ護ご下に入ることだ。和泉さまが相手で気まずいのはわかるけど、うまくいけば彼の協力を得られる」

「協力を？」

　そんなことが可能なのだろうか。あれほど不誠実に踏みにじった彼に頼るなんて。

　初めは呆あっ気けに取られていた深雪が、納得したようにうなずく。

「そうかもしれない。叔父一家は奈月が失敗して追い出されるのを想定しているけど、その通りにする必要はないわ。逆に仲を深めて味方にしちゃえばいいのよ」

「深雪さんの言う通りだ。間違っても家出なんて考えたらだめだからな」

　そんなうまくいくとは思えないけれど。

　でも今まで誰にも相談できずに自分で決めて失敗してきた。

（信頼している人たちを信じてみようか）

　和泉がすぐに許してくれるとは思えないけれど、本来優しい彼だ。

　話し合うチャンスを与えてくれるかもしれない。

「わかりました」

　ごくりと息をのみ、奈月は覚悟をしてうなずいた。




　十月五日。奈月は広川堂の仕事を休み、和泉の待つ司波本家に向かうため、長く住んだ和倉家を出た。

　祖父母が亡くなってからはろくな思い出がないけれど、それでも長く過ごした場所。

　一抹の寂しさを覚えつつ、叔父とともに車に乗った。

「いいか、司波家に入ったからといって調子に乗るなよ」

「はい」

「まあ本家には怖い女がいるからな。お前になにかできるとは思えないが」

「怖い女？」

　叔父は意地悪くにやける。

「知らなかったのか？　和泉の姉だ。女だてらに会社を経営している。かなり激しい気性だって噂だから愛理とうまくやれるか心配だが……そうだ、その姉についての情報を俺に知らせろ」

　愛理が嫁ぐときの対策にでも使いたいのだろうか。

　それにしても和泉の姉の存在についてはすっかり失念していた。

　付き合い始めた頃、和泉は大学時代に母親を亡くしてその後は父親と四歳年上の姉の三人家族だと聞いた覚えはあるけれど、それ以来姉については話題に上らなかったから。

（お姉さんと仲がよくないのかな？）

　そうだとしたら同居は気まずいのではないだろうか。

（ううん、今はそんな心配をしている場合じゃない。和泉と再会したら謝って、それから……）

　必死にこれからのシミュレーションをしていると、叔父のイライラとした声がする。

「おい！　ぼんやりするな！　そろそろ着くぞ」

　はっとして顔を上げる。途端にドクドクと心臓が騒ぎ始めた。

　和泉との再会は、どうしようもなく緊張する。

　そんな奈月の心情などかまわずに車は進み、広大な司波家の敷地に入った。

　車寄せで降りた瞬間、奈月は心臓を掴つかまれたようにひやりとした衝撃に襲われた。

（和泉……）

　視線の先には久しぶりに見る彼がいた。ダークな色合いの細身のスーツ姿。背筋を伸ばして立つ様子は記憶のままだ。

　懐かしい彼の姿。だけど奈月の心は冷たく凍りついた。

　和泉は近づくことを拒絶するような張りつめた空気をまとっていた。奈月を見つめる目は、まるで敵を見るかのように冷酷で憎しみにあふれているものだった。

（和泉は私を憎んでいる）

　彼が怒っているのはわかっていた。嫌われているはずだと覚悟だってしていたはず。

　だけど彼の目を見た瞬間、それは甘い見込みだったのだと思い知らされた。

　憎悪。それ以上の感情を彼からは感じる。

（無理……協力なんて頼めるわけない。謝る機会もないかもしれない……）

　体が震えて止まらない。その場から動けずにいると、叔父の媚こびを売るような猫なで声が辺りに響いた。

「和泉さん、わざわざお出迎えをありがとうございます」

「お気になさらず。当然のことですから」

　和泉は叔父に対しては見事に敵意を隠し、微笑した。

「本当にありがたい……亜あ貴きさんまでお出迎えをいただき申し訳ありません」

　叔父の言葉で、ようやくその場に和泉以外の人物がいることに気がついた。

　司波家の使用人と思われる年輩の男女がひとりずつ。そして長身で隙のない身のこなしの女性がひとり。

　和泉と同じように背筋を伸ばし、堂々とした振る舞い。

（この人が和泉のお姉さん）

　彼女は奈月と和泉の過去の関係を知っているのだろうか。奈月に向ける視線は穏やかではない。

（怖い……）

　深雪たちに相談したときは希望を感じたけれど、今は心細さに襲われている。決心は早くも崩れ落ちそうになっていた。

　その後すぐに屋敷の応接室に移動した。

　叔父は普段の尊大な態度を見事に隠し、おべっかばかり使っている。

「不出来な娘ですが、よろしくご指導をお願いいたします」

　亜貴は叔父の言葉を受けて奈月に目を向ける。

　奈月は慌てて頭を下げた。

「和倉奈月と申します。本日よりお世話になります」

「ええ。慣れるまでは大変でしょうけど、不都合があったら遠慮なく相談してちょうだい」

「は、はい。ありがとうございます」

　固く厳しい雰囲気ではあるけれど、発言には気遣いを感じた。

（怖い印象だけど、本当は優しい人なのかも）

　いくぶんほっとしたせいか、つい和泉の方に目を向けてしまった。

　彼は相変わらず冷ややかな空気をまとっていて、一気に奈月の気持ちは沈む。

　それから少ししてあたり障りのない会話を終え、叔父が席を立った。

　奈月もソファから腰を浮かしたとき、それまで無言だった和泉に声をかけられた。

「話がある」

「……はい」

　和泉と向き合うのは怖いが、覚悟を決めなくてはならない。

　強引に別れたことを責められるだろうし、今後の生活について注文をつけられるのかもしれない。

　亜貴は叔父の見送りをすると言って部屋を出ていく。

　ふたりきりになると、和泉は立ち上がり奈月の目の前までやって来た。

　和泉からは、奈月を拒絶する厳しく冷たい意思が伝わってくる。

　彼が不機嫌なのは奈月への嫌悪感だけでなく、不本意なこの状況に対する苛立ちもあるだろう。

「この結婚に感情はいっさいない」

　奈月への不快感を隠しきれなかったのか、彼の整った顔がわずかにゆがんだ。

　記憶の中の和泉はいつも優しく愛情を向けてくれていたのに、今は嫌悪感を隠す気もないようで忌々しそうに奈月を見下ろす。目の前に現実を突きつけられると胸が突かれたように鋭く痛む。

　けれどあふれそうになる感情を必死に抑え、冷静さを装い答えた。

「はい。政略結婚だとわかっています」

「さぞかし不本意だろうな。あれほど俺と別れたがっていたのだから。なぜ和倉愛理ではなくお前が選ばれたのかわかるか？」

「いえ……」

「俺はもう結婚を望んでいなかった。それでも妻を迎えなくてはならないなら、割りきれる相手がいいと考えた。お前なら労わりや気遣いなどしなくていいからな」

　奈月は思わず目を伏せた。愛理でなく奈月が指名されたのは司波家当主の意向と聞いていたけれど、真実は違ったのだ。

　あくまで和泉の希望。名ばかりの妻として扱っても罪悪感を持たなくていい相手を彼は選んだだけ。

（私だったら傷つけていいから……）

　先に傷つけたのは奈月だ。だから和泉に冷酷な態度を取られても仕方がない。でもそれで和泉は幸せなのだろうか。

「結婚自体を断った方がよかったのでは？」

「そうはいかない、これは政略結婚だからな。司波家の次期当主として妻を娶めとらなければならない、もちろん跡継ぎもつくる」

「……そうですね」

　つらさを見せないようにするため、久しぶりの再会だというのに言葉は少ない。

　再会したらまずは謝ろうとしたけれど、彼にとって今さらの謝罪などわずらわしいだけだろうと思うと勇気が出なかった。

　そんな態度を取ったからか、和泉は奈月も同じ気持ちなのだと受け止めたようだ。

「わざわざ言う必要はなかったようだな」

　皮肉気に笑いながら言い捨て、その場から立ち去った。

　扉が閉まり奈月がひとりきりになると、途端に部屋は沈黙で満たされた。

　奈月は詰めていた息を吐きその場にしゃがみ込んだ。

　立ち上がる気力が湧かず、そのまま膝に顔をうずめる。

　短いやり取りでも受けた痛みは大きく、いまだズキズキと疼き体中を巡っているようだった。

（和泉の……あんな冷たい目、初めて見た）

　突き放したような眼差しを向けられ、完全に嫌われたのだと改めて自覚した。

　奈月への愛情を惜しみなく伝えてくれていた優しい瞳は、もう見られないのだ。

　悲しさが込み上げるのを止められなかった。




　その後亜貴が戻ってきて、慌てて涙を拭い取り繕う。

　亜貴はほんのわずかだけ眉をひそめたので奈月が泣いたと気づいたのかもしれないが、理由を追求してはこなかった。

「和倉さん帰られたわ」

「お見送りいただきありがとうございます」

「いいのよ。ところで和泉はどこに行ったのかしら？」

　亜貴は怪訝そうに首をかしげる。

「少し前に出ていかれたんですが、行き先は聞いていません」

「婚約者を置いていなくなるなんて気がきかないわね。本来なら和泉が奈月さんを案内するべきなのに」

　亜貴は不愉快そうにつぶやいてから、気を取り直したように言う。

「ごめんなさいね。なにが気に入らないのかわからないけどここ最近機嫌が悪いのよ。そのうち治ると思うからあまり気にしないで」

「はい」

　亜貴は奈月と和泉の関係について知らないようだ。それから和泉の意向も。

「奈月さんが使う部屋に案内するわ」

「ありがとうございます」

　亜貴について応接室を出て、広々としたロビーの階段を上った。

　司波家は広い洋館で天井も高い。長い階段を上りきると広い廊下があり部屋が並んでいる。

「奈月さんの部屋は南側にあるの。和泉の部屋の隣よ」

「えっ！」

　思わず声をあげた奈月に、亜貴は苦笑いをする。

「婚約者なんだからその方がいいでしょう？　コネクティングドアなんてものはないから心配しないで」

「あ、はい」

　亜貴は別方向の問題で奈月が心配していると勘違いしたようだ。でも奈月が不安なのは、和泉と顔を合わせる機会が増えること。

　毎回うんざりしたような軽蔑の目で睨まれたらと考えると怖い。

　和泉だって、奈月が視界に入るのは嫌だろう。

　だけど部屋を変えてほしいと言い出せるはずもなく、亜貴について今日から暮らす部屋に入った。

　中は窓から降り注ぐ光であふれていた。

「……素敵な部屋」

　奈月のために用意したという部屋は、ウォールナットのシックな家具に生成りの上品なファブリックで整えられた落ち着いた雰囲気の部屋だった。

　和倉家の奈月の部屋より倍は広く感じるから、十畳以上あるのだろうか。

　贅ぜい沢たくで何不自由ない部屋だった。

「ひと通り揃えたけれど、足りないものがあったら遠慮なく言ってね。私でも和泉でもいいから」

「ありがとうございます。でも十分です」

「そう？　ずいぶん遠慮するのね。夕食は午後七時からだからその頃にまた声をかけるわ。荷物の整理もあるだろうしゆっくりしてね。あ、手伝いの者が必要かしら？」

「いえ、ひとりで大丈夫です。本当に気遣ってくださりありがとうございます」

「家族になるのだから当然よ」

　亜貴は「後でね」と言い残し、部屋を出ていった。

　ひとりきりになると奈月は脱力して部屋の中央の小さめなソファに腰を下ろした。

　茶色の布製で、ふんわりと座り心地がいい。

　目を閉じて息を吐く。朝から緊張し通しですっかり疲れ果てていた。

（この先どうなるのかな）

　亜貴が気さくないい人でよかったけれど、和泉に許しを得るのは困難だ。

　ふと気がついた。

（もしかして、和泉には新しい恋人がいるのかな）

　彼は女性から人気がある。恋人になりたいと望む女性は奈月と交際している間も後を絶たなかった。

　フリーになった後、誰かの誘いにのり意気投合したのだとしたら。

（結婚が難しい相手と付き合っているとか？）

　だから形だけの結婚をしようとしているのか。勝手な妄想がどんどん広がっていく。考えても自分がつらくなるだけなのに止められない。

（だめ、もっとしっかり今後について考えないと）

　深雪たちからアドバイスされたように和泉に協力してもらうのは無理だ。だけど和泉は都合のいい婚約者を望んでいる様子だから、叔父たちがもくろむように、奈月が婚約者失格のレッテルを張られたうえで追い出される展開にはならないように思う。

　とはいえ、ずるずる時間が過ぎたら痺しびれを切らした叔父家族がよくない動きをしそうで不安だ。

（明日、深雪さんたちに相談してみようかな）

　あれこれ考えながら何気なく部屋を見回した。クローゼットらしき扉の前に事前に送っておいた段ボール三箱が積んである。先ほどは見逃していたが、事前に奈月が和倉家から送っておいたものだ。

「片づけないと……」

　気は重いけれど立ち上がり、段ボールの前に座り込む。

　フローリングの床の大部分には毛足の長いフカフカの絨じゅう毯たんが敷かれているので、そこに座り込み段ボールを開封して中身を取り出す。といってももともと荷物が少なかったのでたいした量はない。少しの着替えと広川堂の制服。和食器や器の書籍。それから両親の形見の品くらいだ。

　クローゼットの扉を開けて中を確認したところ予想以上に広く、六畳近くありそうに見えた。持ってきた荷物をすべてしまってもガラガラだ。

　とりあえずひとつずつ片づけていこうと立ち上がる。

　しかし突然強い目眩が襲ってきて、その場に崩れ落ちてしまった。

「え……なに？」

　頭がぐらぐらして立ち上がれない。

（な、なんで？）

　こんなのは初めてだ。基本的に健康で今まで倒れた経験なんてないのに。

　ここ最近気が休まらなかったから、知らない間に体調がおかしくなっていたのか。

　なんとか立ち上がろうとするけれど力が入らない。それどころかさらに目眩がひどくなる。助けを呼ぼうにも大きな声を出す気力もなかった。

　まぶたが重く、意識が遠くなりそうな気配が漂っている。

（こんなところで倒れたらだめ）

　そう思いながらも体から力が抜けていくのを止められない。奈月の意識は暗闇に包まれた。




　寒さを感じて目が覚めた。

（あ……私、倒れちゃってたんだ）

　辺りはすっかり暗くなっている。目を凝らして壁の時計を見ると午後六時三十分をさしていた。三時間以上倒れていたことになる。

　ゆっくりと体を起こしてみた。先ほど感じた目眩は一時的なものだったのか、今はすっかり治まっていた。ただ体のだるさはある。

「もしかして病気なのかな」

　和泉と別れてからは精神的にいっぱいいっぱいで体調にまで気を配っていられなかったけれど、近いうちに病院に行って検査した方がいいかもしれない。

　スケジュールを考えていると、部屋にノックの音が響いた。

「はい」

　髪を手で整えながらドアに向かったが、たどり着く前にカチャリと扉が開いた。

「あ……」

　入ってきた人物を目にした奈月は、動揺してその場に立ち尽くした。

（和泉……）

　まさか彼が来るとは思わなかった。先ほどの冷たい態度を思い出し、自然と体が震えだす。

（またさっきみたいな話だったらどうしよう）

　表情もこわばっているようで、それに気づいた和泉が眉をひそめる。

　彼は部屋を見回しクローゼットの前の荷物を見つけた。

「片づけ中だったのか？」

「はい」

　奈月は不安を覚えながらうなずいた。

「少し話がある」

　ああ、やはりと心が重くなった。昼間よりももっときつい内容だったら冷静でいられるか自信がない。

　聞きたくないなんて言えるわけはないけれど、怖かった。

　だんだんと心拍数が上がっているのがわかる。息苦しさが襲ってきた。

「聞いているのか？」

　責めるように問われ、うつむいていた顔を上げる。

　しかしその瞬間先ほどの目眩がぶり返し、体が大きくよろけた。

「奈月？」

　和泉の焦ったような大声が聞こえた直後、体は温かさに包まれた。

「奈月、おい、どうしたんだ？」

　和泉が焦ったように奈月の顔を覗のぞき込む。

　その表情に嫌悪感は見あたらなかったのでほっとした。けれど目の前は暗くなり、彼の顔がかすんでくる。

「ごめんなさい……」

「奈月！」

　和泉のその声を最後に、奈月は再び意識を失った。




「奈月……奈月」

　誰かが必死に呼びかける声が聞こえた。

　ゆっくりと目を開く。ぼんやりとした視界に端整な顔立ちのアップが映り込む。

「……和泉」

　かすれた声で答えると、彼はほっとしたような表情になった。

「気分はどうだ？」

「え？」

「俺と話していたのは覚えてるか？　あの後急に倒れたんだ。二時間ほど意識が戻らなかった」

　和泉の言葉で、そのときの状況を思い出した。

「あ……ごめんなさい、迷惑をかけて」

　奈月はベッドに横になっている。状況的に和泉が運んでくれたのだろう。

「医者が待機している」

　和泉の言葉に奈月は目を見開いた。

「お医者さまを呼んでくれたの？」

「目が覚めたと伝えてくる。そのまま待ってろ」

　和泉は奈月の返事を待たずに部屋を出ていく。直後、彼の代わりに初老の医師がやって来た。

「失礼します」

　奈月が戸惑っている間に、医師は手際よく診察を進めた。

「はい、これで終了です。検査の結果が出るまで横になって待っていてくださいね」

「はい」

　言われた通りベッドで横になって待っていると、再びうつらうつらしてまぶたが重くなる。

（どうして……眠くて仕方ない）

　短い時間だけれど眠っていたようだ。ドアが開く音にはっとして目を開く。

　部屋に入ってきたのは、顔をこわばらせた和泉だった。

　奈月はかけ布団を掴み身を固くする。どうしても和泉と顔を合わせると緊張してしまうのだ。

「あ、あの……」

　医者を呼びにいく前は心配してくれていたようにも思えたが、今の和泉から気遣いは感じない。怒りを宿した目で奈月を見下ろしている。

「妊娠しているそうだな」

「え？」

　冷ややかに告げられ、一瞬なにを言われたのかわからなかった。

「子どもができているとなぜ言わなかった？」

　責めるような和泉の言葉に、奈月は答える余裕がないほど動揺していた。

（私が……妊娠している？　まさか……）

　自分の体の中に新しい命が宿っているなんて、信じられない。

（そんな兆候はあった？）

　目まぐるしく考える。

（そういえば生理が来ていない）

　だけど普段から不順気味なため、たいして気にしていなかった。まさか妊娠していたなんて。

（……本当に？）

　腹部をそっと触ってみる。まだなんの変化もない。

「気づいていなかったのか？」

　和泉は驚いた表情をしていた。奈月は小さくうなずく。

「気づかなくて……今でも信じられない」

　和泉は疲れたように息を吐く。

「事実だ。時期的に俺の子の可能性がある」

「え、可能性って？」

　言われた意味が理解できず、奈月は和泉を見つめる。彼は苛立ちを抑えきれないように声を荒らげた。

「とぼけるな！　俺以外にも父親の可能性がある男がいるだろう！　好きな男ができたから別れたい、お前はそう言ったんだからな」

「あ……」

　彼に別れを告げたときの自身の言葉を思い出した。

『和泉より好きな人ができたの』

　和泉が疑うのも当然だ。ざっと血の気が引いた。

「わ、私には……」

　ほかの男の人なんていない。そう訴えたくても声が出せなかった。

（信じてもらえるわけがないじゃない）

　和泉の険しい顔、ままならない体。

　現実が恐ろしくてなにも考えられなかった。










偽りの婚約者




　予想もしていなかった妊娠に奈月はひどく混乱していたが、それは司波家の人々にとっても同様だった。

　和泉は思い悩んでいるようでときどき上の空になり、奈月が視界に入ると顔をしかめる。妊娠についての誤解を解きたくて勇気を出して話しかけても無視されたうえに、同じ空間にはいたくないとでも言うように足早に立ち去ってしまった。奈月に対して憎しみを募らせているのはあきらかで、それ以来声をかける勇気が持てない。ふたりの距離は開くばかりだった。

　亜貴は和泉と奈月の交際を知らなかったため、ショックを受けた様子だった。

　仕事で留守にしていた和泉の父は、亜貴から報告を受け急遽帰宅した。

　和泉に伴われて挨拶をしたもののあきらかに不快そうで、気まずさは増すばかり。

　義父はすぐに奈月の叔父を呼び出した。両家での話し合いの席に和泉は呼ばれたが、奈月には声がかからなかった。

　ただ話し合いの後に叔父が奈月の部屋にやって来て、激しく罵倒をされた。

　叔父にとっても青天の霹へき靂れきだから怒るのは予想していたものの、つばが飛ぶほど激高する姿はあまりに恐ろしい。

　しかし一番悲しいのは、広川堂の仕事をあきらめなくてはならなくなったことだ。

　体調が優れないだけでなく、司波家側からも強く止められたため続けるのは無理だった。

　好きな仕事ができず慣れない場で生活をする日々は、孤独でつらいものだった。

　初対面では親切だった亜貴も、妊娠発覚以降は奈月に対してよそよそしい。突然の状況に戸惑っているのはわかるが、いっそう身の置き場のなさを感じる。

　かといって和泉に頼るわけにもいかず、一日中自室に閉じこもって過ごしていた。




　そんなある日。

　珍しく気分がよかったせいか庭を散歩したくなり自室から出た。

　玄関はいつ来客があるかわからないので、別の出入口に向かう。

　出入口近くの部屋は北側で日あたりが悪いため普段使われていないのだが、奈月が通りかかったときに思いがけなく話し声が聞こえてきた。

「どうしてもたもたしているの？」

　責めるような声は亜貴だった。

（どうして彼女がこんなところに？）

　そう思った直後、低い男性の声が答えた。

「その件は放っておいてくれ」

　和泉だった。奈月は動揺してその場に立ち尽くした。

（なぜこんなところで話しているの？）

　リビングでも和泉の部屋でもなく、まるで人目を避けるようになにを話しているのだろう。

（亜貴さん焦っているみたいだけど）

　司波家で問題が起きているのだろうか。

　かなり気になるけれど、盗み聞きはよくないので立ち去ろうとしたそのとき。

「奈月さんのおなかの子の父親は和泉じゃないかもしれないのよ？　ＤＮＡ検査をしてはっきりさせるべきだわ」

　冷たいものを飲み込んだように、胸の奥がひやりとした。

（亜貴さんにも疑われているの？）

　まさかそんな目で見られているとは思わなかった。なぜなら妊娠が発覚した後に、数カ月前まで付き合っていたと和泉が関係者に説明したからだ。そのとき亜貴は驚きながらも納得したはずなのに。

　軽蔑されても仕方がないけれど、それは婚約する前にしっかり避妊をしていなかったからだと思っていた。

（亜貴さんは和泉の説明自体を信じてなかったんだ）

　バクバクと心臓が音を立てる。嫌な汗が滲み、目眩がしそうだった。逃げ出したいのに体がうまく動かない。

「検査はまだ考えていない」

「どうして？　ちょっと悠長すぎるんじゃないの？　もう検査をできる時期なんだし今すぐしなさい。このままでは司波家の血を引いていない子どもを妊娠した女性と結婚することになるのよ、わかってるの？」

　亜貴の苛立った声が聞こえてくる。

「言われなくてもわかっている。口出ししないでくれ」

「するわ。これはあなただけの問題じゃないの。司波家の問題よ。いいわ、私が奈月さんに話します。やましくないなら断らないはずよね？　彼女は和泉以外とは付き合っていないのよね？」

「それは……」

　和泉が言葉を濁した。彼は奈月がほかの男性と関係を持っていた可能性が高いと考えているのだから当然の反応だ。それでも胸が痛んだ。

（これ以上聞きたくない）

　固まった体を無理やり動かし、音を立てないように移動する。

　庭に出る扉にたどり着くと、そっと開き外に出た。

（司波家の人たちが私をどう思っているのか、はっきりわかった……）

　まったく信用されていないのだ。

　実の弟である和泉の説明すら信じないほど、奈月に不信感を持っている。

　司波家で働く人たちも、心の中では奈月に疑いと軽蔑の目を向けているのかもしれない。

（みんなに疎まれてるんだ）

　この状況を招いたのは自分自身だけれど、つらすぎる。

　花壇横のベンチに腰を下ろし、うなだれた。

（ＤＮＡ検査ってどういうものなんだろう）

　まだとても小さな赤ちゃんにそんな検査をして問題はないのだろうか。痛みや苦痛があるのだとしたら怖い。

　考えれば考えるほど不安が込み上げる。

　検査なんてしたくない。だけど子どもの父親は和泉だと言い張ったところで、誰も納得してくれない。

　亜貴のあの剣幕では、近いうちに奈月の意思とは関係なく検査の運びになるはずだ。

（でも和泉は乗り気じゃなかった気がする。面倒そうだった……どう考えているのだろう）

　付き合っているときは彼の気持ちがわかると思っていた。でも今はまるでわからない。別れてまだ三カ月ほどしか経っていないのに、計り知れない距離を感じる。

　考えに沈んでいるうちに日が沈み、気温が下がり始めた。冷たい風が吹きつけて奈月は身をすくませた。

「寒い……」

　居心地の悪い家の中に戻りたくないけれど、体を冷やすのはよくない。

　仕方なくベンチから立ち上がったそのとき、思いがけない声がした。

「奈月！」

「え？　……和泉？」

　奈月が出てきた扉とは別方向から和泉が駆け寄ってくる。

　彼は奈月の目の前で立ち止まり、眉をひそめながら口を開いた。

「ずっとここにいたのか？」

　硬い表情だけれど、怒っているほどではないように見えた。

　奈月は小さくうなずいた。

「こんなところでなにをしていた？　今は普通の体ではないとわかっていないのか？」

「あの、少し散歩をと思って」

　奈月は戸惑いながら頭を下げた。

「散歩をするのは自由だが、誰かに声をかけてからにしろ」

「そうですね、気がきかなくてごめんなさい」

　もう辺りは薄暗闇に包まれていた。

　気まずい空気が流れているが、なんとなく揃って歩きだす。

　当然のように会話はない。けれど奈月の心は揺れていた。

（和泉と並んで歩くなんていつぶりだろう）

　以前は数歩歩くと、和泉の大きな手が奈月の手を包んでいた。

（彼と手をつないで歩くのが好きだったな……）

　あんなふうに温かい手に包まれ、幸福を覚えながら寄り添うことはもう二度とないのだろうけれど。

　虚しさが襲い、歩みが止まる。

「どうした？」

　和泉がすぐに気づき立ち止まる。

　奈月を気遣うようなその態度が意外だった。

「いえ、ぼんやりしちゃって」

「それならいいが」

（機嫌が悪かったんじゃないの？）

　亜貴と言い争っているときはイライラした声音だった。

（検査の件はいつ言われるんだろう。こんな大事になっちゃって和泉はこの先どうするつもりなのかな）

　亜貴があの様子では、義父はもっときついことを言っている可能性がある。奈月の知らないところで、和泉は責められているかもしれない。

「次に病院に行くのはいつだ？」

「え？」

　突然話しかけられたので驚いた。びくりとする奈月に和泉はむっとしたように眉根を寄せる。

「定期的に検診に行くのだろう？　次はいつなんだ？」

「あ……ええと、来週の火曜に」

「そうか」

　和泉はうなずくと再び口を閉ざした。病院の話が出たので検査についても触れられるかと身構えたものの、彼はその話題に触れてはこなかった。

　沈黙のまま、和泉は奈月を部屋まで送ってくれた。

「あの、ありがとうございます」

　お礼を言う奈月に和泉は返事をせずに、その場を去っていった。

　そっけない態度に、ため息が漏れる。

　あんなに優しかった彼の冷たい言動を目のあたりにすると、自業自得だとわかっているのに傷ついてしまう。

　憂鬱な気持ちになりながらソファに腰を下ろした。

（こうしてゆっくりできるだけでも、恵まれているんだよね）

　物理的には不自由なく過ごせている。孤独がつらいなんて嘆くのはわがままなのだろう。

　司波家の立場で考えればＤＮＡ検査をするのもあたり前だ。

（そういえば、和泉は肝心な点を聞いてこない）

　子どもの父親が自分ではない可能性があると疑っているのに、どこの誰と付き合っていたのか追求はしてこないのだ。

（どうしてなのかな）

　亜貴との会話でも検査に積極的ではなかったし、まるで事実を確認するのを億おっ劫くうに感じているようだった。

　ただ面倒だからなのか、それとも別の考えがあるのか。

　考え込んでいると隣の和泉の部屋の扉が開く音がした。

　続いて足音がして遠ざかっていく。

（今日も出かけるのかな）

　和泉はここ最近不在がちだ。平日の帰宅は深夜。今日のような休日でも夕方からどこかに出かけ、何時に戻っているのかわからないほど帰宅時間は遅い。

　付き合っていたときの彼とはあきらかに生活スタイルが違っている。

　出かけてばかりでは疲労がたまってしまわないかと心配だったけれど、奈月の気遣いなんて不要だろう。

　それに和泉は新しい恋人に会いにいっているのかもしれないのだから。




　通院日を聞いてきたわりには、当日になっても和泉はなにも言ってこなかった。

　心の片隅で通院に付き添ってくれるのを期待していたようで、がっかりしている自分に苦笑いが込み上げる。

（嫌われてるってよくわかっているのに、どうして期待しちゃうのかな）

　今日で二回目の通院のため、まだ産婦人科に慣れていない。ひとりで行くのが心細いから彼に頼りたくなるのだろうか。

　妊娠がわかった後、奈月なりにマタニティライフについて調べたが、一般的な家庭は夫婦で協力して妊娠期間を乗り越えるようだ。

　体験記には〝夫が支えてくれるからつらい悪阻を乗り越えられた〟というものがあった。

　奈月の悪阻はそれほどひどくないけれど、それでも初めての妊娠は不安だらけだ。頭では和泉を頼ってはいけないと理解していても、心ではそんなふうに割りきれない。

（和泉にそばにいてほしい。大丈夫だって言ってほしい）

　ときどきどうしようもなく恐怖を感じる。

　なにが怖いのか自分でもわからないけれど、そんなときたまらなく不安を感じた。

　病院でパートナーに付き添われた女性の姿を見たとき、悲しさが襲ってきた。

（うらやましいなんて思ったらだめ。病院も手配してくれたし、送迎に車も用意してもらえる。私だって恵まれている）

　そう言い聞かせ気持ちを保つようにした。

　奈月の妊娠の経過は順調のようだ。

　妊娠十四週。外見上の変化はほとんどないが、確実に命は育っている。

　エコーに映る小さな白い影を見ると胸がいっぱいになった。現状はつらく苦しいけれど、この子が今もがんばって育っているのだと、妊娠して初めて喜びを感じた。

　母親になる覚悟なんて少しも持てていなかったのに、大切にしたいという気持ちが湧いてくる。

（和泉にも見てもらいたいな）

　信じてもらえなくてもこの子は間違いなく彼の子どもなのだから。

（彼は見たくないだろうけど……でも、本当にこのままでいいの？）

　赤ちゃんの存在を実感したせいか、それまでとは違う考えが生まれ始めた。

　奈月が認められないのも疎まれるのも仕方ない。けれど、生まれてくる子どもにはなんの罪もない。それなのに父親に認めてもらえないなんてかわいそうだと。

（検査が怖いなんて言ってる場合じゃない）

　和泉の子だとしっかり証明するべきだ。結果が出たところで奈月への不信感がなくなるわけではないだろうが、子どもの立場は安定する。

　帰ったら和泉に検査をすると言おう。そう決意を固めた。




　意気込んでいたものの、和泉は朝仕事に出たきり夜八時を過ぎても帰宅しなかった。

　今日も外泊なのだろうか。妊婦検診に行くとわかっているのだから帰宅してくれると思っていたけれど。

「甘かったな……」

　はあとため息をつく。また勝手な期待をしていた。

　どうしても以前の彼の優しさを思い出してしまうのだ。

　あのとき別れていなければ、きっと今頃は不安にならないようにそばで支えてくれたはずだ。

（病院にも付き添って、ＤＮＡ検査なんてしなくても信じてくれたよね）

　和泉と過ごした日々を思い出し感傷に浸っていると、部屋にノックの音が響いた。

「はい」

　和泉かもしれない。

　落ち着かない気持ちで座っていたソファから立ち上がる。しかし開いたドアの向こうにいたのは亜貴だった。

「……亜貴さん？」

　仕事帰りなのかネイビーのスーツ姿の彼女は、浮かない表情をしていた。

「奈月さん、少し話があるのだけれど」

「あ、はい、どうぞ」

　検査の話だろうか。緊張しながらドアの前から下がる。

　亜貴は背もたれのない椅子に腰を下ろし、奈月にはソファに座るよう促した。

「長居しても悪いから単刀直入に言うわね」

「はい」

「奈月さんには検査を受けてもらいたいの」

　予想はしていたのにひやりとした。しかし覚悟はできているので取り乱さずにうなずけた。

「はい」

　亜貴は意外そうに眉を上げる。

「なんの検査かわかっている？」

「ＤＮＡ検査ですよね。私も子どものために受けた方がいいと考えていました」

「……和泉の子だという自信があるの？」

「はい。誓って彼の子だと言えます」

　亜貴は疲れたように息を吐いた。少しの沈黙の後に口を開く。

「ごめんなさい。私はその言葉を素直に信じることができないわ」

「それは……仕方がないと思います」

「あなただけでなく和泉の説明も信用していないの。和泉はあなたと付き合っていたという事実を、父にも私にも隠していたのよ、わざとね。ところで奈月さんは今回の縁談の経緯を知っているの？」

「詳しくは知りません」

　奈月がわかっているのは、司波家に嫁ぐのが和泉の意向で愛理から奈月に代わったということ。

　その理由は和泉が気を使わなくてよい相手がよかったからだけれど、和倉家に対してはもっともらしい理由をつけているはずだ。

　ただ叔父家族は奈月に詳細を教えようとしなかった。

「父は奈月さんの従妹の愛理さんとの縁談を進めていたわ。でも話が具体的に進み出した頃に、和泉が言ったのよ。和倉家の令嬢を司波家に迎えるなら奈月さんの方がいいだろうって。本来奈月さんのお父さまが和倉家を継ぐはずだったのだからって、正当性にこだわったのよ」

　亜貴の告げた理由は、奈月を選んでもおかしくないように無理やりこじつけたものだと思った。

（正当な跡継ぎかどうかなんて和泉は気にしなそうだもの）

　名門の御曹司であるにもかかわらず、彼は血筋とか家柄を気にしない人だった。

「和泉が正当性なんて言い出すとは思わなかったから驚いたけれど、私は愛理さんが司波家に入るのに抵抗があったから余計な口出しはしなかったわ」

「え……愛理に問題があったんですか？」

　愛理はなにをしでかしたのだろう。

「大きな問題はないわ。ただ、あなたを除く和倉家の人たちの言動に少し違和感があったから」

「違和感？」

「父は気にしていないけれど、私は司波家とは合わないと感じたのよ」

　亜貴はさらりと流した。おそらく叔父たちの言動に不満を持っているのだろう。ただそれを奈月に言う気はないようだった。

「奈月さんだけは違うと思っていたのに、和泉と交際していたのを隠し、まるで初めて会ったかような態度を取っていた。なぜそんな演技をしたのか理解できないわ。和泉の説明では夏に別れたきりで気まずかったからと言っていたけど、隠す理由にはならないでしょう」

「はい……」

　亜貴の言い分はもっともなので、言い返せない。

「和泉以外の男性と付き合っていない証拠もない。申し訳ないけれど私は奈月さんを信用できないの。だから検査を受けてもらいます」

「亜貴さんが信用できないという気持ちは当然です」

　もし自分が亜貴の立場ならかなりの不信感を持つはずだ。

「姉の私が口出しするのは不満でしょうけど、私はこの家を守りたいの」

「不満だなんて思っていません。それに私も生まれてくる子どものためにも真実をはっきりさせたいと考えてます」

「そう。物わかりがよくてよかった。ではすぐに段取りをするから、よろしくね」

「はい」

　亜貴は足早に奈月の部屋を出ていった。緊張から解放され、奈月はほっと胸をなで下ろした。

（検査の件を和泉に報告したいな。それからできればエコー写真も見てもらいたい）

　彼の足音が聞こえるのを待っていたけれど、次第にまぶたが重くなり強い睡魔が襲ってきた。

　和泉に会えないまま、奈月は眠りの世界に沈んでいった。




　十一月中旬。ＤＮＡ検査の結果が届いた。

　胎児の父親は和泉と科学的に証明されたのだ。

　初めから結果はわかっていたけれどほっとした。

　義父と亜貴は冷静に結果を受け止めていた。和泉は無言だったが、動揺しているのが表情でわかった。

　ただその感情がなんなのか。憂鬱になっているのか、それとも喜んでいるのかまでは読み取れなかった。

　歓迎はされていないものの、赤ちゃんが和泉の子だとはっきりしたおかげで、気持ちは楽になっていた。

　奈月は妊娠十八週を迎えていた。これまで妊婦らしさが見られなかった体にも、だんだん変化が起き始めている。

　下腹部が膨らみ、階段の上り下りで息切れがする。それに加えて食欲が増えていた。

　幸い検診の結果は良好で、実に順調な経過だった。

　そんなある日の午後。奈月は自室のソファに座り、熱心にスマートフォンの画面を眺めていた。

　マタニティライフのあらゆる情報が集まっているサイトでいろいろと研究しているのだ。

　今確認しているのは、出産準備と、赤ちゃんに必要なもの。

　合わせるとかなりの量になる。手持ちでは代用できないものばかりなので、そろそろ揃えないといけない。

　体調が比較的良好な今のうちに買い物に行きたい。インターネットで注文できるけれど奈月は実物を見たいタイプだ。

（でも和泉には相談しづらい。黙って買ってきていいのかな……）

　赤ちゃんの父親が和泉だとはっきりしてからも、和泉との関係に大きな変化はなかった。

　彼が奈月の部屋を訪れることはないし、生活時間もわざと避けているのかと疑うほどすれ違う。一度偶然廊下ですれ違ったが、近づくなとでも言うように睨まれた。

　自分の子だから妊娠の経過について気にするようになるかと思ったがそんなことはなく、もう何日も和泉から声をかけられていない。

　相変わらずの孤独な生活。

（でも……外泊はなくなったみたい）

　奈月が食事をする時間には不在だけれど、夜の十時頃には帰宅している様子だった。帰宅後外出する気配もない。

（もしかして、彼女と別れたのかな？）

　だから毎日帰ってくるようになったのだろうか。

　少し期待したけれど、別れたからといって奈月に対する感情が変わるとは思えない。

　自分から話しかける勇気が持てないまま、彼の気配を感じる毎日を送っていた。

　ただその間にも赤ちゃんは成長をしていく。いつまでも逃げ続けているわけにはいかなくなってきた。




　夜の十時三十分。奈月は意を決して部屋を出た。

　行き先は隣の和泉の部屋だ。

　彼は十五分ほど前に帰宅したようだから、着替えをしてひと息ついたところを見計らって来たのだ。

　パジャマの上にロングカーディガンを羽織り、手にはスマートフォンを握っている。

　部屋のドアの前でごくりと息をのんでから、勇気を出してノックをした。

　緊張しながら反応を待っていると、返事はなくいきなりドアが開く。

　和泉はドアの前に立つ奈月を視界に入れ、目を見開いた。どうやら奈月の訪問は予想外だったようだ。

「あ、あの。少し話があるんですけど。今時間ありますか？」

　やけに早口になってしまった。和泉が迷っているのに気づきさらに加える。

「大丈夫なら私の部屋に来てもらっていいですか？」

　プライベートな空間に奈月が入るのを嫌がるだろうと思い、彼の部屋ではなく自分の部屋で話そうとした。けれど彼はドアを大きく開き、奈月を室内に入るよう促した。

（いいのかな？）

　彼の部屋に入るのは初めてだ。

　ぶしつけにならない程度に辺りを見回す。奈月の部屋と同じ広さと造りで、実用的な家具が揃えられていた。目を引くのは大きな机と壁面の本棚だった。

（ここでも仕事をしてるんだ）

　和泉の部屋のソファは一人掛けだった。彼は奈月にそこに座るように言い、自分は机に収まっていた背もたれつきの椅子に腰を下ろした。

「なにかあったのか？」

　和泉は奈月を見つめながら問いかけてきた。

　怒っても迷惑がってもいないように見える。かといって歓迎している気配はない。

　奈月は心を落ち着かせながら切り出した。

「あの、そろそろ出産準備に必要なものを揃えたくて……私が選んで買ってきてもいいですか？　それからベビーベッドは私の部屋に置いて大丈夫ですか？」

「……部屋については考えておく。買い物は、ひとりでは無理だろう」

　和泉の視線は奈月の腹部に向いていた。比較的厚手のカーディガンで覆っているので膨らみはそんなにわからないはずだけれど、和泉の視線ははずれない。

「あ、今ならまだ大丈夫。でももっとおなかが大きくなったら動き回るのが大変になるそうなので、今のうちに済ませておきたいと思って」

　奈月は少し戸惑っていた。予想では和泉はそっけなく了承するはずだったのだ。

（どうして渋ってるんだろう……まさか、自分で選びたいとか？　いや、それはないよね）

　悲しいけれど和泉は、奈月の子どもの誕生に関心を持っていないのだから。

「俺が手配するから、必要なものを教えてくれ」

　奈月は思わず瞬まばたきをした。

（え……本当に自分で選びたいの？）

　まさかの展開だ。ただ、奈月としてはすべてを彼に任せるのにためらいがある。赤ちゃんの使うものは自分で選びたいし、そこは譲ったとしても出産に必要な下着などは絶対に自分で買いたい。

（困ったな……）

「不満そうだな」

「いえ、そうじゃないけど……」

　しばらく迷ってから、妥協案を提案してみた。

「それじゃあ大物はお願いして、細々したものは私が買ってきてもいいですか？」

「それでは意味がないだろ。妊婦が長時間の買い物をするのはよくない」

　即答で拒否された。

「でも、自分で見て選びたいものもあって」

「それなら一緒に行く」

「え……」

（和泉が一緒に？）

　奈月は思わず口をぽかんと開けた。まさかそんな申し出をされるとは。

「いつ行く予定だ？」

「あの……次の検診が来週にあるからその帰りに」

「わかった。スケジュールを調整するから時間を知らせてくれ」

「……はい」

　淡々と話がまとまったので、奈月は和泉の部屋を出た。

　ぼんやりとしたまま自分の部屋に戻る。

（和泉と買い物？）

　彼は平然と言っていたけれど、奈月としては信じられない状況だ。

（大丈夫なのかな……）

　気まずくて買い物どころではなくなりそうな不安がある。

　でも先ほどの和泉の態度は、今思うと冷たさがほとんどなかった。笑顔はなくても拒絶の壁のようなものはなくなっていた。

（少し態度がやわらかくなってる？）

　和泉との関係が変化している。そんな期待をどうしても消すことができなかった。




　妊婦検診当日。驚くことに和泉は一日休みを取っていた。

　しかも検診から付き添うと言い出したのだ。

「え、でも……」

　戸惑う奈月に、和泉は不機嫌そうな顔をする。

「俺がついていったら困るのか？」

「いえ、そういうわけじゃないけど」

（和泉こそ嫌じゃないの？）

　そう思ったけれどとても言える雰囲気ではない。

　結局和泉の車で病院へ向かうことになった。

　当然のように車内では無言。気まずさで息が苦しくなる。

　彼と話すのが楽しくて仕方なかった頃が嘘のようだ。

　和泉は病院には入らず、車で待っていると言った。

　ほっとした反面、診察室までは付き添うつもりがないというところに、彼が奈月の出産をどう考えているのかが表れているのだと感じた。

（きっと最低限の義務を果たそうとしてるんだ）

　奈月の方から買い物に行きたいと言ったから、付き合ってくれているだけ。

（診察についてきてって言ったらどうしたのかな）

　そっけなく拒否されるだろうか。それとも嫌そうに顔をしかめながらも渋々ついてきてくれるのか。

（どちらにしてもうれしくない反応だよね）

　考えれば考えるほど気分が沈む。母親になるのにこれではだめだとわかっているけれど、今日はやけに和泉との関係について悩んでいる。

　きっと彼が予想外な行動に出たからだ。いっさい期待できない状況よりも、どこか希望を持ってしまうなにかがある方が、心が揺らぐのだと気がついた。

（和泉の態度が少し変わった気がするから、どこかで期待しちゃってるんだ）

　また仲よくなれるのではないかと。そんな都合のよい話があるわけないのに。




　気持ちは沈んでいるものの、妊娠の経過はかなり順調だった。

（よかった。無事に育ってくれていて）

　ほっとした気持ちで和泉が待つ駐車場へ向かう。

　彼は運転席で誰かと電話をしているところだった。楽しい会話なのか笑顔を浮かべていて、奈月の胸はドキリとした。

（和泉のあんな笑顔、久しぶりに見た）

　思い返してみれば、奈月が司波家に入ってから今日まで彼が笑っているのを見た覚えがない。

　たいてい無表情か顔をしかめているかで、とにかく近寄りがたかった。

　けれど本来の彼は優しく、よく笑う人だったのだ。ただ奈月の前で不快以外の感情を出さなくなっただけで。

（誰と話しているんだろう）

　なんとなくだけれど仕事ではない気がする。

（もしかして……彼女？）

　最近は外泊しなくなったし、休日の外出も減り別れたように見えたけれど、実際は違ったのだろうか。

　しかし誰が相手だとしても会話を聞いてはいけない気がして、車から少し距離を置いてぼんやりと立ち尽くしていた。

　すると、そう時間を置かずに和泉が奈月に気づき、それまで浮かべていた笑みを消して通話を終えた。

　彼が奈月を呼ぶ仕草をしたので、車に近づきドアを開けた。途端に和泉に問いただされる。

「なぜ、あんなところで突っ立っていたんだ！」

「え……あの、和泉が電話中だったから邪魔したら悪いと思って」

　彼は面倒そうにため息をついた。

「場所を考えろ。ほかの車の迷惑になるだろ」

「あ、そうだよね。ごめんなさい」

　今の奈月はなにをしても和泉を苛立たせてしまうようだ。

　小さくなりながら助手席に乗り、シートベルトをする。

「買い物はどこでするんだ？」

「……あの、新しくできたショッピングセンターに行きたいと思って」

　名称を伝えると、和泉はナビに入力し車を発進させた。

　できたばかりのショッピンセンターはとても綺麗で、子ども用品を扱っている店も充実していた。

　奈月は和泉との気まずさをいっとき忘れ、用意してきたリストを確認しながら見て回る。

　まずは自分に必要なものをすばやく選んでいく。だんだんと普通の服がきつくなってきたため、ゆったりしたワンピースなどを少しと下着に妊婦帯、小物など。

　マザーズバッグもあった方がいいようだが、大きめのバッグで代用できる気がする。

　奈月の場合、これが最初で最後の妊婦生活になるだろうから、なるべくシンプルな用意にするつもりだ。

　三十分もしないうちに必要なものをピックアップした。

　次は赤ちゃんのための準備品。こちらは和泉の意向を確認する必要がある。

　無言で後をついてきていた和泉に声をかける。

「後は赤ちゃんのものを買えば終わりです」

「そうか」

　和泉は興味なさそうに相づちを打った。自分で選びたそうな気配はいっさいない。

「……とくに希望がないなら私が選んでもいいですか？」

「ああ」

　あっさりと了承されたので、カートを押しベビー用品のコーナーに向かう。

　哺乳瓶など実用的な小物は、和泉の希望がない場合は口コミの評価が高かったメーカーのものを買うと決めていたので、すぐに選び終えた。

　迷ったのはベビー服だ。種類が豊富なうえにどれもかわいいので目移りする。

「これかわいいな……あ、でもこっちもいいかも」

　決めかねて同じところを何度も行ったり来たりしていると、それまで黙っていた和泉が痺れを切らしたように言った。

「気になったものはすべて買えばいい」

「でも、そんなにたくさんいらないし」

　奈月としてはこうやってどれにしようかと悩むのは苦痛ではなく、楽しいと感じていた。けれど和泉にとっては無駄な時間で、苦痛を覚えているのだと気がついた。

「ごめんなさいノロノロして。すぐに決めるから」

　ある程度絞っていた候補をもう一度しっかり見る。すると和泉が展示されていたベビー服のひとつを手に取った。

「急かしているわけじゃない。欲しいのなら遠慮しないで買えばいいと思っただけだ」

　彼はそう言いながら、自分が選んだ紺地に白の刺し繍しゅうが入ったベビー服を眺めていた。

「……それが気に入ったの？」

　上品で落ち着いた雰囲気のデザイン、和泉が好きそうなものだと思った。

　彼は答える代わりに奈月を見つめた。

「子どもの性別はわかっているのか？」

　予想していなかった質問だった。

「いえ、聞いていません」

　和泉は眉をひそめた。

「判明してから買った方がいいんじゃないのか？　いつわかるんだ？」

「生まれるまで知らされないの」

　奈月が希望しない旨を病院に伝えたからだ。

「性別はどちらでもいいと思ってるし、服は男の子と女の子、どちらが着てもいいようなものを買えばいいから」

　和泉は複雑そうな顔で奈月の話を聞いている。

「もしかして性別を知っておきたかった？　それなら次の診察のときに聞いてみますけど」

（和泉は跡継ぎとして男の子がいいと思っているのかな？）

「いや、いい。好きにしろ」

　和泉はあきれたように言ってから、紺地のベビー服をカートに入れた。

　その後、時間をかけてこれだというものを選び終えた。和泉は奈月の選択に注文をつけたりはしなかったけれど、自らが選んだものをいくつかカートに入れていた。

　会計は彼がすべて支払ってくれた。

「ありがとうございます」

「ほかに必要なものは？」

「後はベビーベッドとかの大物です」

　ただここまででかなり時間が経過しているので、後日でもいいと思った。

「体調は？」

「私は大丈夫ですけど」

「わかった」

　和泉はベビーベッドなどが展示されているコーナーに足を向ける。

「あの、和泉は時間大丈夫なの？　もし用があるなら通販でも……」

　今日はもう帰ろうと言うつもりだった。これ以上彼に負担をかけたら悪いと思ったから。

「奈月は実物を見ておきたいタイプだろ？」

「え……」

「変に気を使わなくていい。……着いたぞ」

　和泉に促されベビーベッドやバウンサーが並ぶスペースに目を向ける。

　それからもう一度視線を戻す。和泉はベビーカーが気になるのか、表示されている説明文を確認しているところだった。

　その後、無事に買い物を済ませ、品物は司波邸に配送してもらう手配をしてから屋敷に帰った。

　相変わらず楽しい会話などなかったが、行きほどの気まずさは感じなかった。

（態度は冷たいけれど、優しいところは変わってないな）

　忙しい中こうして付き合ってくれて、そっけないながらも奈月の希望を尊重してくれて。

（そういえば久しぶりに名前を呼ばれた）

　再会して以来、おそらくわざと彼は奈月の名前を呼ばないようにしていた。

　ふたりの間には距離があるのだと、はっきり線引きするように。けれど今日はいつもと少し違った気がする。彼が歩み寄ってくれたような。

　司波邸に着き車を降り、ふたり揃って玄関に向かう。

「あの、今日はありがとうございました。連れていってもらえて本当に助かりました」

　感謝の気持ちを伝えると、和泉は奈月をちらりと見てからうなずいた。

　とくに言葉はないそっけない態度。階段を上り二階に着くとさっさと先に行ってしまった。

　いつもの態度だけれど、少しだけ距離が縮んだと感じた後のせいか、寂しさが込み上げた。

（そんなに簡単に許されるわけないよね）

　がっかりするなんて身勝手なのだ。義務感からの行動だとしても和泉に感謝をしなくては。

　そんなふうに自分を戒めてから自室に入った。










和倉家




　和倉豊は和倉家の次男として生まれた。優秀な兄がいたため、家も会社も継ぐ予定はなく気楽な生活を続けて大人になった。

　一見のびのびと育った彼だが、実は心の中に強い劣等感を抱えていた。

　周りの期待を一身に受け、それ以上の結果で応え褒められる兄が目障りで仕方なかったのだ。

　幼い頃はその感情をそのまま表に出していた。そのたび大人にたしなめられたり、慰められたりしていたけれど、成長するに従い本心を出さなくなっていった。その発言が自分の立場を悪くするとわかり始めたからだ。

　表向きは兄には関心なく自由に生きる次男を演じ、心の中では強い嫉妬心を持ち続けていた。

　兄は学生時代に出会った同年代の女性と結婚をした。地味なうえに一般家庭の出身である女性を選んだ兄の気持ちを、少しも理解できなかった。

　もっといい条件の女性などいくらでもいたのに、なぜあの女なんだ。そんなふうにあきれながらも、兄の結婚に嫉妬せずに済みほっとしていた。

　それから二年後。豊は高級クラブで知り合った忍と結婚した。

　忍は出自はよくなかったものの、若くて人目を引く美人だった。兄よりも幸せな結婚をしたと、豊の自尊心は満たされた。小さな会社を興し娘の愛理も生まれ幸せな日々を送っていたが、ある日再び豊の心を乱す事件が起きた。

　会社の経営が悪化し経済的に厳しくなったのだ。

　贅沢に慣れた忍は不満を表し、家庭の中はギクシャクとし始めた。よくない状況を打開するため、疎遠だった両親に援助を求めにいった。

　実家は裕福で、援助くらい簡単にできるから小言に耐えればいい。多少文句は言われるだろうが。

　しかし事は思惑通り進まなかった。兄が邪魔をしてきたのだ。

　豊の仕事にはなんの関係もないのにしゃしゃり出て、両親が援助をするのをやめさせた。さらに、豊に経営は向いていないから和倉百貨店に入社して一従業員としてやり直せと命令した。

　おおいに不満だったが妻子を養うためにはほかに道はなく、豊は兄の命令通り和倉百貨店に入り、屈辱的な下積み生活を送っていたのだ。

　その中で兄への劣等感が増す出来事があった。それは妻の評判の差だ。

　地味で印象が薄いと思っていた兄の妻だが、周囲からの評判はかなりよかった。

　豊の美しい妻をとがめる者はいても褒める者はいないが、兄の妻は賞賛される。

　ほの暗い気持ちは日々募っていき、数年後には歩み寄れないほど兄弟の溝は深くなっていた。

　そんなある日、思いがけなく兄夫婦が事故で亡くなり、豊が和倉家の跡継ぎとなった。降って湧いた幸運だった。

　それから会社の業績悪化など問題はあるものの、満足な暮らしを送ってきた。

　それなのにまたしても、突然予想外の状況に陥った。

　兄の娘によって豊の思い描いていた、娘を司波家に嫁がせるというシナリオが崩れ始めたのだ。

　愛娘の愛理を差し置き司波家の跡継ぎの婚約者になり、さらには婚約破棄できないよう妊娠までした。

　なにもできない娘だと思っていたのに、実は信じられないほどしたたかで、虎こ視し眈たん々たんと機を狙うような娘だった。

　鎮まっていた兄への恨みが再燃するように、苛立ちが膨れ上がった。

　忍も愛理も奈月への怒りを膨らませている。

　とくに愛理は司波和泉があきらめられないようだ。なんとしても奈月を司波家から追い出さなくてはならない。

　次の手を考えるために、豊は頭を悩ませていた。










ままならない日々




　十二月に入り、妊娠二十週を迎えた。

　おなかが膨らみ傍から見ても妊婦だとわかるようになっていた。ときどきだけれど胎動を感じ、命が育っているのをさらに実感する。

　司波家での暮らしにとくに変化はない。検査で和泉の子だと判明した後も、義父と亜貴との関係は気まずいままだ。

　和泉との関係は司波家に来た当初に比べれば少しだけよくなっていた。

　ただ今は和泉が海外出張中で、物理的に距離が開いている。

　彼は数カ月に一度、長期出張で家を空ける。それは付き合っているときからなので、奈月を避けるために意図的に仕事を入れているというわけではないはずだ。

　自室で出産に必要なものの再確認をしていた奈月は、作業を止めスマートフォンを手に取り、スケジュールアプリを開いた。

（病院は二日後。和泉はそれまでに帰ってくるのかな）

　驚くことに彼からできるだけ病院に付き添いたいと申し入れがあったのだ。彼にどんな心境の変化があったのかはわからないけれど、無関心でいるのはやめたようだ。

（一応日付は伝えてあるけど、念のため聞いた方がいい？）

　海外出張中でもメッセージのやり取りは可能だ。

　ただ奈月と和泉の場合、普段から余計な通信をしていない。取り決めをしたわけではないが、よほどの緊急事態でない限りお互い連絡を取らないようになっている。だからためらう。

（妊婦検診は緊急事態に該当するのかどうか）

　しばらく迷ってから、奈月は勇気を出してメッセージを送信した。

【今週の金曜日検診です。時間は午前十一時です】

　出張からはいつ戻るのか。病院には一緒に行くのか。肝心の質問事項を書けていない、なんとも微妙なメッセージになってしまった。

　質問を書くとどうしても返信を強要しているような内容になるからだ。

　それでもドキドキしながら返信を待つ。しばらくスマートフォンの画面を眺めていたけれど、和泉から返信はこなくて落胆した。

（仕方ないよね、返信が必要なメッセージではなかったんだから）

　それでも少しだけ期待していた。〝了解〟や〝行けない〟など短い文字でもなんらかの反応があればいいと。

（すぐに期待する癖をなんとかしなくちゃ）

　これから忙しくなるのだし、しっかりしなくては。

　通院も増えてくるし、母親学級にも参加を予定している。

　クリスマスには司波邸にお客さまを招いてパーティーをすると、亜貴から言われている。奈月も和泉の婚約者として顔を出す必要があるだろう。

　年末年始もあるし、しばらくは忙しない日々になりそうだ。

　今のうちに出産準備は整えておこうと入院時の荷物をまとめている。丁寧に作業をして一段落したとき、メッセージの着信に気がついた。

（あ……和泉からだ）

　すぐに内容を確認する。

【わかってる。明日の夜に帰る予定だ】

　短くそっけない返信だが、奈月は心が浮き立つのを感じていた。

（検診日を覚えてくれていたんだ）

　そのために帰ってくるわけではないだろうが、忙しい中出産関係に時間を割いてくれる。それだけでうれしかった。感情のまま返信をする。

【ありがとうございます、待っています】

　待っているなんて、少し馴れ馴れしすぎただろうかと送信した途端に心配になる。けれど予想以上にすぐに返事がきた。

【体の調子はどうなんだ？】

（心配してくれている？）

　社交辞令だとしてもうれしい。しかも質問されているので堂々と返信できる。

【順調で出産準備もしっかりできています】

【買い物があるなら検診の帰りに行こう】

（え……また連れていってくれるの？）

　顔を合わせていないからだろうか。和泉の態度がいつになくやわらかに感じる。メールではあるが以前のように自然に会話ができる。奈月はすぐにメッセージをつくった。

【ありがとう。迷っていたバウンサーをやっぱり買いたいと思っていたの】

【わかった。ほかには？】

【今のところは大丈夫】

【父と姉になにか言われていないか？】

　そのメッセージにはすぐに反応できなかった。

（もしかして、私が気まずい思いをしているって気づいているの？）

　奈月への関心などまるでなさそうなそぶりだったのに。

　都合よく考えすぎなのかもしれない。和泉は奈月を気遣っているわけでなく、単に事実を聞こうとしているだけということもある。

　それでも喜びが湧き上がるのを抑えられなかった。

【心配してくれてありがとう。みんなに信用してもらえるようにがんばっているところです。この前、亜貴さんにクリスマスディナーに招待してもらったの】

【詳細は帰ったら聞くが無理して参加しなくていい】

【無理じゃないよ。私も亜貴さんと仲よくしたいから】

【わかった。詳しくは帰ったら話そう】

　和泉の返信は迅速だった。片手間でなく奈月のメッセージに対応してくれている。

【気をつけて帰ってきてね。おやすみなさい】

　やり取りを終え、奈月はほうと息を吐いた。気持ちが舞い上がっている。

　久しぶりに喜びと希望を感じた。

（早く和泉に会いたい）

　彼との再会を描きながら眠りについた。




　和泉はメッセージで言っていた通り、翌日の夜十一時過ぎに帰宅した。

　思いきって部屋の前で出迎える。彼は少し驚いた顔をした。

「起きていたのか？」

　驚いてはいるものの、不快そうな様子はない。奈月はほっとしてうなずいた。

「おかえりなさい、出張お疲れさまでした」

「ああ」

　和泉は相づちを打った後、黙り込む。昨夜メッセージをやり取りしたときよりも実際顔を合わすと距離がある。

　少しだけ和泉が歩み寄ってくれているのだと期待していたから、落胆した。

（そんな都合よくはいかないよね）

　これまでの経緯を思えば、簡単に仲よくなんてできるわけがないのだから。

　それでも奈月を無視したりはせず立ち止まってくれている。これは彼の優しさだ。

「呼び止めてごめんなさい」

「いや……」

「おやすみなさい」

　あまり引き止めたら悪いと思い踵を返した。そのとき、呼び止めるように和泉に名前を呼ばれた。

「奈月」

「はい」

「今後、俺の出迎えは必要ない」

　短い言葉だったけれど、胸に突き刺さった。

「ご、ごめんなさい。迷惑だったよね？」

　手をぎゅっと握り痛みに耐えていると、和泉の声がした。

「そんなことは言ってない」

「え？」

　和泉は困ったような表情だ。

「妊娠中は疲れやすいと聞いた。遅くまで待っていないで早く休んだ方がいい」

「……うん」

（もしかして私の体を心配してくれているの？）

　迷惑だからと突き放されたのではなく、彼なりの気遣いなのだろうか。

「あの……ありがとう」

「いや……早く寝ろよ」

　和泉は奈月から視線を逸らし自分の部屋に向かう。ドアを開け、振り返らずに入っていった。




　翌日、和泉は出張の疲れを見せずに奈月の妊婦検診に付き添ってくれた。以前の彼は駐車場で診察が終わるのを待っていたけれど、今回は医院内に入ってきた。

　会話はないけれど、隣にいるだけで心強い。

　診察によれば、経過も変わらず順調だった。

　ショッピングセンターに寄り不足していたものを買い足した帰りの車内で、和泉が話しかけてきた。

「昨日言っていたクリスマスの集まりだが、参加するつもりなのか？」

「そのつもりです」

　返事をしながら右に視線を向け和泉の横顔を見つめる。彼は困っているように見えた。

（なんで困ってるの？　……あ、もしかして私には参加しないでほしいのかな）

　亜貴は身近な人だけを呼ぶささやかな集まりだと言っていた。

　聞いたときは大がかりなものではなくてよかったと思ったけれど、身近な人が誰なのかは聞いていなかった。

「あの……亜貴さんは親しい人だけ呼ぶって言ってましたけど、和泉のお友達も来るの？」

　さすがに付き合っている女性を呼ぶまではしないだろうが、友人に奈月を紹介したくないと考えている可能性はある。

「私は遠慮した方がいいですか？」

「俺の個人的な知人は来ない。親類と父の友人夫婦くらいだ。ただ……」

「ただ？」

「和倉家も招待している」

「え……」

　ずくりと胸がきしんだ。一瞬にして叔父家族の姿が思い浮かび、重い気持ちになる。

（叔父さまたちが来るなんて……）

　親戚になるのだから来てもおかしくない。でも考えつかなかった。

（嫌だ……会いたくない）

　司波家に来てから会ったのは一度だけ。奈月の妊娠が発覚したときに叔父に罵倒されて以来音信不通だ。

　だけど、叔父たちが奈月を怒っているのは間違いない。顔を合わせればまたきつく責められる。

「体調もあるだろうし、家族に会いづらいなら無理に参加しなくていい」

　不意に和泉の声が届き、奈月は右隣に視線を向けた。

　信号待ちで停車しているところで、和泉の視線は奈月に向いていた。

「……会いづらいわけでは」

「もともと家族とうまくいってなかっただろう？　さらに今回の縁談で溝が深くなったはずだ」

　断言され、奈月は小さく息をのんだ。

（和泉は叔父さまたちとの関係に気づいているの？）

　両親はなく、祖父母が亡くなってからは叔父家族と暮らしていて少し気まずいことを、付き合っているときに詳しくは話さなかった。とても厳しい家のルールがあって窮屈だと、実情のほんの一部しか打ち明けられなかった。

（どうしても言えなかった）

　和倉家の中で自分の扱いがいかにひどく、蔑ないがしろにされて時には恫どう喝かつされていたなんて。あまりに惨めだし、心配させたくなかったから。

　でも和泉は、奈月と同居する中で家族と連絡を取っていない様子を見て、ある程度察したのかもしれない。

「叔父さまたちは和泉と愛理の結婚を望んでいたから……少し気まずいけど、親戚の集まりで会うくらいは大丈夫」

　和泉は小さなため息をついた。

「ずいぶんと憂鬱そうに見えるが」

　否定しようとするものの、うまく言葉が出てこない。

「普段通りにはいかない時期なんだから無理はするな」

「はい……」

　和泉は奈月の憂鬱さを察している。ただその深刻さまではわかっていないようで、強引に止める気配はなかった。

（あたり前だよね、家族間の気まずさなんて普通はたいした問題じゃないもの）

　けれど和倉家は違う。叔父は本気で奈月を脅してきたのだから。

（愛理と結婚しないなら和泉も不要だなんて、過激な発言をした）

　実際どこまで本気なのかは不明だ。だけどそんな脅し自体が異常で、叔父の言動が不安で仕方ない。

　かといって顔を合わせないよう避けても、安心なんてできない。

　むしろ司波家のクリスマスパーティーに来た叔父たちが奈月の目の届かないところでなにをするのか気になり、居ても立ってもいられないだろうから。




　クリスマスディナーを十日後に控えた日の午後。

　奈月は久しぶりに広川堂を訪れていた。

「こんにちは」

　扉を引き声をかけながらすばやく店内を見回す。

　偶然にも客はなく、店番をしていた深雪が出迎えてくれた。

「奈月！」

「深雪さん、お久しぶりです」

「久しぶりって昨日も連絡取り合ったばかりじゃない」

「そうなんですけど会うのが久しぶりなので」

　深雪は「それはそうね」と相づちを打ちながら奈月の腹部を見み遣やる。

「話には聞いていたけど、実際見ると驚きしかないわ。今何カ月なの？」

「今は二十二週なので妊娠六カ月です。急におなかが大きくなってきた感じです」

「へえ……あ、詳しい話はランチしながら聞くわ。社長は外出中なんだけど友也さんがいるから誘っておいた」

　深雪に促され、ともに店の奥に向かう。ギャラリーには奈月の知らない作家の作品が展示されていた。

「新人さんですか？」

「そうなの。結構評判いいのよ。ちょっとここで待っていて」

　深雪はスタッフルームに入り、ほんの数分で戻ってきた。裏口から店舗を出ると友也もいて、三人でよく利用していた和食店に向かう。

　予約をしてくれていたようで、待たずに個室に案内された。

　掘り炬ご燵たつのように足もとがゆったりできる席に、深雪と並んで座る。正面が友也だ。

「妊娠中は食べられないものがあるって聞いたけど、奈月ちゃんはどう？」

　友也は相変わらず気さくで気遣いが素晴らしい。

「私は幸いこれといってないんです。それより、急に長期休暇に入ってしまいすみませんでした。社長にも直接お詫わびしたかったんですけど」

「気にしなくていいって、社長には俺から伝えておくから」

「ありがとうございます。突然の妊娠発覚だったのに退職ではなく休職にしてくれたのも感謝しているんです。本当にありがとうございます」

　司波家の人たちにはまだ話せておらず許可がもらえるかわからないが、それをクリアできたら産後の体調が落ち着いた時点で仕事に復帰できる段取りになっている。

「広川堂としても専門知識があるスタッフを求めているからね。うちも助かるんだから気にしなくていいよ」

　友也も深雪も口にはしないけれど、奈月が急に休暇に入ったせいで負担がかかっているはずだ。シフトの調整なども手間がかかっただろう。それなのに状況に理解を示し、また迎え入れようとしてくれている。

「本当にありがとうございます。復帰したら仕事がんばります」

　友也との会話がいったん落ち着くと、深雪が待ちきれないように早口で割り込んできた。

「司波家での生活はどう？　関係に進展はあった？」

「妊娠の件で、叔父さまとの関係はさらに悪化しました。家の中ではやっぱり気まずいです。とくに和泉のお姉さんを不愉快にさせてしまって。彼と付き合っていたのを黙っていたのに妊娠が発覚したから」

「ああ……それは仕方ない反応よね。和泉さん本人とはどうなの？」

「再会してすぐはかなり気まずくて、あからさまに避けられてました。話し合いどころか謝るのさえ難しくて。でも最近、少しだけ彼の態度が軟化した気がします」

「そうなの？　よかったじゃない」

「でも私を許してくれたからじゃないと思います。まだ壁があるんです。たぶん、妊娠したから義務感で態度を変えてくれたんです」

　深雪は残念そうに眉を下げた。

「そう。これから赤ちゃんも生まれるんだし、もっと環境がよくなるといいんだけどね」

「気は使ってもらってるんです。ただ昔の優しい彼を知ってるから、今の関係がとても冷たく寂しく感じるだけで。自業自得なんですけどね」

　和泉はよくしてくれている。奈月を憎み嫌っているはずだけれど、妊娠生活に必要な対応はしてくれているのだから。

「聞いた感じでは実家にいるよりもよさそうだな。気まずい関係も出産後に変わる可能性もあるし、あまり思いつめないようにな」

　奈月と深雪のやり取りを聞いていた友也が慰めるように優しく言う。

「はい、ありがとうございます」

　奈月も笑みを浮かべた。

（こうして話を聞いてもらってるだけで、大分楽になる）

　やはり人には気持ちを吐き出す場所が必要なんだと実感する。

「どうしたの？　なんだかうれしそうだけど」

　深雪が不思議そうに首をかしげる。

「いえ、久しぶりに深雪さんと友也さんと会えてうれしくて」

「あらうれしい。私も今日を楽しみにしてたからね。マタニティライフについても今後の参考のために聞きたいと思ってたし」

　友也が意外だとでも言うように目を丸くした。

「深雪さんは子どもが欲しいのか？　相手いなかったよな？」

「いつ結婚してもいいように情報収集しているの。私の相手を気にするより自分の心配をして早く結婚しなさいよ」

「なんで俺の結婚の話になるんだよ」

「そりゃあ興味はあるわ。広川堂の跡継ぎの奥さんがどんな人なのか」

　ふたりは相変わらず仲がいい。友也がすかさずツッコみ、深雪が負けないスピードで反論する。ふたりのやり取りを久しぶりに聞く時間はとても楽しかった。

　食事の後は広川堂に戻り、買い物をした。

　とくに予定はないので時間をかけてゆっくり選ぶ。

　深雪は基本的には接客なので店頭にいるため、手が空くと様子を見にくる。

　奈月が選んだ器を見て不思議そうにした。

「奈月の好みと違う気がするけど」

「これは今度のクリスマスパーティーでいらっしゃるお客さまへのプレゼントです」

「え？　クリスマスプレゼントにうちの器？　奈月らしいのかもしれないけど大丈夫なの？」

「はい。いらっしゃる方たちは和食器が好きだそうだから。でも好みがわからないので、一般的に人気のあるものを選んでます」

　この件については、亜貴と和泉にもお伺いを立ててオーケーをもらっている。

「へえ……でも大変ね。クリスマスに自宅でパーティーとか、プレゼントの用意とか」

「器を選ぶのは楽しいから大丈夫ですよ。皆さんと話すのも楽しみだし」

　問題は叔父家族だけなのだ。再会には嫌な予感しかない。

　ただ奈月も不安に震えているだけではだめだと、ここ数日いろいろ考えを巡らせて決心した。叔父と両親の関係について調べようと。

　決断したらなぜ今までその発想にならなかったのか自分でも不思議になった。奈月が常に不安を感じているのは、叔父の脅しによるものなのに。

（でも、あの頃は叔父さまたちが怖くてなにもできなかった。耐えるのが一番いいんだって自分に言い聞かせていたから）

　物理的な距離を置き、奈月も心の余裕が出てきたのか。ようやく叔父の言いなりにはならないと思えるのだから。

　まずは両親の事故に本当に関わっているのか。さらに今後も誰かを傷つけるのを厭いとわないような態度。それが本気なのかまたは虚言なのかを確かめたい。

　しかし過去の出来事を調べる手立てがないため困っていた。そんなとき、亜貴から思いがけない情報をもらった。クリスマスパーティーに来る客の中に、奈月の祖父母と親しかった人物がいるそうなのだ。

（その人がお父さんたちの事故について情報を持っているかもしれない）

　叔父家族もいるパーティーで聞き出すのは難しいだろうが、なんとか話を聞きたい。

　両親の事故と叔父になんの関係もないとはっきりすれば、この不安も消えるだろうから。




　十二月二十五日の夕方。

　司波家には数組の家族の訪れがあった。亜貴がクリスマスディナーに招待していた人々だ。

　司波家の親類の笹ささ木き一家。和倉家とも親しい古くからの友人の高たか梨なし夫婦。それから和倉家の三人。

　ひと通り挨拶をしてからテーブルに着く。

　テーブル左端が笹木家、高梨夫婦、叔父家族と続く。その正面に奈月たちホストが座る。

　料理人の手によるコース料理を楽しみながら談笑した。

　亜貴が身内の集まりと言っていただけあり、笹木家と高梨夫婦はかなり慣れた様子に見えた。定期的に食事会があるのかもしれない。

　たいして和倉家は、その場から浮いているように見えた。

　なぜかわからないけれど叔父夫婦も愛理も不機嫌で、重い空気が漂っている。一応笑顔を見せようとしているが、顔が引きつりうまくいっていない。

　目が合わないように様子をうかがう。

（あ……もしかして、席順が気に入らないのかな）

　叔父家族の席は一番端で下座。それが不服なのだろうか。義父とも和泉とも距離がある。一番左端が義父でその隣が亜貴。和泉、奈月と続く。

　叔父家族から簡単に声をかけられるのは奈月くらいだ。

（亜貴さんは気を使ってくれたんだろうけど、逆効果だよね）

　さすがにこの場で文句を言い出したりはしないだろうが、気まずい。

　目を合わせないように食事をしている途中、愛理が痺れを切らしたように大きな声を出した。

「和泉さん！」

　彼女の声は高く通るので、テーブルに着く皆の視線が集中した。

　それでも愛理は気にした様子もない。和泉は穏やかに応える。

「どうしました？」

「あの、最近青あお山やまにできたギリシャ料理のお店って和泉さんの会社が経営しているんですよね？」

　和泉は一瞬の間を置いてから微笑んだ。

「その店舗がどうしたんですか？」

「私のお友達が早速行ったそうなんですけど、とてもよかったと言っていたんです」

「それはよかった」

「はい。それで私も行ってみたいと思って」

「でしたら招待しますよ。ご友人も」

「あ……はい、ありがとうございます。でも私は和泉さんと……」

　奈月は半ばあきれながらふたりのやり取りを眺めていた。

　ほかの人の目もあるというのに、愛理はあからさまに和泉を誘っている。誰が見ても彼への好意を感じるだろう。

　和泉は確実にそれに気づいているだろうに平然としている。

　穏やかな口調でありながら、付け入る隙を見せない。愛理が焦った様子で詰め寄ってもさらりと流す。

（和泉は愛理には優しいし紳士的だけど、全然相手にしていないみたい）

　目の前で仲よくされるのは嫌だ。しかしあまりにつれなくしていたら叔父たちが怒り始めないかと心配だ。今のところは黙っているけれど、和倉家の人たちはヒステリックなところがあるから。

　奈月は落ち着かない気持ちのまま、はす向かいに座る高梨夫婦に目を向けた。

　揃って白髪の老夫婦は上品な所作で食事をしながら、亜貴と会話をしている。

（後で話す機会をつくれたらいいけど）

　誰からも注目されていないのをいいことにあれこれ考えている奈月に、不意に叔母が話しかけてきた。

「奈月さん、ずいぶんおなかが大きくなったわね」

「あ、はい」

　叔母から声がかかるとは思っていなかったから驚いた。

「予定日はいつだったかしら？」

「四月二十日です」

「そう、まだ先なのね。元気そうだけど健康を過信しないようにね」

　叔母は口では気遣っているけれど、目は笑っていない。

　まだ奈月に対する怒りは解けていないようだった。

「ありがとうございます」

　叔父は奈月に冷ややかな目を向けているものの、口を閉ざしたままだった。

　不穏な気配が流れる中、コース料理は終わりリビングで食後のコーヒーを飲みながらくつろぐ時間になった。

　五十畳の広々としたリビングに、距離を開けて向かい合うよう置かれたソファにそれぞれ腰を下ろす。

　もちろん愛理は和泉の隣の席をキープしていた。部屋の中央にある一番大きな六人掛けソファでスペースに余裕があるにもかかわらず、必要以上に身を寄せて楽しそうに話しかけている。

（……嫌だな）

　和泉が彼女の好意に応える気がないのは態度でわかるが、それでも気分はよくない。

　愛理の手が和泉の太もものあたりに触れているのを目にして、苛立ちが込み上げた。

　和泉に近づかないでと愛理に言いたい。でも自分はそんな立場にないと身に染みてわかっている。

　奈月は無理やり視線を引きはがし、和泉たちとは離れた窓側の椅子に座る高梨夫婦のもとに行き声をかけた。

「コーヒーをお持ちしました。よかったらどうぞ」

　ふたりの前のローテーブルにそっと置く。コーヒーカップは夜空の輝きを表したような有あり田た焼やきのものだ。

「まあ、ありがとう。素敵なカップね」

　高梨夫婦の夫人の方が笑顔を浮かべた。奈月はほっとしながらふたりの近くの椅子に腰を下ろす。

「深い藍色の輝きが素晴らしいですよね」

　奈月も来客用のカップの棚にあるのを見た瞬間、ひと目惚れをしたものだ。

「ええ。私もこういうものが欲しくなるわ」

　高梨夫人はコーヒーを味わった後、再度カップを眺める。

「あの……高梨さんは私の祖父母と交流が会ったと聞いたんですが」

「ええ仲よくしていただいていたわ。和食器を集めるようになったのは和倉さんの影響なの」

　高梨夫人は懐かしそうに目を細める。奈月は少しだけ身を乗り出した。

「父と母についてはご存知ですか？」

「ええ、もちろん……残念だったわね、あんなに若くして亡くなるなんて。奈月さんもつらかったわよね」

「はい。でも祖父母がよくしてくれましたから……あの、父と母の事故なんですけど、どんな状況だったかご存知ですか？　私は幼かったからあまり覚えていないんです」

　奈月の問いに、高梨夫人は困ったように隣の夫に目を向ける。するとそれまで無言だった夫が口を開いた。

「奈月さんはご両親の事故について調べているのかな？」

「え？　い、いえそういうわけでは」

　否定したけれど見透かされているような気がする。

「ご両親の身に起きたことを知りたい気持ちはわかるよ。あなたはまだ幼かったから、和倉さんは詳しい話はしなかったんだろうしね」

「私は車の事故とだけ聞きました」

　高梨氏は小さくうなずいた。

「その通りだよ」

「……でも父が運転ミスなんて、本当にしたんでしょうか？」

　やはり叔父の意味深な言葉は虚言だったのか。

「事故当日、あなたの両親は和倉家で家族会議をしていたそうだよ。かなりもめたようで夜遅くまでかかったと言っていたから疲れていたんだろうね、しかもその日は豪雨で、相当視界が悪かったのだと思う」

「そうなんですか……ではやはり不慮の事故だったんですね」

「そうだよ。残念だけど。あなたのご両親はとても立派な人だった」

　生前のふたりを思い出しているのか、しんみりとした雰囲気になってしまった。

　自分で言い出したのだけれど、クリスマスディナーに来ているお客さまに申し訳なさを覚えて話題を変えていく。

　和食器の話ならスラスラと言葉が出てくる。広川堂の宣伝をしたり会話を広げながらも、頭の中では別の考えが渦巻いていた。




　和気あいあいとした時間は終わり、和倉家以外の客は引き上げていった。

　叔父は義父と別室に移動してなにか話している。内容が気になったものの、近づける雰囲気ではなかった。

　愛理は相変わらず和泉にへばりつきアピールを続けている。しかし暖の簾れんに腕押し状態の和泉にだんだんと苛立ってきたのか、目もとが険しくなっていた。

　愛理を見守っている叔母も同じように落ち着かない様子だ。

（これ以上ここにいたくないな）

　口出しはできないとわかっているけれど、醜い嫉妬心は次々と湧いてくる。

　ほかのお客さまは帰ったし、奈月も部屋に引き上げていいだろうか。

　タイミングをうかがっていると、隣に人が座る気配がした。

「あ、亜貴さん」

　亜貴はソファに深く腰掛け腕を組んでいる。眉間にシワを寄せながら和泉たちの方を見ていた。

「奈月さんはなぜあの状況を放置しているの？」

「え？」

　亜貴の厳しい視線が奈月に向けられる。

（亜貴さんは、私が愛理の行動を見て見ぬふりをしているのを怒ってるんだ）

「あの、私が邪魔をするのは悪いかと思って」

「見てわかるでしょ？　和泉は愛理さんの対応に困っているわ。奈月さんの立場ならフォローに入るべきよ」

　はっきりした言葉とともに睨まれ、奈月は逃げるように視線を逸らした。

「前から思っていたけど、奈月さんはどうして和泉と距離を置いているの？　かつて付き合っていてお互い気心は知れているのだから、人見知りをしているわけじゃないわよね。和泉にも言えるけど、不自然な態度としか思えないわ。これから子どもも生まれるっていうのに、こんな状態でいいの？」

「よくないとは思っています。でも」

「でも？」

　亜貴がすかさず続きを促す。曖昧なごまかしはいっさい通用しない気配だ。

「和泉から聞いているかもしれませんが、私たちは一度別れているんです。私の勝手な都合でひどい終わり方でした。だから今さら仲よくしようなんて都合がいいことはできないんです」

「だからって、いつまでもギスギスしたまま過ごすの？　そんなの子どもに悪影響しかないわ。奈月さんが悪いって思っているのなら謝ってやり直せばいいじゃない」

「そんな……簡単には無理です。謝ったとしても過去の行動は消せないのだし」

　亜貴が大きなため息をついた。

「無理じゃなくてやり直すしかないでしょう。おなかの中の子は間違いなく和泉の子どもなのだから。謝って許してくれないなら、何度も謝ればいいでしょう？　距離を置いていたって解決しないわ。奈月さんは一見和泉を気遣っているようで、実は自分が嫌な思いをするのから逃げているように見える」

　亜貴の容赦ない言葉が胸に突き刺さるようだった。

（……亜貴さんの言う通りかもしれない）

　和泉に合わす顔がない。彼に申し訳ないといつも考えていたけれど、突き放されて傷つくのを恐れる気持ちも大きかった。亜貴はそんな奈月のずるさをあっさりと見抜いていたのだ。

　黙り込んだ奈月に、亜貴が口調を和らげる。

「もちろん奈月さんだけが悪いんじゃないわ。和泉にも大きな問題がある。たとえ奈月さんが原因のひどい別れだったとしても、またこうして縁ができたんだから、いつまでも被害者面でひどい態度を取っていいわけがない。ふたりとも、もう少し大人になりなさい。自分の感情よりも子どものことを考えて」

「……はい」

　エコー写真を見たときに、母親になるのだからしっかりしようと決心した。だけど全然できていなかった。

（もっとしっかりしないと）

「きつい言い方をして悪かったわ。今さらだけど体は大丈夫？」

「はい大丈夫です。それに、はっきり言ってもらえてよかったです」

　亜貴の剣幕に恐れ傷ついたけれど、彼女の叱責は叔父家族からのものとはまるで違い、奈月たちを心から心配して出た言葉だと感じられた。

「それならよかった。あまり怖がらないで和泉に接してみたら？　私が見たところ和泉もどうしていいのか迷っているみたいだから、しっかり話し合った方がいいわ」

「和泉が迷ってる？」

　あまりに意外で、奈月は目を瞬いた。

「そんなに驚く？　あいつだって普通の人間なんだから迷うわよ。ついでに言うと、今は相当イライラしているはず」

　和泉をちらりと見遣る。彼は相変わらず微笑んで愛理の相手をしていた。

「そろそろ助けてあげた方がいいわ。私は和倉夫人の相手をしているから」

　亜貴はそう言いながら立ち上がり、叔母に近づいていった。

（和泉と愛理の間に割って入る……本当にいいのかな？）

　和泉は亜貴の言う通り愛理に苛立っているのだろうか。もしイライラしたとしても、奈月といるよりはましだと考えていたら……。

　気後れしそうになったけれど、亜貴に活を入れられたのを思い出し立ち上がった。

「和泉さんがお見合い相手だと聞いて本当にうれしかったんです。それなのに奈月が邪魔をして。和泉さんだって本当は嫌だったんですよね……」

　近づいて気づいたが、ふたりはかなり際どい会話をしていたようだった。しかも愛理は和泉に身を寄せていて距離が近い。

（これから親戚付き合いをしていく人に、こんな態度を取るなんて）

「お話し中ごめんなさい」

　奈月が声をかけると、愛理は驚いたように肩を揺らし奈月を見た。

「奈月……いきなりなんなの？　今、和泉さんと話しているんだけど」

「ごめんなさい。でも愛理はずっと和泉とばかり話してるでしょう？　亜貴さんにもしっかり挨拶した方がいいわ」

　愛理は和泉に夢中で、ほかの人とはろくに会話をしていない。本人も自覚があるのか一瞬言葉に詰まった。

「奈月に言われなくてもわかってるわよ」

「それならよかった」

　にこりと微笑んでから今度は和泉に話しかける。

「和泉。私はいったん部屋に戻ります。愛理たちが帰るときにまた来ますから」

「気分が悪いのか？」

「いいえ。でもときどき休憩するようにと先生に言われているので」

　和泉はうなずくと同時に立ち上がる。

「部屋まで送る」

「え？　待って！」

　不服そうに会話を聞いていた愛理が慌てた様子で席を立つ。

「愛理さんは姉の相手をお願いします」

　和泉は魅惑的に微笑んで告げてから、奈月の腰に手を添えて歩きだす。

　背中に愛理の強い視線を感じながらリビングを出た。

　玄関近くのホールから階段に向かう。

　辺りは静まり返っているからふたりの足音がコツコツと響く。

「あの……愛理との話の邪魔をしてごめんね」

「いや、むしろ助かった。亜貴に言われたんだろ？」

「それもあるけど、私もふたりがずっと話しているのが気になっていたから」

「気になる？　お前は俺がなにをしていようが興味がないんじゃないのか？」

　和泉は目を細めて奈月を見つめる。怒っているようには見えないけれど、愛理と会話をしていたときのような笑顔もない。

（なんて答えればいいんだろう。和泉はどんな返事を望んでいる？）

　奈月の本音は、〝興味がある〟だ。でも正直に言ったら和泉は不快に感じるかもしれない。

（それとも返事なんて求めていない？）

　ちらりと和泉を見遣ると、彼は奈月に関心がなくなったように視線を逸らしたところだった。

　きっとこれ以上追求する気はないのだろう。

　ほっとする反面、これではいけないと思った。

（亜貴さんにも言われたじゃない。距離を置いていても解決しないって）

　そして奈月もその通りだと共感したのだ。

　和泉にネガティブな反応をされたら落ち込むだろうけれど、怖がっていてはだめだ。

　勇気を出そうと小さく息を吸う。

「和泉、私は……あっ！」

「どうした？」

　高い声を出した奈月に、和泉が眉をひそめる。

　奈月は膨らんだ腹部をじっと見下ろした。

「今、おなかを蹴られたの。ぽこんってかなり強く」

　少し前から胎動を感じるようになっていたけれど、ここまではっきりと実感したのは初めてだ。

「蹴られたって……おなかの子どもにか？」

　和泉はやや戸惑いながら奈月のおなかに視線を向けている。

「そう。元気に育っている証拠だよ。こうやって赤ちゃんが動いているのがわかると安心するの」

「……そうか」

　和泉はなんとも言えない表情だ。彼が今なにを思っているのかわからない。だけど奈月は赤ちゃんに励まされたように感じ、迷いなく口を開いた。

「さっきの話なんだけど、私が和泉に興味を持っていないなんてことはないよ。ただ過去の件があるから、近づいてはいけないと思ってたの。でも本当は和泉と仲よくしたいと思ってる。もちろん都合がいい話で、簡単に許してはもらえないとわかってるけど……ふたりで生まれてくる赤ちゃんを迎えたいって、いつも思ってる」

　和泉からしたら、なにを勝手なとあきれるような希望だろう。でもこれが奈月の本音だ。

（和泉が好き。いつもあなただけを想ってる）

　心を込めて見上げると、和泉は苛立たしそうに顔をしかめた。やはり迷惑だと感じているのだろう。

「お前は……好きな男ができたから俺から離れたんじゃないのか？　その相手はどうするんだ？　結果的に俺の子どもだったからといって、簡単にあきらめられるのか？　本心では俺の子でがっかりしているんじゃないのか？」

　忌々しそうに吐き出す和泉の言葉。彼がここまで感情をあらわにするのは、再会してから初めて見た。

（それだけ怒っているんだよね）

　奈月はズキズキと痛む胸を押さえ、和泉を見つめる。

「信じてもらえないだろうけど、私は別れた後誰とも付き合ってない。だから初めから和泉との子どもだってわかっていたの。がっかりするわけがない」

　和泉の瞳が内面の動揺を表すように揺れた。

「それならなぜあっさりＤＮＡ検査を受けた？　父親が誰かをはっきりさせたかったからじゃないのか？　俺の子でなかったら破談にできる。そう期待したんじゃないのか？」

「違う！　私が検査を受けたのは、この子が和泉の子だと認めてもらいたかったから。疑われながら生まれてくるなんてあまりにかわいそうだと思ったから。結果なんて初めからわかっていたけど、私がなにを言っても誰も信じてくれなかったでしょ？」

　その通りだからなのか、和泉が口を閉ざす。

「和泉、私は本当に……」

「仮に今の話が本当だとして、お前の気持ちはどうなんだ？　たしかに付き合うには至らなかったのかもしれない。それでも好きな男がいたのは間違いないだろう。そうでなければ俺たちが別れる必要はなかった。まさか気まぐれで別れたなんて言わないよな？」

「それは……事情があって」

「事情？　それはなんだ？」

　和泉が奈月の右腕を掴む。彼の感情が高ぶっているからか、掴む力が強い。

「和倉家で司波家との政略結婚の話が出ていると聞いて……叔父さまたちはみんな愛理と和泉が結婚するのを望んでいたから」

「それで別れたくなったのか？　つまりその程度の気持ちしかなかったってわけか」

「それは……」

（どうしよう。なんて答えればいい？）

　叔父に脅されたと正直に打ち明けて、もし信じてもらえたとしても、確実に司波家と和倉家の関係が悪くなる。

（それに叔父さまがそんな脅しはしていないって言ったら……証拠はいっさい残ってないから逆に私がおかしいと言われるかもしれない）

　和泉がなんの証明もできない状況で奈月を信じてくれるだろうか。

（……無理だわ）

　信頼関係は木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散っているこの状況で、絶対信じてもらえるという自信はない。それよりも、叔父の策略にはまったとはいえあっさり身を引いた行動に失望される。

　どう言っても和泉が納得する答えを出せそうになかった。

　黙り込んだ奈月から和泉は目を逸らした。

「立ち話をしすぎたな。部屋に行こう」

　このままではいけないと思うけれど、うまい言葉が出てこない。

　和泉の背中を追う形で無言のまま自室の前にたどり着いた。

「疲れているはずだ。見送りはいいから休んでろ」

　和泉はこわばった顔でそう言い残し、再び階段の方に向かった。おそらくリビングに戻るのだろう。

　奈月は部屋の扉を開け室内に入ると、ぐったりと座り込んだ。

（がんばったけど、うまくいかない）

　勇気を出して気持ちを伝えた。ただ和泉が奈月に持つ不信感はとても大きく、そのまま受け取ってもらえない。

（和泉……すごく怒ってたな）

　とても怖くて、気持ちを伝えたのを後悔しそうになった。次に顔を合わせるのが不安になる。

（でも怖気づいていたらだめだよね）

　おなかの中でポコポコと動く赤ちゃんのためにも、少しでも彼との関係を改善したい。奈月がそう思っているというのを知ってもらいたいから。










後悔　和泉 side




　司波和泉は順風満帆の人生を送ってきた。

　努力をすれば希望通りの進路に進めたし、仕事でも結果を残せている。

　大学生の頃に母が病死したのはつらかったが、厳格な父と生真面目でしっかりものの姉、友人や同僚にも恵まれ、充実した日々だった。

　ただ恋愛面だけは人並み以下だと自覚していた。

　和泉に好意を持ち、告白をしてくる女性は何人もいたが、強い恋愛感情を持てる相手に巡り会えなかった。

　好みのタイプと適当に付き合う気にもなれない。自分は理想が高すぎるのだろうか。

　そんなふうに考えていた頃に、和倉奈月との出会いが訪れた。

　特別に美人でも一目置くほどの才気にあふれているわけでもない。ただ楽しそうに、一生懸命働く姿を好ましく思った。

　耳に心地いい涼やかな声、優しい笑顔。彼女の仕草一つひとつがすべて和泉の感性に一致し、彼女を見かけたときは自然と目で追うようになっていた。

　ある日、偶然桜並木を眺めながら幸せそうに微笑んでいる彼女を見かけたとき、恋心を自覚した。

　それからの和泉は行動的だった。

　仕事にかこつけ奈月に近づき、アプローチをした。

　彼女はひどく驚いていたし、初めは和泉の好意を疑っていたけれど何度か会ううちに信用し、気持ちを返してくれるようになった。

　恋人になってからはますます彼女への愛情が増していった。

　奈月は和泉よりも恋愛経験がないようで、手をつなぐだけでも恥ずかしそうにする。

　すぐにでも自分のものにしたい気持ちを抑え、ゆっくりと関係を深めていき、初めて彼女を抱いたときの喜びは今でも忘れられない。

　必ず幸せにしようと心に誓った。

　それなのに――。

　ある日、突然別れを告げられた。

　好きな男ができたと言っていたが、そんな気配があればすぐに気づいていたはずだ。

　とても信じられなかった。

　納得できるわけなどなくもちろん抵抗したが、彼女は和泉に会うことすら拒絶した。

　最後の望みをかけてふたりの思い出の場所で待っていると告げたけれど、いくら待っても奈月は現れず、これは現実なのだと理解した。

　まるで人格が変わったかのような不誠実な態度に、混乱と絶望でぼうぜんとした。

　しかし数日後に少し落ち着きを取り戻してから、彼女の身になにかあったのかもしれないと考えるようになった。

　奈月は両親を早くに亡くし、叔父家族と生活をしている。

　愚痴はあまり聞かなかったが、居心地がいいとは言えない環境なのだろうと察していた。

　だから家庭に問題があるのかと考え、自宅ではなく仕事場の広川堂に行き奈月の退勤を待ち伏せした。

　そこで目にしたのは、彼女が同僚たちと連れ立って夜の町に消えていく姿だった。

　和泉と付き合っているときは門限を守り、仕事帰りに飲みにいくなど滅多になかったのに。

　奈月は笑顔で、和泉との別れにダメージを受けている様子は見られなかった。

　長く働いた後に遊びにいく余裕があるのだから、体力的にも精神的にも充実しているのだろう。

　和泉の方は夜も眠れないほど打ちのめされているというのに。

　声をかけることはできなかった。

　突然の別れに特別な事情なんてなかったのだ。ただ心が離れただけ。

　心変わりに気づかなかったのは情けないが、奈月は和泉が思っている以上にしたたかな面を持っていたのだろう。

　どんなに仲がいい恋人だったとしても、別れがやってくる可能性はある。

　それはわかっていた事実だけれど、自らの身に降りかかるとやりきれなかった。

　新しい道を進み始めた奈月に未練はないだろうが和泉は未練の塊で、冷静さを装ってもどんなに強がっても、失恋の痛みは胸の奥に燻くすぶっていた。

　それはだんだんと和泉を蝕み、裏切った奈月への怒りと恨みに変わっていった。

　美しい思い出になどできずに、暗く淀よどんだ思いが募っていく。

　許せない。湧き上がる負の感情が和泉の精神を蝕んでいくかのようだった。

　そんなある日、珍しく家族揃った夕食の席で父親から思いがけないことを告げられた。

『お前に縁談がきている。相手は和倉家の令嬢だ』

　司波家の当主であり、司波商事の会長でもある父はとても冷淡な性格だ。他人にあまり興味がなく、それは家族に対してもあてはまる。

　和倉家令嬢との縁談については、司波家にとってそれなりのメリットがあると考えたのだろう。

　つまり政略結婚的なもので父の中ではすでに決定事項であり、和泉に意思確認をしているのではないはずだ。

　しかしよりにもよって和倉家との縁談。

　動揺のあまり手にしていたナイフを落とし、食器とあたる嫌な音がダイニングに響いた。

　和泉の正面に座る亜貴が、反射的に顔をしかめる。父が探るような目で和泉を見すえた。

『どうした？　ずいぶん驚いているようだが』

『いえ……ただ急な話だったので』

『先方からの打診は大分前からきていた。和倉家は先代からの付き合いだから問題はないはずだが、少し気になることがあってな、調べていたんだ』

『気になること？　なんですか？』

『それは言えない。事実ではなくただの私の勘違いだったからな』

　濁されて苛立ったが、追求して口を割る父ではないと長年の経験でわかっていた。

　それに和泉としても、話を先に進めたいと気が急いている。

『そうですか。まあ和倉百貨店のご令嬢なら大きな問題はないでしょうね』

　顔に出さないように抑え平静さを装っているが、内心は荒ぶり、ドクドクと脈が激しく打っているような状態だった。

（奈月との縁談……）

　身勝手に別れを告げ、和泉を振り回した彼女と結婚なんてありえない。

　だいたい今さらどんな顔をして見合いの席に来るというのだ。

　もし図々しくも現れたら、罵っても許されるはずだ。

　彼女への怒りが膨らむ一方で、もう一度やり直せるのだという認めがたい思いも生まれ始める。

　正反対のふたつの感情があり、和泉自身どうしたらいいかわからなかった。

『令嬢の名前は愛理だ。年齢は二十三歳。週末に顔合わせをするから調整しておくように』

『……愛理？』

　思いがけない名前に、和泉は目を見開いた。父が怪訝そうにする。

『なんだ？』

　父から目を逸らし、和泉は考えを巡らせた。

　和倉家令嬢と聞き奈月が相手だと思い込んでいたが、まさか別人だったなんて。

（どうなっている？）

　疑問を覚えたがすぐに思い出した。そういえば同居している従妹がそんな名前だったと。

（俺が奈月の従妹と結婚？）

　意思の力で抑えていなければ体が震えそうだった。

　奈月はこの件を知っているのか？　……いや知らないはずがない。

　それなのに今後の相談の連絡ひとつしてこない。

　過去は水に流して、平然と親族付き合いをするつもりなのか。

（そんなこと許さない）

　わずかながらも奈月との再会を喜んだ自分が情けない。だがこれ以上は振り回されない。

　週末、和倉家との顔合わせを行った。

　奈月の従妹愛理は美しい顔立ちをしており華やかに着飾っていたが、和泉の心に響くものはいっさいなかった。

　すばやく周囲を確認した。奈月が来ている様子はない。

　落胆している自分に気づいて、また情けなさが込み上げた。

　必要以上におべっかを使う和倉豊に合わせて会話をし、ときどき愛理と話をする。

　退屈だった。彼女と結婚する気には少しもなれない。

　それは初めからわかっていた。今の自分の心理状態から、結婚などありえないのだから。

　それなのに今日こうやって赴いたのは、父に命令されたからだけではない。

　奈月に会えるかもしれないと心の底で期待していたからだ。

（我ながらどうしようもないな）

　怒り狂い振り回されないと誓ったばかりだというのに、すでにぶれているなんて。

　自嘲しながら今後の対応について考える。

　和泉の考えでは和倉家との縁談が必要不可欠ではない。ただ父が乗り気な以上、断るのは厄介だ。

　さらに和倉家の方はかなり前向きに考えているようで、話を進めたい意向がありありと伝わってくる。

『和泉さんのような素晴らしい方にもらっていただき、愛理は幸せだな』

　和泉としては断るつもりなので適当に相づちを打てない。慎重に言葉を探していると、和倉豊が父に対して思いがけない発言をした。

『愛理の縁談がまとまったら、休む間もなく姪めいの縁談の世話をしなくてはならないんですよ。ちょうど同じ年頃なもので』

　奈月の話題にびくりとする和泉に代わって、和泉の父が答える。

『そういえば、姪御さんと同居しているんでしたな』

　和倉豊はうさんくさい笑みで大きくうなずいた。

『そうなんです。兄の娘なんですが両親を事故で亡くしたため、ずっと私が養っています。責任を持って嫁ぎ先も考えていますよ。幸運にも大山家と話が進んでいるところです』

　和泉は思わず声が漏れそうになるのをこらえた。

（大山家だと？　あの家に奈月の相手になるような男はいない）

　それなりの資産家だが、未婚の男性はいないはずだ。

（いや、そういえば次男が離婚したと聞いた気もする）

　それでももう四十を過ぎている男だ。

　猛烈に苛立ちが湧いてきた。

　自分と別れておきながら、見合いでひと回り以上年の離れた男の後妻になる。

（そんなこと認められるか）

　即決断して、顔合わせが終了後すぐに和泉は行動に出た。

　和倉家に結婚相手は奈月を希望すると告げたのだ。

　和倉家はかなり抵抗したが、縁談自体を断ったわけではないのでやがてあきらめ奈月との縁談に了承した。父も反対はしなかった。

　彼女が司波家に住まいを移す日を決め、迎える準備を進める。

　久しぶりに力が湧いた。奈月がどんな顔で現れるのか。想像しては楽しくなる。

　再会してひと言目にはなんて言おうか。

　せっかく別れたのに戻るはめになり残念だったな、とでも言うべきか。

　たった数日を長く感じ、彼女を待ち続けた再会の日。

　和倉家の車から降りてきた奈月を見た瞬間、用意していた嫌みなど頭から吹き飛んでいた。

（変わったな）

　そう感じた。思い出の中の奈月は朗らかな笑顔で、働く姿はいきいきとして見えた。けれど今目にしている彼女は、憂いを帯びた表情で、風が吹けば飛びそうな儚はかなさを感じる。

　以前は白やパステルカラーの服を好んでいたが、今日はダークカラーの薄手のコートを羽織っていた。そのせいだろうか、たった数カ月会っていないだけなのに印象ががらりと変わった気がした。

　少し痩せたのかもしれない。

　すらりとして冷ややかな気配。何者をも近づかせないような、壁のようなものを感じる。

　目が合うと途端に彼女は顔をこわばらせた。見たくないものを視界に入れてしまったような表情。その反応は和泉を重い気持ちにさせる。

　かたくなになっているのを自覚しながらも、なにもなかったかのように話しかけるのは無理だった。

　それどころかふたりきりになった途端に拒絶する言葉を吐いていた。

『この結婚に感情はいっさいない』

　その瞬間、奈月が傷ついたような顔をしたように見えた。

　何度も彼女に恨みを晴らす想像をした。傷つけたい、そんな考えがよぎったことすらある。

　だが実際に奈月にダメージを与えた今、和泉の心を占めるのは喜びではなく苛立ちだった。

（こんなことを言いたいんじゃない。俺はただ……）

　ただどうしたいんだ？　自分に問いかけても答えを見つけられない。

　和泉が葛藤していると、奈月がぽつりと答えた。

『はい。政略結婚だとわかっています』

　あくまで政略結婚……。奈月を傷つけたはずなのに、彼女の返事でダメージを受けているなんて皮肉だと感じた。

　そんな自身に苛立ったせいか再び強い言葉が出た。

『さぞかし不本意だろうな。あれほど俺と別れたがっていたのだから。なぜ和倉愛理ではなくお前が選ばれたのかわかるか？』

『いえ……』

『俺はもう結婚を望んでいなかった。それでも妻を迎えなくてはならないなら、割りきれる相手がいいと考えた。お前なら労わりや気遣いなどしなくていいからな』

　すべて嘘だ。割りきれていないから、みっともなく奈月にあたり散らしている。

　自分の想いを拒否する彼女に、怒りをぶつけているだけだ。

　奈月はヒステリックな和泉にうんざりしたのか、ため息交じりに言う。

『結婚自体を断った方がよかったのでは？』

『そうはいかない。これは政略結婚だからな』

　婚約を解消する気なんてさらさらない。

　奈月は和泉から目を逸らしつぶやいた。

『……そうですね』

　あきらめの境地なのだろうか。力なく自分の足もとを眺めている。

　彼女の憂鬱さを表しているような態度に居たたまれなくなり、和泉はその場から逃げ出した。

『わざわざ言う必要はなかったようだな』

　奈月から返事はなかった。

　足早に部屋を出た和泉は、怒ど涛とうのように押し寄せる後悔にうなだれた。

　それからすぐに屋敷を出て、行く宛てもなく車を走らせた。

　奈月を置いていくのが気がかりではあったが、屋敷には面倒見のいい亜貴がいる。

　奈月も自分が案内するより、亜貴にフォローしてもらった方が気楽だろう。

　考えをまとめたいので人ひと気けのない海まで車を飛ばした。

　大きな橋の近くに停車し、ゆっくり目を閉じる。その途端、脳裏に奈月との会話が浮かんできた。奈月の表情は気まずそうにしているか悲しそうにしているか。

　以前とはまるで別人のように思えて、和泉との間には壁がある。

　別れたふたりなのだから当然だろう。ただ、自分の態度は。

（……最低だったな）

　改めて自覚すると頭をかきむしりたくなるような衝動に襲われる。

　器の小さな自分が情けなくて仕方ない。

　奈月に対して怒りを覚えるのも、彼女の反応ひとつに一喜一憂しているのも、まだ彼女を愛しているからだ。

　あれほど希望なく振られたというのに、忘れられない。今でも彼女が欲しいと思う。

　けれど受け入れられなくて気持ちを持てあましていた。プライドがひどく傷ついたせいもある。

『はあ……』

　和泉はため息を漏らし、ハンドルに突っ伏した。

　みっともない言葉を吐き強がっても、虚しいだけだ。

　本当は彼女にもう一度振り向いてほしい。そのためには自分の本音を認めプライドを捨て、政略結婚ではなく今でも愛していると伝えるべきだ。

　奈月が受け入れるかどうかはわからないが、それでもつらさを怒りに変えてごまかすよりは後悔がないだろう。

　自分の意思がはっきりすると、和泉はエンジンをかけ帰路についた。

　自宅に戻ったらまずは奈月に、先ほどの言葉は本心ではなかったと謝ろう。

　久しぶりに前向きな気持ちになっていた。ようやく負の感情から抜け出せたようだ。

　しかし、奈月の部屋を訪れ彼女に謝罪をしようとしたとき、思いがけない事態が起きた。

　奈月の顔から血の気が引いていき、あっという間に意識を失い倒れたのだ。

『奈月！』

　慌てて呼びかけてもぴくりともしない。

　とにかくベッドに運び、かかりつけの医師に往診を頼んだ。

　奈月の意識は依然として戻らなかったが、医師の診断では貧血だったので、詳しい診察は目覚めるまで待つこととなった。

　重い病気ではないとわかりほっとしたが、付き合っている頃の奈月は健康そうに見えたので、なぜ貧血を起こしたのか気がかりだった。

（別れてから楽しく暮らしていたと思っていたが、実は違ったのか？）

　もしなにか悩んでいるのなら事情を聞き助けになりたい。

　奈月が目覚めるのをじりじりとしながら待った。

　そして彼女が目覚め医師の診断結果を聞いた瞬間、驚愕に声を失った。

『おそらく妊娠されています。産婦人科で正式な診察を受けてください』

　司波家かかりつけの医師には奈月を正式な婚約者だと伝えている。そのため医師がためらいもなく笑顔で告げてきた言葉に、和泉は頭が真っ白になった。

（俺の子どもなのか？）

　奈月と最後に会った日は忘れもしない、あの七夕の夜。プロポーズを受けてもらい、夢中で奈月を抱いた。

（あのときできた子どもか？　だが……）

　数日前に聞いた話が頭に浮かんだ。

『奈月には付き合ってる男性がいるんです。だからあの子との婚約は考え直してください。私だって和倉家の娘なのだからいいでしょう？』

　突然訪ねてきた愛理が言っていた言葉だ。彼女が言うには、和泉との縁談が進んでいても別れていないらしい。

　その話しぶりから、愛理は和泉と奈月が過去に恋人同士だった事実を知っている様子だった。そのうえで考え直せと詰め寄ってきた。

　その場はあたり障りのない対応をして治めたが、和泉を不快にさせるには十分な威力のある内容だった。

　奈月のおなかの子の父親は和泉ではなく、その新しい恋人だという可能性が十分にある。

　まだ本人になにも聞けていないからどのような付き合いだったのかわからない。ただ、プロポーズまでした和泉を振って付き合ったのだとしたら、かなり盛り上がっていたと想像できる。普通の男なら手を出さずにはいられないだろう。

　頭が混乱していた。

（どうすればいい？）

　そもそも奈月は妊娠に少しも気づいていないのだろうか。

（それは考えられない）

　現に先ほど倒れたばかりだ。体の変化だって大きいはずだ。

　そうなると信じがたいが、知っていたうえで黙って司波家にやって来たということになる。

（奈月が……まさか）

　動揺が収まらないまま奈月の部屋に向かう。

　彼女には端的に事実を告げた。

『妊娠しているそうだな』

　少し固い声が出たせいで奈月がびくりと体を震わせる。

　しかし言葉の意味が脳に浸透したのか、驚愕の表情に変わっていった。

『気づいていなかったのか？』

　驚き問うと、奈月は小さくうなずく。

『気づかなくて……今でも信じられない』

　奈月の返事に、正直言えばほっとした。大きな問題は解決していないものの、彼女には悪意がなかったのだから。

『事実だ。時期的に俺の子の可能性がある』

『え、可能性って？』

　なぜか奈月は不思議そうに和泉を見つめてきた。

『とぼけるな！　俺以外にも父親の可能性がある男がいるだろう！　好きな男ができたから別れたい、お前はそう言っていたんだからな』

『あ……』

　奈月の顔色が変わる。

『わ、私には……』

　なにか言いかけたものの気分が悪くなったのか、黙り込んでしまった。

　真っ青な彼女をそれ以上追求できずに、話はあやふやなまま終わった。




　その日以降、和泉の周囲は一気に慌ただしくなった。

　奈月の妊娠を黙っているわけにもいかず、家族と和倉家に打ち明けた。

　それぞれ反応は違うものの、驚愕しているのは共通している。和泉は父と亜貴への説明に追われるうえに、和倉家との話し合いもこなさなくてはならない状況だった。

　司波家も和倉家も妊娠を歓迎していない。和やかだった関係が不穏なものに変わってきていた。

　とくに奈月の叔父の和倉豊は、異常とも思えるほど動揺していた。独り言のように『妊娠などありえない』とつぶやいているのを聞いたのだ。

　婚約して結婚すればいずれ子どもができる。政略結婚だから跡継ぎを産むのは必須だと考えるものだが、彼は想定外といった反応をする。その不自然さに、和泉の中で和倉家に対する違和感が生まれていた。

　奈月本人は体調がよくないのか、部屋にこもる時間が増え、ろくに会話をしないまま時間が流れていく。

　彼女は話し合いを避けたがっているように見えた。和泉自身も自分の考えがまとまらず、向き合うことから逃げていた。

　もし自分の子でなかったら。悪い方にばかり考え、身動きが取れないのだ。

　そんなとき亜貴に詰め寄られた。

『どうしてもたもたしているの？』

　亜貴が不満そうに吐き捨てたのは、当然奈月の妊娠の件だ。

　亜貴は今回の件に強い怒りを覚えているようだった。生真面目な性格だから、順序を守らないところに嫌悪感を持っている。

　和泉と奈月の関係について隠されていたのも相当不満だったようだ。騙だまされていたと受け取っている。

　決してそんなつもりはなかったが、今さらなにを言っても信じてもらえないだろうから言い訳はしていない。

『その件は放っておいてくれ』

　まだ自分の考えもまとまっていないのだから。けれど亜貴はますます不快そうに顔をしかめた。

『奈月さんのおなかの子の父親は和泉じゃないかもしれないのよ？　ＤＮＡ検査をしてはっきりさせるべきだわ』

　まさに和泉が悩んでいるところを遠慮なく突かれ、憂鬱になった。

『検査はまだ考えていない』

『どうして？　ちょっと悠長すぎるんじゃないの？　もう検査をできる時期なんだし今すぐしなさい。このままでは司波家の血を引いていない子どもを妊娠した女性と結婚することになるのよ、わかってるの？』

　苛立った亜貴が迫ってくる。

『言われなくてもわかっている。口出ししないでくれ』

　誰よりも気にしているのは和泉自身だ。しかしそれで退くような姉ではなかった。

『するわ。これはあなただけの問題じゃないの。司波家の問題よ。いいわ、私が奈月さんに話します。やましくないなら断らないはずよね？　彼女は和泉以外とは付き合っていないのよね？』

『それは……』

『なに？　はっきり答えて』

『別れた後の行動は把握していない』

　和泉の答えに亜貴はあきれたような目をした。

『ならば本人に聞けばいいでしょう？　それでも裏づけるために検査は必要だけど』

　奈月が否定しても信用する気はないというわけか。和泉は小さくため息をついた。

『……奈月には俺から話すから、余計なことはしないでくれ。検査の段取りも不要だ』

　亜貴が信じられないといった様子で目を見開いた。

『まさか、検査をしない気なの？』

『……話はこれで終わりだ』

　和泉は亜貴から目を逸らし、逃げるように部屋を出た。

　いくら顔を合わせないようにしていても、同居していれば気配を感じる。

　遠くに姿を見かけるときもある。

　顔色が悪いと心配になるし、彼女の心境が気になって仕方ない。

　和泉の中では答えが出ていた。

　もし生まれてくる子が自分の血を引いていなかったとしても、奈月と結婚する。

　司波家に関する権利は認められないだろうが、自分の子として育ててもいいと覚悟した。

　奈月に対して本心をさらけ出せないくせに、別れは考えられない。結局彼女を求めているのだ。

　ところが和泉が決意を固めた直後、奈月本人が検査を受けると亜貴に申し出て速やかに実行された。

（なにを考えているんだ？　もし俺の子じゃなかったらどうする気だ）

　もしかして、奈月は真実をあきらかにしてこの結婚を破談にしようとしているのだろうか。

　そんな心配にさいなまれたが、結果は和泉が父親と確定した。

　精神的に強い緊張状態が続いていたのだろう。聞いたときは体から力が抜けた。

（よかった……）

　最悪の想定をして覚悟を決めていた。それでも自分の子だと知った今、心からよかったと思う。

　和泉の父は、問題ないと結論が出た途端この問題への興味を失った様子だった。

　亜貴は経緯が納得いかないといまだに不満そうにはしていたものの、奈月の子を司波家の人間と受け入れているのが見て取れた。

　憂いが消えたからには、奈月との関係を改善したい。といっても簡単にはいかなかった。

　こじれたふたりの間には、途方もない距離ができていた。

　仕事では誰が相手でも会話に苦労することなどないのに、奈月の前では言葉が出なくなる。

　こんな不器用な人間ではなかったはずなのに、状況は好転も悪化もしないまま、時間だけが流れていく。

　奈月の方も和泉に対して近寄りがたさを感じているのか、同じ家にいても必要以上に近づいてこない。

　そんな中、ふたりで外出の機会が訪れた。

　出産準備のための買い物だが、奈月と外出するのは再会して以来初めてだ。

　関係を改善するきっかけになればと意気込んで出かけたが、現実はなかなかうまくいかない。

　しかも仕事で海外出張が入り、物理的な距離まで開いた。

　ロンドンの高層ホテルの広々としたリビングルーム。

　長い商談を終え最終のデータ確認をしていた和泉は、思い出したようにため息をついた。

『はあ……』

『なんだよ、そのため息？』

　同行している同僚兼友人の五十嵐晋也が、怪訝な眼差しを和泉に向けた。

『なんでもない』

『奈月さんの件でまだうじうじしているのか？』

『……なんでもないって言っただろ』

　和泉はそっけなく答えたが図星だった。

（出張中一度も連絡がないって、ありえなくないか？）

　奈月には出張のスケジュールと連絡先を伝えてある。できるだけ電話に出られるようにしておくとも言った。要は遠慮なく連絡してこいという意味だ。

　それなのに、一週間近く経過してもいっさいの便りがなかった。検診の結果も知らされない。

　不満だが、一番腹立たしいのは毎日連絡を待ってしまう自分自身だ。

　着信を確認しては落胆するを何度繰り返したか。

　うんざりした気持ちできているはずもないメッセージをチェックした。

　その瞬間、和泉は目を見開いた。奈月からの連絡があったのだ。

【今週の金曜日検診です。時間は午前十一時です】

　用件だけの短いものだったが、和泉は浮き立つ気持ちを抑えられなかった。

　すぐに返信文を作成する。

【わかってる。明日の夜に帰る予定だ】

　忘れるわけがない。しっかり記憶に留めていたし、そのために仕事のスケジュールも組んでいる。

　本当はもっと多くを話したい。けれど今の関係を思うと余計な内容を加えるのはためらわれる。

　じっと画面を見つめていたが、奈月からの返信はこなかった。

　彼女は頻繁にスマートフォンに触るタイプではないので、和泉からの返信に気づくまでに時間がかかるだろう。

　仕方なくノートパソコンに目を向け確認の続きをする。晋也が物言いたげな視線を送ってきているのに気づいたが、あれこれ探られるのも面倒なのであえて気づかないふりをする。

　しばらくすると奈月からの返信が入った。

【ありがとうございます、待っています】

　待っている。そのひと言に舞い上がる自分はなんて単純なんだと自嘲しながら、指はすばやく返信を作成していた。

【体の調子はどうなんだ？】

【順調で出産準備もしっかりできています】

【買い物があるなら検診の帰りに行こう】

　顔を合わせていないからか、気負わずに誘うことができる。それは奈月も同様なのか、親しみを感じる返事が届いた。

【ありがとう。迷っていたバウンサーをやっぱり買いたいと思っていたの】

　無意識に和泉の頬が緩む。

【わかった。ほかには？】

【今のところは大丈夫】

【父と姉になにか言われていないか？】

　父が奈月に強い言葉を言う可能性は少ない。亜貴ははっきりものを言うが一応筋は通っているし、奈月の体調をそれなりに気にしているので、無茶はしないだろう。しかしそうは思っていても心配だったので質問した。

【心配してくれてありがとう。みんなに信用してもらえるようにがんばっているところです。この前、亜貴さんにクリスマスディナーに招待してもらったの】

　奈月が前向きに過ごしていると知り安心した。しかし、クリスマスディナー？

　和泉は眉をひそめた。妊娠中に慣れない社交など、気疲れしてよくないのではないか。

【詳細は帰ったら聞くが無理して参加しなくていい】

【無理じゃないよ。私も亜貴さんと仲よくしたいから】

　奈月は和泉が思っている以上に、司波家になじもうと努力している様子だった。

（仕事も明るくがんばっていたもんな）

　出会った頃を思い出す。あの頃の奈月は輝くような笑顔で真摯に働いていた。

【わかった。詳しくは帰ったら話そう】

【気をつけて帰ってきてね。おやすみなさい】

　思いがけず長いやり取りになった。そしてメッセージとはいえ、再会後一番と言っていいほど会話が弾んだ気がする。

　満足してアプリを閉じた途端、あきれたような声が耳に届いた。

『顔がだらしなくなってるぞ』

　はっとして声の方を向くと、窓際のダイニングテーブルに座った晋也が頬杖をついていた。

『なんの話だ？』

『和泉の顔の話。婚約者から待ちに待ったメッセージが届いたんだろ？』

　まるで覗いていたかのように言いあてられ、和泉はぐっと息をのんだ。

『……俺の観察はやめろ』

『それは無理だな。心ここにあらずの上司のフォローをするのも仕事のうちだから』

『おもしろがってるだけだろ』

　晋也は椅子を鳴らし立ち上がり、和泉のもとにやって来た。

『おもしろがってるっていうより、早くまとまってしまえと思ってる』

『簡単に言うな』

『簡単さ。彼女は和泉の婚約者で、おなかにはふたりの子どもがいる。和泉がプライドを捨てて愛を乞えばいいだけだ』

　和泉はノートパソコンの画面から自分のキーボードに視線を移し、ため息をついた。

『俺の気持ちだけで状況が変わるわけじゃない』

　晋也の言う通り、プライドが邪魔をしているところはあったが、それを捨てると覚悟した。ただ、奈月の気持ちが見えないから少し及び腰になっている。

　どうしても彼女が言った『好きな人ができた』のひと言が頭から消えない。

『彼女の気持ちを知る方法があるって言ったら？』

『あるとは思えない』

　なにを言い出すのだと晋也を見る。彼は口もとに笑みを浮かべた。

『気持ちというより事情かな？』

『……どうして晋也が奈月の事情を知っているんだ？』

『そりゃあ一度会ってるからね。和泉が紹介してくれたんじゃないか』

　和泉ははっとして目を見張る。

『お前まさか、奈月に調査をかけたのか？』

『もちろん。そのために付き合う前から俺に紹介してくれたんじゃないの？』

『違う、俺は……』

『調査結果を和泉に送っておいたよ。それを見れば解決するだろうから、帰国までに目を通しておきなよ』

　和泉はすばやく着信メールを確認する。たしかにあった。

　きっと晋也は完璧に奈月の身辺調査をしたのだろう。彼女の経歴、行動歴がつぶさに記されているはずだ。誰と付き合っていたのかも。

（これを見れば答えがわかる）

　けれど、どうしても開く気になれない。

『そもそも和泉が結婚相手の調査をしないって方が異常じゃない？』

『……和倉家に関しては父の方で確認したと言っていた』

『それは家としてだろ？　和倉奈月本人については？　俺はどうして和泉が調査をしないのかって不思議で仕方がなかった。今いろいろ悩んでいることだってすぐに解決できるのに』

　晋也の言う通りだった。奈月がほかの男と付き合っていたのを知るのは実はそれほど難しくないのだ。

『陰で奈月を調べるなんてしたくなかったんだ』

　現実を直視するのを恐れていた部分があった。今は……真実を知るのなら彼女の口から聞きたいと思う。

『ふーん。和泉がそう思うのなら仕方がないけど。でも、いつまでも暗い顔をされたらこっちまで憂鬱になるわけだし、早くなんとかしろよ』

　和泉は迷いなくうなずいた。その気持ちはおおいにあるのだから。

　しかし帰国後、気持ちを新たに奈月に接したつもりだが関係改善には至らなかった。

　検診と買い物にも付き添っても変化はなし。奈月が和泉に心を開く様子はない。

　実家との関係で悩んでいる様子だったから声をかけたけれど、和泉に相談する気はないらしく、あっさりあしらわれた。

　クリスマスパーティーのプレゼントに広川堂の陶器を選んでもいいかと聞かれて了承したが、選びにいくなら付き添うとは言い出せなかった。




　そしてクリスマスディナー当日。

　奈月は和泉に必要以上に馴れ馴れしい愛理の態度に気づいていながら、関心がないとでも言うようにほかの客のもとに行き話し込んでいた。

　さすがに落ち込んだ。いくら和泉がやり直したいと願っても、奈月にその気がなければうまくいくわけがない。

『あの……愛理との話の邪魔をしてごめんね』

『いや、むしろ助かった。亜貴に言われたんだろ？』

　亜貴と話すまで和泉に見向きもしなかったのだから、そうとしか思えない。

『それもあるけど、私もふたりがずっと話しているのが気になっていたから』

『気になる？　お前は俺がなにをしていようが興味がないんじゃないのか？』

　我ながら卑屈な発言だと思う。せっかく奈月が歩み寄りを見せているのに、素直に受け入れられない。

　かたくなな和泉に奈月も困った顔をしている。このままではまずいと思ったそのとき、奈月が驚いたように声をあげた。

『どうした？』

　奈月は膨らんだ腹部をじっと見下ろしていた。

『今、おなかを蹴られたの。ぽこんってかなり強く』

『蹴られたって……おなかの子どもにか？』

　奈月の腹部はかなり大きくなっている。そのぶん子どもも成長しているはずだが、和泉には実感できていなかった。しかし奈月は優しく微笑む。

『そう。元気に育っている証拠だよ。こうやって赤ちゃんが動いているのがわかると安心するの』

『……そうか』

『さっきの話なんだけど、私が和泉に興味を持っていないなんてことなはいよ。ただ過去の件があるから、近づいてはいけないと思ってたの。でも本当は和泉と仲よくしたいと思ってる。もちろん都合がいい話で、簡単に許してはもらえないとわかってるけど……ふたりで生まれてくる赤ちゃんを迎えたいっていつも思ってる』

　彼女は和泉よりもひと足先に親になったのだと感じた。我が子を実感し守ろうとしている。そのために和泉との関係を改善しようとしているのだ。

　しかしそれは、和泉が望んでいる関係ではない。もちろん生まれてくる子は大切に育てたいと思っているが、前提として心が通じ合うふたりでいたいと願っているのだから。

『お前は……好きな男ができたから俺から離れたんじゃないのか？　その相手はどうするんだ？　結果的に俺の子どもだったからといって、簡単にあきらめられるのか？　本心では俺の子でがっかりしているんじゃないのか？』

　子どものために自分の望みは捨てるのか？

　吐き出した和泉の訴えに、奈月は動揺している。しばらくしてから口を開いた。

『信じてもらえないだろうけど、私は別れた後誰とも付き合ってない。だから初めから和泉との子どもだってわかっていたの。がっかりするわけがない』

　考えもしなかった言葉だった。

（奈月がほかの男と付き合っていない？　では和倉愛理が嘘を？）

　表に出さないながらも和泉は激しく動揺していた。

　奈月の言ったのは和泉が願っていたことそのものだ。

　愛理と奈月のどちらを真実のかと言えば当然奈月だ。ただその奈月自身がほかに好きな相手がいると言った。

『それならなぜあっさりＤＮＡ検査を受けた？　父親が誰かをはっきりさせたかったからじゃないのか？　俺の子でなかったら破談にできる。そう期待したんじゃないのか？』

　真実を確かめたいばかりにきつい口調になったが、取り繕う余裕がない。

『違う！　私が検査を受けたのは、この子が和泉の子だと認めてもらいたかったから。疑われながら生まれてくるなんてあまりにかわいそうだと思ったから。結果なんて初めからわかっていたけど、私がなにを言っても誰も信じてくれなかったでしょ？』

　その通りだった。奈月の言葉をあのときの自分は受け入れられなかっただろう。

『和泉、私は本当に……』

『仮に今の話が本当だとして、お前の気持ちはどうなんだ？　たしかに付き合うには至らなかったのかもしれない。それでも好きな男がいたのは間違いないだろう。そうでなければ俺たちが別れる必要はなかった。まさか気まぐれで別れたなんて言わないよな？』

『それは……事情があって』

『事情？　それはなんだ？』

　真実に近づいた興奮からか気づけば奈月の腕を掴んでいた。

『和倉家で司波家との政略結婚の話が出ていると聞いて……叔父さまたちはみんな愛理と和泉が結婚するのを望んでいたから』

『それで別れたくなったのか？　つまりその程度の気持ちしかなかったってわけか』

　和泉は落胆を隠せなかった。奈月と自分の想いの違いを実感し、やりきれない。

　ただようやく冷静さを取り戻し始めていた。妊娠中の奈月を部屋の外で立たせたままにはできない。それに一度頭を冷やすべきだ。

『立ち話をしすぎたな。部屋に行こう』

　奈月を部屋に送り、自分はその場から立ち去る。少し考えてから階段を下り、玄関に向かった。










想いを伝える




　年が明け、あっという間に二月上旬。

　妊娠三十週を過ぎ、奈月のおなかはすっかり大きくなっていた。

　日中でも眠気とだるさがあり、階段を上るだけで息切れがする。検診頻度も増えてきており、いよいよ出産に向けてカウントダウンが始まっているのだと実感していた。

　クリスマスの夜に和泉と言い合いになり翌日顔を合わせるのに不安があった。けれど和泉は前日の出来事などなかったかのように平然としていて、言葉でも蒸し返すような真似はしないし、口数は少ないけど以前のような冷たさはなくなった。

　年末年始も仕事が忙しいはずなのに、家にいる時間は長くなっていた。

　奈月に対して、むしろ気遣いが増しているようだ。

　義父とは相変わらずつかず離れずで、一番変化があったのは亜貴との関係だった。

　それまで一定の距離を置いていた亜貴が、なにかと奈月をかまってくるようになったのだ。お茶にしようと声をかけてくれるときもある。

　亜貴と親しくなってから、司波家での暮らしで感じていた身の置きどころのなさや孤独は薄れていた。

「最近、和泉とはどうなってるの？」

　冬のやわらかな日差しが降り注ぐリビングルームでのお茶の時間に、亜貴が思い出したように言った。

「以前よりも気を使ってくれていると感じます」

「つまり大きな進展はないってわけね」

　亜貴はため息をつく。

「話し合いはしていないの？　ふたりともちょっと行動が遅いわよ。結婚式だって一年後にするとしても今から準備をする必要がある。私がフォローするつもりだけど、大まかな計画もない状態では動けないわ」

「は、はい……わかってはいるんですけど」

　入籍の件は奈月も気にしている。けれど和泉がそれに触れないのもあり、出産までまだ日があるからと伸ばし延ばしになっていた。

（自分から言うと入籍を強要しているみたいでなんとなく嫌だったんだけど、先延ばしにしていたらだめだよね）

「わかってるって、本当に？」

「はい。結婚式に関しては司波家の都合があるでしょうから、一度話し合いが必要ですよね、和倉家の方も」

　和倉家の関係者も大勢招待するだろうから。

（叔父さまと愛理はまだあきらめてくれないのかな）

　クリスマスパーティー以降、叔父とは新年の挨拶で一度顔を合わせている。愛理も一緒だ。

　彼らの態度は以前と変わらず、奈月を無視して和泉に媚こびる。愛理のあからさまなアプローチも止まらない。

　子どもがいる以上婚約者の交代はありえなくなったというのに、いまだに奈月が司波家から追い出されるのを期待しているように見えた。

　亜貴は静かに椅子を引き立ち上がった。

「そろそろ時間だから行くわね」

「はい」

　亜貴を見送った奈月は、しばらくしてからコートを羽織り外に出た。

　体が重く動きづらくなっているけれど健康に問題はないので、一日一度散歩をしている。

　そうやって意図的に出ない限り、動く機会がなくなっている。

　司波邸の近くには緑豊かな大きな公園があり、のんびりと園内を歩いて途中ベンチに座り日向ぼっこをするのがいつものパターンだ。

　少し疲れたので空いているベンチに座り、持参したカフェインレスのお茶で喉を潤した。体の中をじんわりとした温かさが巡っていく。

（こんなふうにのんびりするのは初めてかも）

　叔父家族と同居してからずっと窮屈な生活を続けていたし、司波家に来てからも緊張の連続だった。どちらも共通していたのは、居場所がないと感じるところ。

　けれど今は自分なりの生活リズムができあがっているし、ほっとする時間がある。

　司波家での暮らしで居たたまれないと感じる時間はほとんどない。

（幸せなことだよね）

　時間の流れはとても早く、それに比べると和泉との関係は停滞しているように感じる。

　それでもいつの間にか、彼が奈月に向ける眼差しは怒りから気遣いに変わっていた。

　状況は確実によくなっている。

（今夜、入籍について話してみようかな）

　亜貴の言う通り、そろそろはっきりさせないといけないのだし。

　ベンチから立ち上がり、司波邸へ帰宅するため歩きだす。

　冬の昼間は短くて、早くも気温が下がり始めている。

　白い息を吐きながら門を抜け母屋に向かっていた奈月は、思いがけない人物を視界に収め足を止めた。

（愛理……どうしてここに？）

　和泉に会いにきたのだろうか。だけど平日の日中は仕事だと愛理だってわかっているはずだから、ほかの用件が？

　いずれにせよ顔を合わすのが憂鬱だった。どこかで時間をつぶしてこようか迷ったけれど、即決できなかったため愛理に気づかれてしまった。

「奈月！」

　愛理は甲高い声で叫び駆け寄ってきた。こうなったら逃げられない。

　あきらめてその場で彼女を待つ。

「奈月、どこに行ってたの？」

「散歩に……。愛理はどうしてここに？」

「私は和泉さんに会いにきたんだけど、留守だって言われて。戻りの予定もはっきりしないって応対に出た使用人に言われたのよ」

　和泉に会えなかったせいか、愛理の機嫌は悪かった。

「和泉は仕事で、帰宅はだいたい夜の八時を過ぎるけど。愛理は仕事大丈夫なの？」

　彼女は和倉百貨店に就職した。まだ新入社員だから簡単に休めないのではないだろうか。

「社長令嬢なのよ？　休みは融通がきくに決まってるじゃない。それより」

　愛理はなぜかにやりと目を細め、得意げに言った。

「奈月知らないの？　和泉さん今日は仕事休みなのよ？」

「え？」

「本当に知らなかったんだ。さすが名ばかりの婚約者ね」

「でも和泉は……」

　今朝スーツを着て仕事に行くと言い、家を出た。

　荷物なども普段と違う様子はなく、不自然さも感じなかった。

（仕事に行くふりをした？　でもどうしてそんな行動を……）

　仮に用があって会社を休んだのだとしても、偽装工作をするだろうか。

　司波家に来た当日、彼は奈月に『お前なら労わりや気遣いなどしなくていい』と言ったくらいなのに。

　考え込んでいると愛理の苛立たしそうな声が耳に飛び込んだ。

「ねえ！　なにぼおっとしているの？」

「あ、ごめんなさい」

「……こんな愚鈍な奈月が和泉さんと結婚するなんて！」

　以前からわかっていたが、愛理は奈月を見下している。だから奈月が得をしたりいい思いをするのをひどく嫌っているし、現状が許せないのだ。

　愛理は忌々しそうに奈月の大きな腹部を睨み、それからヒステリックに吐き捨てた。

「本当に最低。あんたたち親子のせいで私たち家族は嫌な思いばかり！」

「親子って、私の両親のこと？」

　なぜ突然話が飛ぶのか。戸惑う奈月に愛理がまくし立てる。

「そうよ。お父さんの会社はね、奈月の父親のせいでつぶれたの。だから仕方なく和倉百貨店に入ったけど、社長の息子だったのにあんたの父親のせいでずっと下っ端扱いで役職をもらえなかったそうよ。お祖父さまたちからの援助も妨害したり、とにかくうちの邪魔ばかりしてきたの」

　それは奈月の知らない話だった。

「叔父さまに聞いた話？」

「そうよ。お父さんは奈月の父親を恨んでた。だから私も伯父さまって呼ぶ気はないの。だって事故がなかったら今でも私たちの敵だったから」

　奈月にとっては両親の事故は最大の悲劇だったが、叔父一家はまったく違う受け取り方をしていたようだ。

（兄弟の不幸を喜ぶなんてあまりにひどい……でも、そこまで恨んでいたなら事故に叔父さんが関わっていた可能性はあるのかもしれない）

　ふと湧いた考えだったが、いやそれはないとすぐに否定する。

　高梨夫婦が事故に間違いないと言っていたのだから、叔父の敵意が両親に向いていたのだとしても、あれは偶然起きた不幸だったのだ。

「せっかく邪魔されなくなったのに今度は娘の奈月の存在が障害になるなんて、本当に最悪」

　奈月は込み上げる怒りをなんとかこらえた。

　愛理の訴えは身勝手でひどいけれど、むきになって反論してはだめだ。余計にこじれて騒ぎが大きくなる。

（それにお父さんたちは意味のない意地悪なんてしない。きっと事情があったはず）

　そう心を静めて、愛理のそばから離れようとした。

「私、用があるから失礼するわ。和泉が戻ったら愛理が来たと伝えておくから」

　冷静に言えたと思う。けれど愛理は不服だったのか、奈月の前に立ち塞がった。

「ねえ、奈月の両親がどうして事故に遭ったか知ってる？」

「ハンドル操作を誤ったからだと。見通しが悪かったようだし……どうしてそんなことを聞くの？」

　愛理はにやりと口角を上げた。

「すごく疲れていて体調が悪かったのに、無理やり帰ったんですって。娘を残してきたからどうしても帰らなくちゃいけないって。お父さんが言ってたわよ、事故は奈月のせいだって」

　ぞくりと足もとから寒気が上ってくる気がした。

（私のせいで？　嘘……）

「ショックでしょ？　さすがにこれは奈月に言ったらだめだってお母さんには言われてたけど、奈月が悪いのよ？　私に恥をかかせるから」

　ドクドクと鼓動が速くなる。息苦しくて声が出てこない。

「なんで黙ってるの？　なにか言いなさいよ」

　ぼうぜんとする奈月に、愛理が迫ってくる。肩を掴まれたそのとき、「奈月！」と慌てたような声がした。

「え？　和泉さん！　帰られたんですね」

　愛理が高い声をあげる。しかし和泉は愛理には見向きもせずに奈月の様子をうかがった。

「どこか痛むのか？　ずいぶん顔色が悪いが」

「和泉……そうじゃなくて……ただ驚いて」

　実際はそんな言葉では言い表せないほどの衝撃を受けている。

「驚く？」

　和泉が眉をひそめたが、今の奈月には説明する気力がなかった。

「和泉さん！　会えてよかったです、私、話があって」

　愛理がじれたように和泉の腕に手を伸ばす。その手を和泉はすげなく振り払った。

「今日はこのまま帰ってくれ」

「え、どうして？」

「奈月を休ませる。愛理さん、あなたは奈月の親族だから口出しをしてこなかったが、しばらくは奈月との付き合いを控えてほしい」

「な、なんでそんなひどいことを言うの？」

　よほどショックを受けたのか愛理の声は震えている。

「愛理さんが奈月を動揺させるような言動をするからだ。今は大事な時期だから、心穏やかに過ごさせたい」

「そんな……和泉さんはどうして奈月ばかり気遣うの？」

「彼女は俺の子を産む。守るのはあたり前だろう？」

　愚かな質問をするなとでも言うようにあっさりと和泉は答える。

「でも、政略結婚で嫌々でしょう？」

「……政略結婚だと知っているなら、これ以上引っかき回すのはやめた方がいいと思うが。この縁談が破棄になって困るのは、うちではなく和倉家だ」

　今までになく冷ややかな言葉を投げつけられた愛理は、顔をゆがめて走り去っていった。

　そのやり取りをぼんやりと眺めていた奈月に、和泉が再び尋ねてくる。

「なにを言われたんだ？」

　なんでもない。そう答えようとしたけれどだめだった。口を開こうとした途端にポロリと涙がこぼれ落ちる。

「奈月？」

　和泉は驚愕したように目を見開き、それからすぐに奈月の肩を抱いて家の中へ促した。

　彼は奈月をベッドに横たえると心配そうに問う。

「どうした？　どこか痛むのか？」

　奈月は力なく首を横に振る。

「なんでもないなんて言葉は信じないからな。話してくれ」

　そう口にする和泉は、まるで昔のように優しく心から奈月を心配してくれているようだった。

　心を開いて寄り添えた頃の想いが胸をよぎる。その瞬間、必死につくっていた壁が崩れ去るのを感じた。

「……お父さんとお母さんが事故に遭ったのは私のせいだって……私を迎えにいくために無理をして運転したんだって」

「事故？　愛理さんがそう言ったのか？」

「叔父さまに聞いたって……。私のせいでお父さんとお母さんが……どうすればいいのかわからない」

　絶望が広がり視界がゆがむ。和泉はあきらかに動揺しながらも、言葉をかけてきた。

「彼女の発言を真に受けるな。たとえそれが真実だとしても、奈月のせいじゃない」

「でも……」

「考え方を変えてみろ。奈月がご両親の立場だとして、事故を子どものせいだと考えるか？　我が子のためなら無理をしようとする気持ちはごく普通の感情だ」

　和泉の言う通りだと思う。今おなかにいる子が生まれて大きくなって、奈月を待っていたのだとしたら、なんとしても迎えにいこうとするだろう。でも……。

「お父さんたちだけじゃなくて、私の存在がみんなを不幸にしている気がするの。叔父さまも叔母さまも私がいなければもっと幸せに暮らせたし、愛理も。和泉にだってひどいことをした。私なんていなくなった方が……」

　心が折れたからだろうか。すべてを捨てて消え去りたいとさえ思う。

「ばかなことを言うな！」

「ばかじゃない、本当だもの」

　大粒の涙をこぼすと、苛立ったような和泉に怒鳴りつけられた。

「悲劇のヒロインぶるな！」

「そ、そんなつもりじゃ……」

「そうだろ？　消えたいだなんてこれから母親になる女が言うセリフか？　子どもはどうするつもりだ？」

　奈月ははっとして唇を噛みしめた。

（私……赤ちゃんのことを考えられていなかった）

　今でもおなかの中で着々と成長しているのに。

「それに奈月は必要とされている。仕事の仲間がいるし、亜貴も奈月が義妹になるのを喜んでる」

　和泉の声は打って変わってやわらかくなっていて、それが余計に涙を誘う。

「……でも和泉は私がここにいてもいいの？　だって私が和泉の幸せの邪魔をしているよね」

　かつて和泉が奈月に言った言葉。

『俺はもう結婚を望んでいなかった。それでも妻を迎えなくてはならないなら、割りきれる相手がいいと考えた。お前なら労わりや気遣いなどしなくていいからな』

　その通りに接してくれていたら、もっと割りきれたのに。

　距離を置きながらも和泉の言動の根底には優しさがあった。

　奈月を許せないのはその通りだろうが、それでも気遣ってくれていた。

「奈月……聞いてくれ」

　和泉の表情も声もなぜか緊張をはらんでいた。

「和泉？」

「嘘をついていたんだ」

「え？」

　なんのことかわからず戸惑う奈月の前で、和泉が緊張を和らげるように息を吐く。

「この結婚に感情はない。そう言ったが、虚勢を張ったんだ。本心じゃなかった」

「え……それはどういう……」

　奈月ははっとして口もとを手で押さえた。

「奈月の表情、仕草、声の調子、なにもかもを好ましく感じていると言っただろ？　振られたんだと理解しても、その気持ちは変わらなかった。和倉家との縁談が持ち上がったときに断らなかったのは、奈月をほかの男に渡したくなかったからだ。それなのにプライドが邪魔をして、本音を言い出せなかった」

　信じられなくて言葉が出てこなかった。

（和泉がずっと好きでいてくれた？　あんなにひどいことをした私を？）

「気持ちが届かないもどかしさや苛立ちで奈月にきつくあたった。俺は情けない男だ」

「そんなこと……」

「見栄もプライドも捨てて言う。俺とやり直してほしい。奈月の心の中にはほかの男がいるのかもしれない。でもいつか忘れさせてみせる。必ず幸せにすると誓うから」

　和泉は奈月の左手をそっと取り、真摯に訴える。

　奈月の返事は決まっている。本当に自分なんかでいいのかと不安はあるけれど、和泉はそんな気遣いは望んでいない。だから彼への愛情だけを言葉にした。

「私も和泉を忘れられなかった。ほかに好きな人なんていない。ずっと和泉だけを想ってた」

　目を見張る和泉の手に、自分の右手をそっと重ねる。

　きっと問いただしたいことが山ほどあるのだろう。和泉の中では納得できない問題があるはずだ。

　それでも彼はただ奈月の体を優しく抱き寄せた。

「ありがとう……」

　和泉の忙しない鼓動が伝わってくる。

　きっと和泉も奈月の体温を感じている。

　久しぶりの温もりは心地よくて、ずっとこのままでいたいと感じた。

「和泉……うれしい、またこうして触れ合えて」

　気持ちの高ぶりを伝えると、和泉はまるで泣き出す前のように顔をゆがめた。

「俺の方が喜んでる。夢みたいだ」

　和泉は奈月の存在を確かめるように、大きな手で頬に触れる。

　それからどちらからともなく顔を近づけ、キスを交わした。

　触れるだけのキスを、離れていた時間を取り戻すように何度も何度も繰り返す。

　しばらくして和泉は「はあ」と悩ましそうなため息をこぼした。

「どうしたの？」

「奈月を抱きたい。でもおなかの子に障るから」

「今はキスで我慢する」と言って和泉は奈月の体を優しく抱き寄せ、唇を重ねる。

　彼の想いが伝わってくる優しいキス。

　失っていたものがやっと帰ってきた。心を満たす極上のひとときに陶酔した。










誕生　和泉 side




　司波商事、事業推進部の一画にはパーテイションで仕切られた和泉の席がある。

　プライベートが保たれた環境だが、和泉は周囲を気にしながらあるファイルを呼び出した。

　かつて晋也から送られた和倉奈月の調査資料。

　ずっと見る気持ちになれずにいたが、奈月に自分の想いを伝え再び気持ちが重なった今、ようやく開く気になったのだ。

　といっても奈月の異性関係を確認したいからではない。

　和泉が知りたいのは、和倉家と奈月の関係についてだ。

　昨日の奈月がごまかしを口にしているとは思えなかった。

『私も和泉を忘れられなかった。ずっと和泉だけを想ってた』

　あれは本心で、別れを決断したのはそうしなくてはならない事情があったのだとしたら？

　ある可能性を脳裏に浮かべながらファイルの内容を確認する。

　最後まで読み終えた和泉は、強い怒りと深い後悔に襲われた。

　和倉家内での奈月の扱いはとても信じられないようなものだった。

　厳しい家庭のルールがあるのは和倉百貨店の令嬢であるからだと考えていたが、状況的にただ自由を制限されていただけのようだ。

　報告書では、家族の外出に奈月が同行しているのを見た者はいないとあった。つまり家庭内で疎外されていたということだ。

　思い返してみれば、縁談を進める中での和倉家の人々の言動にもおかしな点がいくつもあったのだ。

　人格を疑うような発言。それでも奈月の家族だから表面上は友好的に接していた。

　しかし真実を知った以上、もう気遣いはしないし、今後奈月に近づけない。抵抗するなら容赦しない。

　決意とともに和泉は行動に出た。




　和泉と心を通わせた日から、司波家の雰囲気は変化した。

　ふたりの仲がよくなっただけでなく、周りも変化し始めたのだ。

　寡黙な義父は不在がちながら顔を合わせれば少しずつなじめるようになっていたし、亜貴とは本当の姉妹のように仲よくなっていた。

　彼女がオフのときはふたりのお茶会が開かれる。

　今も、亜貴はイメージ通りのブラックコーヒーを、奈月はノンカフェインのお茶を飲みながらゆったりと会話を楽しんでいる。

「もう三月も終わるなんて信じられない。年々時間が経つのが早くなるわ」

「本当ですよね」

「あら奈月はまだわかってないわよ。三十代になればさらに加速するんだから。四十代になるとその上をいくらしいわ」

　亜貴は頬杖をついてから庭の景色に目を向けた。

「桜って本当に綺麗よね」

「はい、こうやってお茶を飲みながら眺められるなんてうれしいです。私、桜が大好きなんです」

「ああ、そうみたいね。和泉は桜の下でたたずむ奈月を見て恋に落ちたんだものね」

　思わず飲んでいたお茶を吹き出しそうになった。

「な、なんでそれを？」

「和泉よ。さんざん飲ませて吐かせたわ」

「……お酒に強い和泉がそこまで酔っぱらうなんて」

　姉だからという安心感もあったかもしれないが、なんてすごい人だと感心する。

「いろいろあったけど、仲直りできたみたいでよかったわ」

「はい。心配かけてすみませんでした」

「家族なんだから気にしなくていいの。和倉家の方も和泉に任せておけばいいから」

　亜貴はうんざりしたように和倉の名を口にした。

（完全に嫌われてる……でも仕方がないよね）

　なにしろ、叔父一家は問題を起こしたのだから。

　今から一カ月前の二月末日。奈月と和泉は婚姻届を提出し、正式に夫婦となった。

　しかしそれを知った叔父一家が司波家に乗り込んできて、和泉と亜貴の前でヒステリーを起こしたのだ。

　奈月を罵倒するのに必死で、周囲に気が向いていなかったようだった。

　病的なまでの怒りに恐怖を感じた奈月を、和泉が叔父一家から遠ざけた。

　それ以降、叔父一家が奈月に連絡してくることはない。おそらく和泉が手を回して止めているのだ。

　それまでの和泉は和倉家に対して温和な対応をしていた。けれどいつからか、まるで別人のように冷たく接するようになっていた。

　どうしてなのか聞いてみても、なんでもないから気にするなと優しく微笑まれる。

　奈月にはとにかく優しいから、そのギャップに戸惑っていた。

「和泉が叔父さまたちになにをしたのか、亜貴さんは知ってますか？」

「うーん。奈月は聞いてないの？」

「はい。聞いても教えてもらえなくて」

「だったら私から言うわけにはいかないけど。大変みたいよ、和倉百貨店。あの人が社長になってから業績悪化が著しいみたいだし、このままだと地位を失うかもね。経済的にも厳しくなるんじゃないかしら」

　よくわからないけれど、仕事上まずい状況になっているのだろうか。

　贅沢好きな叔母と愛理はどれほど怒っているだろう。想像すると怖くなった。

「そんな顔しなくていいから。和泉はかなり怒っているけど限度をわかっているだろうし。それより出産準備は完璧なの？」

「はい。予定日までは三週間ですが、もういつ生まれてもおかしくないので荷物もしっかりまとめています」

　妊娠発覚当時は睡眠不足と精神的不安が合わさり倒れてしまったけれど、それ以降は実に健康的なマタニティライフを送れていた。

「そう。なんだか私まで緊張するわ」

　亜貴が不安そうにつぶやく。

「私は案外大丈夫です。怖さよりも早く赤ちゃんに会いたくて」

「意外と気丈よね」

「はい、がんばってきます」

　奈月の不安が少ないのは、きっと心が満たされているからだ。

　血はつながっていないけれど、大切な家族ができた。

　復帰を待ってくれている仲間がいる。

　そして、最愛の人がそばにいてくれるから。




　一週間後、夜の十時。奈月は広いベッドに横たわり、持ち帰った仕事をしている和泉の姿を眺めていた。

　難しい案件なのか険しい顔をしている。でも彼の周りにはもう張りつめた空気はない。

（和泉……大好き）

　サラサラの黒髪をかき上げる姿に胸がときめく。ずっと眺めていたくなる。

　すると視線を感じたのか、和泉が仕事の手を止めた。

「どうした？」

「ううん、なんでもないよ」

　和泉は少し迷ってから立ち上がった。

「寝ようか」

「仕事はいいの？」

「ああ」

　和泉が奈月の隣に入ってきて、奈月を抱き寄せた。

　こうして同じベッドで眠るようになってもうすぐ二カ月。もうひとりでは過ごせないと思うほど、彼の腕の中は安心できた。

「……また奈月が遠くなった」

　和泉が言っているのは、奈月の突き出たおなかで生じる距離のことだ。

「赤ちゃんが元気に育ってるからだよ。和泉は背が高いでしょ？　その影響なのか赤ちゃんも平均より大きいみたい」

「そうか……苦労かけるな、俺のせいで」

　和泉は神妙につぶやく。

「そんな顔しないで。苦労だなんて思ってないよ、だっておなかにいるのは和泉と私の子なんだから」

「……ありがとう」

　和泉が幸せそうに奈月の頬をなでる。

「あと少しだな」

「うん。こないだ亜貴さんが緊張するって言ってた」

「確実に俺の方がしてる」

　真面目に言う和泉を見ていたらくすりと笑ってしまった。

「笑うな」

「だって、いつも冷静な和泉が緊張するなんて変な感じで」

　和泉はむっとしたように眉をひそめた。

「怒らないでよ、あ……」

　和泉が奈月の言葉を封じるように唇を重ねてきた。臨月の体を気遣っているのか激しさはないものの、濃厚で溶け合うようなキス。

　終わる頃には、奈月の頭はぼんやりとして和泉をからかっていたことなんてすっかり忘れ去っていた。

　和泉は奈月の頭を愛しそうになでる。

「子どもが生まれたらなにをしたい？」

「たくさんあるの」

「一番は？」

「天井を見て寝たい」

　頭があまり回っていなかったせいか、妙な発言をしてしまった。和泉も呆気に取られている。だけどおなかが大きくなってから横向きでしか寝ていない奈月としては、切実な願いであったりするのだ。

「……仰向けで睡眠を取るほかには？」

　気を取り直したように和泉が言う。

「来年は和泉と赤ちゃんとお花見ができたらいいな。綺麗な桜を見せてあげたい。みんなを招待して賑やかに楽しむのもいいな」

「それはいいな」

「和泉のやりたいことは？」

　そう問うと、彼は体を起こし奈月を組み敷いた。といっても大きなおなかが邪魔をしてふたりの距離は遠い。

「和泉？」

「俺は奈月を思いきり抱きたい。今は我慢しているが、無事出産したら離さないからな」

　覚悟しておいてと微笑する和泉は男の色気にあふれていて、奈月の胸はドキドキと高鳴る。

「で、でも赤ちゃんは夜泣きするし、私は起きてないとだめだから」

　和泉はくすりと笑った。

「ああ、奈月は抱いた後起きられないからな」

「それは和泉が……」

　激しいうえに執拗だからだけれど、恥ずかしくて口にできない。しかし奈月の心情を察した和泉がうれしそうに頬に触れてきた。

「奈月が起きられなかったら俺が起きるから大丈夫だ。子育てはふたりでするものだからいいだろう？」

「和泉が赤ちゃんのお世話するの？　イメージが湧かない」

「するさ。初めは苦労するかもしれないが、努力する。大切な妻と子どもだ。ふたりとも全力で愛すよ」

「……うん」

　和泉は言葉だけでなく、本当に大切にしてくれるだろう。

　幸せな未来の想像に頬が緩む。そのとき突然生温かいものが漏れだすのを感じた。

「えっ！」

「どうした？」

　和泉は奈月の表情からただ事ではないと察したようだ。

　肘をついて上半身を起こし、奈月を見下ろす。

「……破水かもしれない」

「えっ？」

　これまでの甘い空気は一気に吹き飛び、ふたりは顔を見合わせた。




　和泉の巧みな運転で迅速に病院へと到着した奈月は、陣痛室へと運ばれた。

　それから約六時間後。

　和泉の励ましとスタッフの的確な処置により、夜明けとともに和泉と奈月の子どもは誕生した。










エピローグ




　出産当日から三日後。

　奈月の病室に深雪が訪れた。

「奈月、来たよ」

「深雪さん。来てくれてありがとうございます」

「体調は？」

「順調に回復してますよ」

　深雪は「よかった」とうなずき、奈月のベッド近くに置いてあるベビーベッドをそっと覗き込んだ。途端に頬を染め、目じりを下げる。

「こんなに小さいのね……かわいい」

「私もこの子の手を見たとき驚きました。考えてみれば、今まで近くで赤ちゃんを見た経験がなかったから」

　奈月の小指を掴むのが精いっぱいの小さな手のひら。あまりに頼りなく触れるのが怖くなるほどだけれど、そんな心配を吹き飛ばすほど力いっぱい泣く姿は力強い。

「女の子なんでしょう？」

「はい。和泉がすごく喜んでました。十分用意してあるのにピンクの服を買い足したり。張りきるのはわかるけど、ちょっと困ってます」

　実は和泉は女の子希望だったそうだ。今から娘に甘い父親になる気配があふれている。

「ふふ、いいじゃない。男は親になる自覚が遅いって聞くけど、和泉さまはそうでもないみたいで頼りになりそうだわ。ところで名前は決まったの？」

　奈月はうなずいた。

　名前は大分前に決まっていた。性別は生まれてからの楽しみにしていたので、男女どちらでも通用する名前にしようと和泉とふたりで悩み決めた。

「はるかです」

　男子だったら〝遥〟。女子だったら〝春花〟。結果女の子だったので、〝司波春花〟と命名した。

「いい名前ね」

　深雪はベビーベッドから離れ、奈月のベッドに近づいてきた。

「あ、そこに座ってください」

「ありがとう」

　深雪は奈月が示した椅子に座ると、改めてぐるりと病室を見回した。

「それにしてもすごい部屋ね。もしかして向こうにも部屋があるの？」

「そうなんです。ソファとテーブルがあって、仕事もできるようになってるんですよ」

「なるほど。和泉さまが選んだ部屋なのね」

「はい」

　奈月が過ごしている部屋はまるでホテルのような豪華さだった。

　上品な内装。ゆとりのあるバストイレ完備。給湯室まである。

　自宅と変わりないように家電はすべて揃っているし、ベッドの寝心地も最高だ。

　人が大勢集まっても余裕のある広さ。和泉は毎日できるだけ時間をつくり様子を見にきてくれて、仕事が立て込んでいるときは奥の応接室で作業をしている。

「友也さんも奈月の赤ちゃんを見たいって言ってたけど、今回は遠慮するって。落ち着いたら顔を見せにきてって」

「はい、もちろん。社長にもお礼を言いたいし伺います」

　それから和やかに近況報告をしていると、病室の扉が開き和泉が入ってきた。

「和泉さま」

　深雪が緊張したように顔をこわばらせ立ち上がる。

「深雪さん、奈月を見舞ってくださりありがとうございます。どうぞ座ってくつろいでください」

　深雪は「ありがとうございます」と礼をしながら腰を下ろしたけれど、いまだ落ち着かない様子だ。

　司波家は広川堂の一番の上客だから、どうしても緊張するのだろう。慣れるまでもう少し時間が必要だ。

「奈月、今日も来たわよ」

　今度は亜貴が顔を見せた。仕事中抜け出してきたのか、かっちりしたスーツ姿だ。

　亜貴は慣れた様子で春花のベビーベッドに近づこうとしたが、深雪に気づき美しい笑みを浮かべた。

「お客さまがいらっしゃっていたんですね。失礼しました。私は奈月の義理の姉で、司波亜貴と申します」

「あ、あの、奈月さんの同僚の北沢深雪です」

　再び深雪の珍しく緊張を含んだ挨拶が始まる。けれど同年代だったためか、亜貴とはすぐに打ち解けたようだ。

　穏やかだけれど楽しい時間が過ぎていく。そのとき突然赤ちゃんの甲高い泣き声がした。

「春花！」

　和泉が急ぎ様子を見にいく。そっと抱き上げてあやしていたが、すぐに奈月のもとにやって来た。

「おなかが空いたのかもしれない」

「そろそろ時間だものね。おいで春花」

　和泉から小さな春花を引き受ける。小さな娘を胸に抱くとじんわりとした温かさが心を満たした。

「幸せ……」

「え？」

　和泉が「どうしたんだ？」と視線を向ける。春花が泣いているから慌てているのか、少し焦った顔をしている。

「幸せだなって思って」

　和泉は少し驚いた表情を浮かべ、それから輝くような笑顔になった。

　体を屈め奈月と目線を合わせ、大きな手で奈月の頬に触れる。

「俺の方が幸せだ」

　愛を込めてささやく声に奈月の胸は甘くときめく。

「私の方が……」

「いや、俺だ」

　幸せ勝負のような状況になっていると、深雪と亜貴があきれたように割り込んできた。

「イチャイチャしてないで早く春花の世話をしなさい」

「あ、はい。ごめんね春花」

　大好きな家族と友人に囲まれ、胸の中は希望にあふれている。

　数カ月前までは想像もできなかった幸福。

　だけどこれは現実だ。光があふれる病室は、優しさであふれていた。




END
















特別書き下ろし番外編










幸福な家族　奈月 side




　梅雨が明け暑さが増してきた七月下旬。

　春花が生まれて三カ月が経った。

　彼女はすくすくと健康に育ち、新生児の頃に比べて体重も大分増えている。

　まるまるとした体。ぷくぷくしたほっぺ。目が合うとにこりと笑う姿はかわいらしく、あっという間に司波家のアイドルになっていた。

「あーあー」

　春花はよく声を出す。もちろんちゃんとした言葉ではない。

「春花、あーあーだよ」

　奈月が真似をして返事をすると、春花は「くうぅ」とうれしそうに笑った。

「春花、パパのお見送りをしてから散歩に行こうね」

「あーぶうー」

　春花が手をふりふりしながら声を出す。タイミングがよく話が通じているのかと思うときがある。

（かわいいなあ……幸せだな）

　最近の奈月は気づけばそんなふうに感じている。かわいい娘、愛する夫。頼りになる義姉と静かに見守ってくれる義父。

　大切な家族がいて何不自由なく生活ができて、育児環境にも恵まれている。

（和泉のおかげだよね）

　彼は奈月が入院している間に、部屋の改装を済ませていた。

　ふたりの部屋の間の壁を撤去しひとつの大きな部屋にして、さらにもうひと部屋をつなげて夫婦の新しい居室につくり替えた。

　かなり大がかりな改装にもかかわらず、奈月が退院して戻った頃には完璧に部屋は整えられており、家具まで揃えられていた。

　中でも目を引いたのが大きなベッド。その少し離れた日あたりのよい位置に、春花のベビーベッドが設置されている。

　毎日和泉と同じベッドで休み、春花の夜泣きにはふたり交互に対応する。

　日中仕事をしている和泉が寝不足になるのはよくないと思い、しばらく別室で過ごそうと提案したが、即座に却下されてしまった。

　春花の外出の支度をしていると、寝室のドアが開きスーツ姿の和泉が部屋に入ってきた。

　彼はたいてい朝の八時に家を出る。奈月たちも一緒に家を出て、まだ日が高くないうちに春花と散歩をするのが最近のパターンだ。

「準備できたか？」

「うん」

　奈月はうなずき、深雪からお祝いでもらったマザーズバッグを肩にかける。

　その間に和泉はベビーベッドで横になっていた春花を抱き上げた。

「あぶぶぶ」

　春花はうれしいのかご機嫌そうに声を出す。和泉は娘がかわいくて仕方がないといった様子。表情を緩め腕の中の春花を見つめている。出産前の予想通り、和泉は小さな娘に夢中だ。

　それは奈月も同じだけれど、和泉の甘やかしようを見ていると将来叱る担当は自分になるだろうなと思う。




　司波家は建物自体大きいけれど、敷地面積はさらに広大だ。

　庭には木がたくさん植えてあり、まるで小さな公園のよう。だから春花の体調によっては外には行かず庭で外の空気に触れるときもある。

　今日は機嫌がいいようなので、和泉を車寄せで見送ってから奈月が妊娠中に散歩をしていた公園に行く予定だ。

　ところが和泉が「俺も一緒に行く」と言い出した。どうやら今日は出勤時間を遅らせてもいいらしい。

「春花、今日はパパも一緒だよ。うれしいね」

　ベビーカーの春花に声をかければ、キャッキャッと楽しそうな声が返ってきた。

　その様子に胸を撃ち抜かれたのか、和泉が「かわいいな」と見惚れている。

（和泉ったら本当に子煩悩なんだから）

　けれど奈月に対する態度は変わらない。

（昨夜だって、あんなに……）

　朝の爽やかな空気の中ベビーカーを押す姿は爽やかなパパといった様子だが、夜は一転男の顔を見せて奈月を翻弄する。

　日中の仕事の疲れはいっさい見せずに、奈月と春花に惜しみない愛情を注ぐ。

（和泉の奥さんになれて本当によかった）

　別れていたときはこんな幸せが訪れるとは思わなかった。

　ただ、ひとつだけ気がかりな件がある。数日前に気づいたものの、気が乗らず先延ばしにしていた。

「ねえ和泉」

　でもこれ以上放置しているわけにはいかないと、和泉に切り出す。

　上機嫌で春花の様子を見守っていた和泉は、笑顔のまま奈月に視線を移す。けれど浮かない奈月の表情にすぐに気づき、心配そうに眉をひそめた。

「どうかしたのか？」

「うん。気になることがあって……」

「あーうー！」

　続きを言おうとしたところで、春花が大きな声を出した。

「今日の夜にでも話すね」

　赤ちゃん連れの散歩中に憂鬱な内容の話はよくなかった。

　和泉も同じ考えのようで、気がかりそうにしながらも追求はしてこなかった。




　その日の夜。就寝の支度を早めに済ませて和泉と話し合う時間をつくった。

　といってもいつ春花が起きるかわからないから、手短に話した方がよさそうだ。

　寝室のベッドに並んで腰を下ろしてすぐに、奈月は前置きなしに切り出した。

「結婚式の招待客リストを見たんだけど、愛理の名前が見あたらなかった。どうしてなの？」

　妊娠出産で、結婚式の予定はどんどん先にずれていたが、ようやく日程が決定した。

　来年の四月。春花が一歳になる日に都内のホテルで挙式と披露宴をする。

　そのための準備を亜貴にフォローしてもらいながら進めているのだが、先日一緒に招待客の確認をしていたところ、和倉家からは叔父夫婦のみが出席で、愛理は参加しないことを知ったのだ。

　普通、実家には自分で出欠席の確認をするのだろうが、奈月の場合はトラブルを避けるために和泉が和倉家の対応をしているので、気づくのが遅くなった。

（やっぱり変だよね）

　会社関係だけでなく、和泉の友人知人が出席する盛大な披露宴だ。華やかな場が好きな愛理が参加しないのには違和感があり、自ら欠席するとは思えない。

（愛理だけ招待していないなんてことはないよね？）

　まさかねと思いながら和泉を見つめる。しかし彼の返事は予想以上のものだった。

「愛理さんには参加を遠慮してもらう」

「え！　来たらだめって言ったの？」

　遠慮してもらうとは言っているが、実際は拒否するという意味だ。

「どうして？　そんなことをしたら叔父さまたちが黙ってるわけないのに。また乗り込んでくるかも」

　和泉と入籍したとき、怒り狂った愛理がやって来て罵倒された記憶は新しい。その前にも愛理は和泉に会いに押しかけてきた。

（ものすごく行動力があるから、なにをされるか不安で仕方ない）

　最近は落ち着いているようで顔を見せないけれど、怒らせたらどうなるのか……考えるのも恐ろしい。

「和倉夫婦には俺から伝えて納得してもらった」

「……信じられない」

　あの叔父が引き下がるなんて。それとも和泉が勘違いをしているのでは？

「愛理さんはいまだに奈月を逆恨みしている。そのうえ自制心がないタイプだから大切な場に呼ぶのは危険だ。披露宴を台なしにされて奈月を悲しませたくないし、春花もいるからな」

「でも、あの叔父さま相手に交渉は大変だったでしょう。私のためにありがとう」

　和泉はずっと矢面に立ち奈月を守ってくれている。きっと嫌な思いもしただろう。

「いいんだ。それより結婚式の件はごめんな。奈月の希望に沿ってやれなくて」

　披露宴の招待客はかなりの大人数で、奈月が望む身内でひっそりという結婚式とは正反対のものになる。

　司波家としての付き合いを蔑ろにするわけにいかないから仕方ないのだけれど、和泉は申し訳なさを感じているようだった。

「大丈夫だから気にしないで。和倉の祖父も生前、縁は大切にしなさいと言っていたし、来てくれるみんなに感謝していい結婚式にしようね」

　奈月の言葉に、和泉は微笑む。

「そういえば、奈月のお祖父さんとうちの祖父は友人だったんだ」

「前もそんな話をしてたね。でも私たちの親の代になって距離が開いたみたいだね」

「そうだな。でも俺たちが結婚したことで、また結びついた。これからはいい関係を築いていけるといいな」

「うん……そうなればいいんだけど」

　奈月も親族同士は仲よくした方がいいと思っている。だけどあの叔父家族相手には難しい気がする。なにしろ奈月をひどく嫌っているのだから。

　和泉だってそれはよく知っているはずなのに。

（彼にしては珍しく楽観的）

「奈月はなにも心配しなくていいから」

「そんなわけには。私側の親族なんだし」

　和泉はどこか困ったように微笑む。

「どうしたの？」と聞くより早く顔を近づけ、奈月の口をキスで塞いだ。

「ん……」

　奈月の反応をうかがいながらの優しいキス。

　いつの間にか和泉の右腕は奈月の肩を抱き寄せ、左手は耳もとに添えられている。

　何度か短いキスを交わしてから閉じていた目を開けると、奈月を見つめる和泉と間近で見つめ合う形になった。

　先ほどまで優しさを湛えていた瞳に今は男の欲がうかがえ、奈月の鼓動がどくりと跳ねる。

　何度も見ている表情なのに慣れることはない。和泉の色気にあてられてときめき、されるがままになってしまう。

　そうなるとあとは流されていくだけ。

　舌を絡める濃厚なキスに翻弄されて頭には霞かすみがかかり始める。

　和倉家の件などもう考えられない。このまま和泉に抱かれたい欲求だけが膨れ上がり、夢中でキスに応えていた。

　広い背中に腕を回してお互い求め合う。そんな時間は和泉が奈月をベッドに押し倒したことで終わりを告げた。

　彼は奈月の前開きのパジャマのボタンをすばやくはずし、肩からするりと脱がしてしまう。

「あっ、和泉待って」

「いやだ」

「でも明かりが……」

　毎晩のように抱き合っているものの、必ず明かりを落とした中でのことだった。明るい部屋で和泉の前に肌をさらす勇気はない。

「夫婦なんだし、いいだろ？」

　いつもは優しい彼だけれどベッドでは強引で少し意地悪だ。

　奈月は腕を前に突き出して抵抗する。

「だめ。夫婦でも恥ずかしいの。まだ妊娠線があるし、体重も戻ってないし、見苦しいもの……和泉が好きだからこそ見られたくない」

　好きな人には少しでも綺麗だと思ってほしいから。

　和泉は少し驚いた様子ながら、ベッドヘッドに置いてあるリモコンで明かりを落としてくれた。

「これでいい？」

　ほっとする奈月に覆いかぶさり優しく尋ねてくる。

「うん」

　うなずくと耳にキスをされた。

「見苦しいなんて思ったことないんだけどな。奈月はいつだって綺麗だよ」

　ささやき声が耳をくすぐり、奈月はびくっと体を震わせた。

「お、お世辞なんていいよ」

「自分の妻にお世辞なんて言わない。心から思ってるから言ってる。奈月は綺麗だし、すべてが愛しいんだ。だからすぐにこうして抱きたくなる」

「んっ……」

　思わず声を漏らすと、和泉がくすっと小さく笑った。

「どうした？」

「あまり耳もとで話さないで」

「感じるから？」

「も、もう！　からかわないでよ」

　真っ赤になって怒る奈月に、和泉はなだめるようなキスをする。

「からかってない。ただ奈月がかわいくて、こうして抱きしめることができるのがうれしいだけ」

「……あまり褒めないで、恥ずかしいから」

　覆いかぶさる和泉から逃れるように身をよじる。

「妻を賞賛して怒られるとは思わなかった」

「だって……」

「わかった、今後は気をつけるよ。なかなか難しそうだが。奈月はかわいいからな」

　まったく気をつけてないじゃない。そう言おうとしたものの和泉に抱きしめられて熱い口づけをされたため、言葉はあやふやなまま消えてしまった。

「ん……んん……」

　和泉の大きな手が奈月の肌を這い、熱を持った唇がその後を追うように触れる。

　とろけてしまいそうな心地よさが体を巡り、奈月はその感覚に陶酔して熱い息を吐いた。和泉の愛撫はだんだんと大胆になり、やがて奈月の口からは抑えきれない声が漏れる。

　その間も、「綺麗だよ」とか「かわいい」に始まり「愛している」の言葉を朦もう朧ろうとしながら聞いていた。

　普段は口数が多くない彼なのに、抱き合うときは違う人みたいで困る。

　だけど、本当はうれしいのだ。好きな人に褒められて愛の言葉をささやかれて、嫌なわけがない。

　ソワソワしてしまうくらいうれしくて、でも大げさに反応する自分が恥ずかしいだけで。

　結局和泉の求めるまま抱き合い、最後の方は気持ちの盛り上がった奈月の方からも愛の言葉を伝えていた。




　いつの間にか眠っていたようだ。目を覚ましたのは、遠くからする甲高い泣き声、それから衣擦れの音が聞こえたから。

　ゆっくり目を開ける。ふたりのベッドから少し離れたところにあるベビーベッドの前に和泉がたたずんでいた。

　ぼんやりとその光景を眺めていた奈月は、はっとして体を起こした。

（春花！）

　慌ててナイトウエアを羽織り、和泉のもとに駆け寄る。

「和泉」

「大丈夫。おなかが空いたんだろう」

　奈月が気づかなかっただけで春花は少し前から泣いていたようだ。

　ベビーベッドの隣に置いた小さなテーブルにはすでに哺乳瓶が用意されている。

　日頃から積極的に世話をしているため、和泉は慣れた動作で春花を抱っこして、テーブルの隣に置いた椅子に腰掛けてミルクを飲ませる。

　奈月には「疲れてるだろ？　寝ていていいよ」と余裕を見せた。娘の世話が楽しいのか夜中に起こされたというのにご機嫌だ。相変わらずすごい体力だ。

「それじゃあお願いします」

　母親として申し訳ない気持ちを抱きながらも、先ほどまでの行為で疲れ果てていた奈月はベッドに戻った。

　横になりながら夫と娘の姿を眺める。

　春花は小さな手を哺乳瓶に添えてミルクを堪能しているようだ。

　その様子はかわいくて奈月は思わず口もとを緩めた。

（元気に育っている、よかった……）

　産後すぐに母乳の出が悪いことに気がついた。いろいろと手を尽くし改善しようとしたけれどうまくいかず、ひと月経つとほとんど出なくなったため、春花はミルクで育てている。

　母乳を十分にあげられないことに初めはかなり落ち込んだけれど、和泉はミルクなら父親でもあげられるしいい面もあると前向きな発言をした。

　どこかで調べたのだろう。部屋にミルクストッカーや調乳ポットを揃え、夜中の授乳もスムーズにいくように整えていた。

　よい父親でありよい夫。

（私も春花も幸せだね）

　不安があっても頼りになる夫がいつも守ってくれる。

（私もがんばろう。和泉を支えられるくらいしっかりした奥さんになって、よいママに……）

　未来を想像したとき、今の奈月には幸せな光景しか浮かばない。

　心も体もポカポカと温まり、いつの間にか心地よい眠りに落ちていた。










幸福な家族　和泉 side




　愛しい妻と娘と暮らす日々。

　司波和泉の毎日はこれまでになく充実していた。

　育児には積極的に参加している。小さな娘の世話は予想していた以上に楽しい。夜中のミルクやオムツの交換、沐もく浴よくなどひと通りこなせると自負している。

　昨夜、和泉の体調を心配した奈月が寝室を分けようと言い出したがとんでもない。ふたりと離れたらきっと気力を失うだろう。

　それに妻と抱き合う時間は和泉にとって至福の時で、絶対に必要だ。

　とにかく日々満ち足りている。

　早い時間に帰宅するせいで奈月に『もしかして仕事途中で帰ってきたの？』などと不安そうに聞かれたことがあったが、業務の手は抜いていない。

　効率をアップし時間をつくっているだけだ。緊急のトラブルで和泉の判断が必要なため遅くなるときもあるが、通常は夕食の時間には家にいる。

　出社後一日のスケジュールを確認後、メールのチェックをする。必要な件は返信をして、内容によっては部下に指示を出す。回ってきた決裁文書の処理を済ませる。

　その後はたいてい会議か来客対応。もしくは外出だ。

　和泉は事業推進部部長の役職についているが、今のところ秘書はいない。事務作業も含め十分自身でこなせるからだ。それに頼りになる同僚もいる。




「失礼します」

　和泉の席は個室ではないが、パーテイションで仕切られ独立している。部下はノックの代わりに、出入り用に空いている隙間から声をかけてくる。

　目線を上げると、五十嵐晋也が近づいてくるところだった。

　彼は和泉とは学生時代からの友人で、今では事業推進部の課長の肩書だ。

　和泉が人事に口出しをしたわけではなく、様々な場面でのきめ細かな対応で他部署の上うわ役やくたちに気に入られ、仕事でも結果を残し順調に出世している。かなり要領のよい男だ。

　他人の目がある場では上司と部下の態度を崩さないが、ふたりのときは遠慮がない。

「これ急ぎで確認してくれないか」

　晋也は決裁画面が表示されたタブレットを差し出した。件名から面倒な案件であると予想できる。和泉はわずかに眉をひそめた。

「わかった。いつまでだ」

「今。終わるの待ってるから」

　晋也はそう言いながら打ち合わせ用に置いてあるソファに腰掛ける。

（今必要なら初めからそう言え）

　心の中で愚痴を言いながらも、添付ファイルを開き内容のチェックを始める。

　しばらくしてからとくに問題はないと判断して、事業部長承認のサインをした。

「終わったぞ」

「早いな、さすが」

　晋也は軽い口調でつぶやき和泉からタブレットを引き取る。そのときふと思い出したような顔をした。

「そういえば、最近は来ないな」

「誰がだ？」

「和倉愛理」

　短い返事に、和泉が顔をしかめた。言い出した晋也もうんざりした様子。

　それもそのはず。和泉に会うために会社に押しかけていた愛理の対応をしてきたのが彼だからだ。

　司波家の親族になる相手で仕事上でも取引があるだけで雑には扱えない相手なのに、本人の性格がわがままでヒステリックときている。あまりにそっけなく突き放せば会社で暴れかねないから、時間をかけてやんわりと拒否するしかない。事情を知らない者に任せるわけにはいかないので、どうしても晋也を頼ることになった。

「かなり和泉に執着していたよな。和泉にその気がないのはあきらかだったのに、あきらめが悪くてさ。しかも自分の従姉の夫になった相手だろ？」

　ありえないなと冷笑する晋也に、和泉はため息交じりに答えた。

「あの家の事情はお前も知ってるだろ」

　奈月の家庭環境の調査をしたのが晋也自身なのだから。

「まあね、どこまでも奈月さんを見下しているんだろうな。だから常識では考えられないような行動をする。彼女の夫に手を出すのを悪いと思ってもいないんだろう」

　晋也の言う通りだと和泉も考えていた。

　愛理は奈月の幸福を許せないのだ。

「俺に執着しているのも奈月の夫だからだ」

　もし和泉個人に感心があるとしても、司波家の跡取りという立場の方にだろう。愛理からは人としての思いやりや良心といったものが欠落しているように感じる。

「屈折しているな。甘やかされて育っただろうに、どうしてそんな性格になるんだろうな」

　晋也が嫌そうに顔をしかめる。和泉も同意で相づちを打った。

　奈月の方が歪んでもおかしくない環境で成長した。それなのに彼女は他人の痛みに敏感で、思いやる心がある。娘の春花に対する愛情も深い。

　だからか奈月はひどい目に遭いながらも愛理を突き放すことができない。

　本人は距離を取っているつもりでいるが、和泉から見ると甘すぎていつも心配で仕方がなかった。常に和泉がそばで守ることはできないのだから。

　どうにかしたいと考え、そして決断した。

「愛理さんは日本を離れる。今はその準備で忙しいんだろう」

「……は？」

　和泉の言葉に、晋也は目を見張った。しばらくしてから和泉に疑惑の視線を送ってくる。

「お前、なにをしたんだよ？」

「和倉氏に娘を俺の家族に近寄らせるなと言っただけだ。どこか地方の支店に異動させたらどうかと提案はしたが、シンガポールの拠点に転勤だそうだ」

「提案って、それでどうして日本を離れるってなるんだ？」

　和倉氏が言うには愛理自身が選んだ転勤先だそうだ。和泉としては行き先にまで口を出すつもりはない。奈月と春花に害が及ばなければいいのだから。

「ずいぶん手厳しいな。奈月さんをつらい環境に置いていた和倉夫婦に怒るのはわかるが、娘の方にそこまでする必要があるか？　たしかにひどい性格のうんざりするような相手だけど」

「彼女はもう成人している。自分の行動に責任を取るべきだろう。それに和倉夫婦を許したわけじゃない」

「許してないって、和倉家はもうかなりこたえているはずだぞ？　惰性で続けていた取引を見直して和倉百貨店への優遇がなくなったし、司波家としても困窮している和倉家に援助をするつもりはないんだろう？」

　晋也が戸惑いながら言う。

「ああ。でもそれは復ふく讐しゅうなんかじゃない。定期的に取引条件を見直すなんて普通だし、信頼関係のない相手に援助をしないのは当然な話だからな」

「そうだろうけど、結果的には制裁になってるよな。会長と亜貴さんはそれでいいって言ってるのか？」

「父には説明して対応を任されている。亜貴の方も問題ない。しっかり決着をつけろと言っている」

　和倉家に対しては亜貴も怒っているのだ。

　義妹になった奈月に同情しているのと、あの一家の非常識な行動が原因だ。

　和泉のいないときに愛理が司波家にやって来て、対応に出た亜貴に奈月を出せと強引に詰め寄ったらしい。

　もちろん亜貴が言いなりになるわけがなく手厳しく追い返したそうだが、報告を受けたときの姉はかなり怒っていた。

　そのような経緯で、愛理とは物理的な距離を置いた方がいいと結論づけた。

　まさか海外にまで行くとは予想外だったが、亜貴の話では見栄っ張りな愛理が地方都市への転勤を嫌がったそうだ。

　海外での苦労を真面目に考えていないのだろう。そうだとしても和泉には関係がないが。

「それにしても、和倉氏が従ったのは意外だな。強情そうなイメージだし、娘を溺愛しているって聞いていたが」

「断れないようにしたからな」

　和倉氏には不審な点がいくつかある。奈月の両親が亡くなり和倉百貨店を継ぐ際の経緯。奈月の両親の残した財産の管理について。

　奈月は、両親の事故には和倉氏が関わっていて、それくらいはできる非道な人間なのだと脅されたと言っていた。

　素直な奈月を騙し言いなりにさせるためのはったりだとは思ったが、念のため調べようとしたところ、実は和泉の父が先に調査をしていたのが発覚した。

　和倉家の縁談の前に行っていたそうだ。父も和倉家を襲った悲劇については引っかかるものがあったそうだ。

　結局、不幸が重なり起こった事故で、和倉氏の関与はないのだと判明した。

　それはそうだ。少しでも疑いがあれば当時警察が調べたはずだから。

　幼い頃から冷酷に接し、恐怖を植えつけた奈月に対してしか効果を発揮しない脅しにすぎなかったのだ。

　しかし遺産に関しては別だ。和倉氏は未成年の奈月の財産を私的に使い込み、いまだに権利を渡そうとしないのだから。

　その件について犯罪ではないかと和倉氏に詰め寄った。調べればうしろ暗いことをたびたびしており、それらの証拠もある。きっちりと揃えたため和倉氏は反撃する気力を失ったようで、穏便に清算するのを条件に、今後奈月と関わらないと約束させた。

　本来なら犯罪だと警察に突き出してもよかったが、彼は奈月と春花と血がつながった親族。ふたりを犯罪者の血縁にはしたくない。

　だから公にはしないが、これまでの行いを反省して、奈月に対する態度を改めるまでは決して近寄らせるつもりはない。

「愛理さんは披露宴にも呼ばない。和倉夫婦は参加するから注意しておいてくれ」

　和倉氏は奈月に対して異常に強気だったわりに、怒りを隠さない和泉には萎縮しているから大丈夫だとは思うが慎重に対応すべきだろう。

「わかった。ところでこの件って奈月さんは承知しているのか？」

「昨日、愛理さんの名前が披露宴の招待客にないことに気づいたらしく、問いただされた。でも奈月に真実は話していない。余計な心配をかけたくないからな」

「余計なって、当事者だろうが」

　晋也はあきれ顔だが、和泉は今後も奈月に話すつもりはない。

　彼女に話したら和倉一家に同情して許してやってと言い出しそうだ。

　そして和泉は奈月に懇願されたら、揺らぐ自信がある。

　今までつらい思いをした奈月にはこれから幸せだけを感じていてほしい。

　そうできるように自分が守るつもりだ。知らなくていいこともあるのだ。




「おかえりなさい」

　帰宅すると春花を抱っこした奈月に迎えられた。

　母娘ともニコニコして楽しそうだ。

「ただいま」

　ふたりの笑顔を見ていると和泉も楽しい気持ちになる。

「今日は和泉の好きな和風ハンバーグだよ」

「楽しみだな」

　大きな屋敷に住んでいるため派手な暮らしをしていると思われがちだが、司波家の普段の食事は意外と普通だ。

　親類や知人を招待してパーティーをするときはシェフと給仕スタッフに来てもらい、それ以外の家事は通いの家政婦ふたりと奈月が担っている。

　奈月は春花の面倒を見る傍ら和泉の食事の準備をしている。

　彼女の料理はとても美味で、和泉は毎日の食事が楽しみだ。でもいずれ広川堂の仕事に復帰したら。手伝いの手を増やさなくてはならないだろう。

　正直なところ奈月には家で春花の面倒を見てほしい気持ちがあるが、仕事を大切にしている彼女の思いを尊重するつもりだ。

「いただきます」

　ダイニングで家族揃って食事をする。今日は父は不在で亜貴は仕事から戻ったばかりなのかスーツ姿。春花はバウンサーで睡眠中だ。さっきまで機嫌よさそうに大きな瞳をキョロキョロさせていたのに、あっという間に眠ってしまった。乳児の睡眠時間の長さに初めは驚いたものだ。

　青じその香りが爽やかなハンバーグは、ふっくらしていてとてもおいしい。

「うまいな」

　素直にそう言うと、奈月は笑顔になった。

　綺麗だとかかわいいと褒めると照れてしまうのに、料理がおいしいは素直に受け取りうれしそうにするから和泉としては不思議だ。

　だけど喜んでいる奈月を見るともっと褒めて大切にして甘やかしたくなる。

「この煮物も上品な味つけだ」

　奈月の返事を期待していたが、返ってきたのは亜貴の声だった。

「それ作ったの私よ。昨夜作ったから味が染みていていい感じでしょ？」

　亜貴は和泉ががっかりしているのをわかっているくせに、にやりと笑いながら言う。

「ああ……」

「あら不満そうね、どうして？」

　なんでもないと、ぼそりと答える和泉に奈月が不思議そうに首をかしげた。

「和泉どうしたの？」

「いや、なんでもないよ」

「それならいいけど。亜貴さんの煮物おいしいよね、今度教えてもらおうと思ってるんだ」

「そうか」

　奈月と亜貴は初めこそギクシャクしていたが、今では本当の姉妹のように仲がいい。亜貴と和泉の関係より良好なほどだ。

　一度奈月に同居が嫌なら引っ越しを考えると持ちかけたことがあったが、即座に拒否された。家族みんなで春花を育てる今の環境に満足しているからと。実際亜貴は姪の春花をかわいがり、育児のフォローをしてくれている。

　姉に感謝しなくてはならないのだろうが、ときどきされる小さな嫌がらせはやめてほしい。




　食事を終え入浴し、春花も眠った夫婦の寝室。

　和泉は奈月のやわらかな体を腕の中に囲っていた。

　奈月は出産で太ったと気にしているけれど、そんなことはない。変わらず華きゃ奢しゃでやわらかく、和泉の庇護欲を刺激する。

　シャンプーの香りなのか、彼女はいつもほんのり甘くよい香りがする。

「今日ね、春花が変な声を出したの。私驚いちゃって……」

　奈月は和泉に日中の出来事を楽しそうに報告する。

　それは暮らしの中のささいなことで、本来和泉が興味を持つような内容ではないが、彼女から聞くとそのときの光景が自然と頭に浮かび、温かな気持ちになる。

「なにかを見て驚いたのかもしれないな。春花にとっては目に映るすべてが新しいものだから」

「そうだね、毎日新鮮だろうな……」

　奈月も夜眠る前の和泉との会話が好きなようだ。和泉がやめなければ眠くなるまでコロコロ表情を変えながら話している。

　そんな彼女を見ているのも会話をするのも楽しいし、和泉にとっても大事な時間だ。

　けれど奈月と違い、密着したやわらかな体を感じているとむくむくと欲求が込み上げる。昨夜時間をかけて抱いたばかりだというのにだ。

　あまりガツガツしていると奈月に引かれそうで心配だが、愛する女性と同じベッドにいて、手を出さずに我慢できる男がいるのだろうか。

　しかも自分たちは夫婦なのだ。

　そうだ、妻を愛するのに遠慮はいらないはず。

　結局今夜も奈月を組み敷き、小さな唇を奪っていた。

「んん、和泉……今日もなの？」

　奈月は困ったように言うが、見上げてくる瞳は熱がこもっている。

　嫌がっているわけではないと察し、和泉の動きは大胆になる。奈月のパジャマのボタンに手を伸ばしながら言う。

「ああ、今夜も抱く、明かりは消すから」

「でも、毎日じゃ寝不足になるよ。明日も仕事でしょう？」

「大丈夫」

　リモコンで明かりを落としてから、パジャマのボタンをはずし終えた。するりと肩から脱がしあらわになった肌に唇を落とした。

　奈月は「あっ……」と声をあげ身じろぎをしたが、気にせずに甘い香りのする肌を堪能して時折きつく吸い上げていく。

「和泉、そんなに強くしないで、跡がついちゃうから」

「わざと跡を残してるんだ」

　以前は女性に所有印をつけたがる男はどうかと思っていたが、今では気持ちがよくわかる。この女は自分のものだと示したい。独占欲が止まらないのだ。

「どうして……あっ！」

　奈月には理解できないようで困惑しているけれど。

　それでも大切に愛していると奈月も応えてくれる。

　和泉の体に細い腕ですがり、いつもは言ってくれない愛の言葉をささやくのだ。

　それがうれしくて、もっともっとと願い、和泉は奈月を愛するのをやめられない。

「奈月、愛しているよ」

　今夜も妻をゆっくり寝かしてあげられそうになかった。




END










あとがき




　こんにちは吉澤紗矢と申します。

　このたびは、『冷徹旦那様との懐妊事情～御曹司は最愛妻への情欲を我慢できない～』をお手に取っていただき、ありがとうございました。

　本作はひどい別れ方をした恋人が、政略的な婚約を結ぶために再会するところからスタートします。

　ふたりの間には当然溝があり、なかなか歩み寄れない。さらにタイトルにある通り妊娠が発覚して……と波乱含みの幕開けですが、好きな気持ちがあるのに別れたふたりなので葛藤しながらも気持ちが元に戻っていきます。もちろんハッピーエンドです。

　中盤の展開がつらかったぶん、後半のイクメン化したヒーローを書くのは楽しかったです。夜泣きのシーンは、こういう夫だったらいいなと、願望を書いてみました。




　昨年からのコロナ禍で、不自由な暮らしが続いていますね。

　私の住んでいる地域は緊急事態宣言が出ているので、家にいる時間が本当に長くなりました。

　家では読書をたくさんしています。

　最近はミステリーと、ほっこり系のお話を交互に読んでいます。

　映画もたくさん見て、インプットが進みました。こうして考えると結構充実した時間を過ごしているのかもしれないですね。




　今作のカバーイラストは、森原八鹿様が手掛けてくださいました。

　ありがとうございます。

　艶っぽく美しいカバーイラストを初めて見たとき、和泉のかっこよさと奈月の綺麗さに見惚れてしまいました。

　編集の丸井様、八角様、携わってくださったすべての皆さまには、大変お世話になりました。

　そして、読者の皆さま。いつもとても感謝しています。ありがとうございます。

　またお目にかかれるようがんばります。




吉よし澤ざわ紗さ矢や
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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